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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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巻末特別付録

立華の優しいＩＴ説教部屋







　子供の頃ころ、政治家の存在意義というものが真ま面じ目めに理解できなかった。

　いや、何も小こ賢ざかしい政治談だん義ぎを始めようというわけではない。ただ単純に、シンプルに、政治家という人々が何をしているのか分からなかったのだ。

　何せ『代だい議ぎ士し』『大臣』というキーワードで新聞を読み進めれば出てくるニュースは汚お職しよく、不ふ祥しよう事じ、失言ばかり。政策のほとんどは尻しりすぼみで公約はスルー。国会中継は居眠り中の議員を映し、たまの発言は意味不明なヤジのオンパレード。まったくもって何のためにいるか分からない。いやむしろいない方がいいんじゃないか？　当時、中学生の桜さくら坂ざか工こう兵へいは半ば本気でそう思ったりもした。

　実際、周囲の大人おとな達は常日頃『政治家はダメだ』と言い続けていた。父親も親しん戚せきも友人の家族も、テレビをつけては税制改革のニュースに憤ふん慨がいし、新聞を読んでは年金問題に嘆息し、およそ好意的な反応など見せたこともなかった。

　だからこそ工兵は『政治家なんていらないんじゃないか』と思った。選挙も税金もなくし、みんな自分のことは自分でやればいい。人任せにせず。各人のできることを、各々のできる範はん囲いで。そうすれば利権や権益の類たぐいもなくなり世界はもっとよくなるだろう。……

　もちろん、こんな考えは思春期特有のハシカにすぎない。社会に対する無知と子供っぽい反逆精神が相まりもっともらしい理屈を捻ひねり出しただけだ。実際高校・大学と進み社会の仕組みを学ぶにつれ、逆の思い「ひょっとして、政治家って大変なんじゃないか？」という考えが強まってきた。

　何せこの国には一億以上の人間がいるのだ。それら全すべての利害関係をわずか七百人強で議ぎ論ろんし調ちよう整せいしていかなければならない。外交に治安、教育に福祉、医い療りように経済。全員の納得する回答などない以上、どんな結論を出しても反対派から叩たたかれる。結論を出さなくても叩かれる。……いやまぁ、そりゃ汚職や居眠りは悪いことだろうが、かといって彼らがいなければどうなるのか。一億人全てが侃かん々かん諤がく々がくの議論を交わすのか？　普ふ段だんの仕事をこなしながら？

　冗じよう談だんではない。ただでさえ自分達一般市民は忙しいのだ。この上、政治や法律のことまで考えていられない。法律は法律の専門家、政治は政治の専門家に任せる。そのためのコストが歳費というなら──それはまぁ税金として負担するのもやむなしだろう。いや、もちろんきちんと仕事してもらうことが前提ではあるが。

　………。

　長々と語ってきたが、ようは何を言いたいのかといえば、世の中に不要な職しよく業ぎよう人じんなどそうそういないということだ。政治家も官僚も会社役員も、世間では何やかやと叩かれがちだが、きちんと役割やニーズがあり、それらをこなすことで社会を成り立たせている。不要と思うのは彼らの仕事をよく知らないからだ。普段の働きを理解せず、ただ不祥事の時のみニュースで見かけるから無能に感じる。存在意義を疑いたくなる。

　かつての自分がまさしくそうだった。そしてもし当時工兵の望みがかなっていたら──世界から政治家という存在が消きえ失うせていたら──彼は自分の無知を思い知らされていただろう。失って初めてわかる政治家のありがたみ。……なんて。嫌いやな格言ではあるが。




　さて──ここに六ろつ本ぽん松まつ健たけ造ぞうという男がいる。

　年ねん齢れい五十二歳、幕まく張はり在住。肩書きは株式会社スルガシステム代表取とり締しまり役やく社長。そして同社唯一の営業担当。

　先程、世の中に不要な職しよく業ぎよう人じんなどいないと言ったが、こと六本松に関してだけは例外を叫びたくなる。何せこの社長、トラブルしか持ち込まない。見み積つもり項目の漏れや仕様定義ミスは序の口、納期もリソースも何もかも無視してデタラメに案件を受注してくる。一度などリリース予定前日に案件を受注してきた。もちろんそれらをこなすのは工兵達社員の役割だ。度たび重かさなる無む茶ちや振ぶりに現場の疲ひ弊へいは甚はなはだしく、いっそ社長などいない方がこの会社うまく回るのではと囁ささやきあったこともある。

　だから。

　だからこそ。




　社長のありがたみが分かる時など、来るはずないと思っていた。




　自分達はブラック企業の社畜で、安い賃金でこきつかわれ、労働基準法の恩恵を受けられぬ被害者で。社長はお気楽に仕事を受注し、取った仕事は丸投げで、ロクに手も動かさず高給を食はんで。──

　そんな構図が覆くつがえることなどないと思っていた。

　だがもう一度繰くり返そう。

　世の中に不要な職しよく業ぎよう人じんなどいない。

　たとえ六本松のような人間であっても、スルガシステムという会社には欠くべからざる人材なのだ。

　その事実を工こう兵へいは嫌と言うほど思い知らされることになる。

　それは工兵がスルガシステムに入って二ヶ月後、降り続く梅つ雨ゆが鬱うつ陶とうしいある日のことだった──
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　六月九日火か曜よう日び、午後三時ジャスト。

　窓の外は降りしきる雨で灰はい色いろに煙けぶっている。桜さくら坂ざか工こう兵へいはキーボードから手を離はなすとデスクに片かた肘ひじを突いた。姿勢を変えた拍子にＯＡチェアがキィと鈍にぶい軋きしみ音を上げる。工兵は溜ため息いきを一つ、頰ほお杖づえを突きながらぼんやりと室内を眺めた。

　──誰だれもいない。

　無人のオフィスは耳の痛くなるような静寂に満たされている。空くう調ちようやＰＣの冷却ファン、ＨＤＤの駆動音だけが低く、小さく絶えることなく響ひびいていた。

　なんというか……本当に気が滅め入いる。

　晴れていればともかく、雨の日に一人ひとり内勤というのは想像以上にわびしい。ここのところ顧こ客きやく訪問や打ち合わせで騒そう々ぞうしかったから、それとのギャップも激はげしかった。

　わびしいなぁ。

　アンニュイなつぶやきを舌の上で転がし、工兵はもう一度溜息をついた。

　藤ふじ崎さきの出張を工兵は昨日きのう初めて知らされた。なんでも北ほく陸りくの顧客をいくつか回るとかで一ヶ月以上東京に帰って来れないのだとか。突然の告知に目をしばたたいていると続けて室むろ見みが「あ、そうだ。私明日あした客先直行だから」と言いだした。とどめにカモメまでもが「ごめん、私、明日休みなのー」と告げるに至り、ＳＥ部のお留守番役は否応なく工兵に決定した。

　というわけで出社から六時間以上、工兵は誰もいないオフィスで一人ＰＣと向き合っている。たまに電話がかかってくる他ほか、誰に邪じや魔まされることなく黙もく々もくとデスクワークを続けていた。

　……いやまぁ最初はよかったのだ。いきなり室見から怒ど鳴なられることもないし、脳天にドライバーを突き立てられることもないし『これあんたの仕事だから』と無む茶ちや振ぶりされることもないし。むしろ広いオフィスを一人で使い放題ってよくない？　とか思ったりして。

　だが時間がたつにつれ寂しさが解放感を上回ってきた。憂ゆう鬱うつを紛らわそうと休きゆう憩けいスペースに赴おもむいてみたが、煙草タバコを吸わない身には居い心地ごこちが悪く退散。ではと缶ジュースを買いに出てみたものの、三回も缶コーヒーをあおると胃がむかついてきて中断。結果、どこに行く当てもなく黙然と自席に腰かけている。……つらい、気のせいか身体からだ中じゆうの筋肉が錆さびついてきたようにも感じられた。

　ううん、……なんだろう。室見さんの怒鳴り声が恋しくなってきたかも。

　工兵は背もたれに身体を預け天てん井じようを仰いだ。

　ドライバーを突き立てられるのって、実は意外とよい刺し激げきになってるんじゃないかな？　ほら頭の上ってツボとかありそうだし。定期的に刺激されることで血行がよくなっているとか。……ああ、そういえば最近ちょっと殴られるの気持ちよくなっている気がする。刺されると身体の芯しんとか熱あつくなってくるし、首筋とかぞわぞわしてくるし。おお、なるほどこれが噂うわさのツボ押し健康法。

「って、んなわけあるかあああ！」

　頭を抱えて立ち上がる。

　待て、ちょっと待て。

　今の妄想、なんかやばくなかったか？　怒ど鳴なられたり刺されたりするのが待ち遠しいとか、もろに変態じゃないか。しかも痛みを快感に思うとかまさにマ──

「………」

　つぅと冷や汗が流れる。工こう兵へいは強こわばった顔を笑いの形に歪ゆがめた。

　落ち着け、落ち着くんだ桜さくら坂ざか工兵。いくら人恋しいからって室むろ見みさんの暴ぼう力りよくを待ち望むとか不健康すぎるだろう。どうせ妄想するならもうちょっとマシなことにしろ。そう、例えばカモメさんのこととか。彼女の優やさしい笑顔えがお、自分に対する穏おだやかな眼まな差ざしとか。

　───。

　小首を傾かしげ背後のパーティションを顧かえりみる。

　カモメさんのＯＡチェア。普ふ段だん彼女がその細い腰を埋めているところだ。

　なんの気なしに立ち上がりカモメの席に赴おもむく。すとんと腰かけると思ったより高さがあった。うーん？　これってカモメさんの足が長いってことなのかな。室見さんとかちょっとでも席高くすると足届かなくてブラブラさせてるからな。今度よく確かく認にんしてみるか。──お、机の下にサンダル発見。これ室内履ばきだよね？　うーん、足ちっちゃい。ここにカモメさんの生足が乗っているのか。……いや、あの人普段ストッキングはいてたかな？　パンツルックが多いから分からないや。お、こっちはエプロンか。で、これが──

　………。

　……はっ！

　唐突に正気を取り戻し工兵はエプロンを手放した。

　なんだ、一体自分は何をやっているんだ。

　休暇中の女子社員の席を漁あさり私物を眺めているなんて。どんな変態だよ。マゾヒストどころじゃない、正真正銘のストーカー、犯罪者だった。

　いかん……いかんぞこれは。

　額ひたいの汗を拭ぬぐいかぶりを振る。

　どうやら長時間の孤独は思ったより精神を蝕むしばんでいるらしい。早くなんとかしないと超えてはいけない一いつ線せんを越えてしまいそうだった。

　気分転換、気分転換だ。

　外に出て深呼吸でもしてくるか。

　雨が降っているがエントランスまでなら傘なしでもよいだろう。電話番も……まぁちょっと外すくらいなら問題あるまい。新しん鮮せんな空気を吸い込み軽くストレッチする。強ばった筋肉をほぐせば少しは気も晴れるはずだ。

　よし──

　口元を引ひき締しめ立ち上がる。瞬しゆん間かん、視し線せんがデスク下のキャビネをとらえた。キャスターつきの三段収納。アイボリー色の表面が照明を浴び鈍にぶく輝かがやいている。よく見ると一段目に『文房具』二段目に『申しん請せい書類』三段目に『その他、私物』のテプラが貼はられていた。

　……私物……だと。

　呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　カモメさんの私物、カモメさんの私物、カモメさんの私物。

　えーっと……女の人の私物ってなんだろう。化粧道具？　間食用のキャンデー？　レストランのスタンプカード？　それとも、それとも──

　工こう兵へいはごくりと喉のどを鳴らした。

　心しん臓ぞうが高鳴っている。自分はひょっとして千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機きを前にしているんじゃないだろうか。カモメさんのプライベートに触れられるなんて、今を逃したら多た分ぶん二度とこんな機会はあるまい。幸い見ている者はいない。ちょっと覗のぞいてすぐ戻せばいいだけだ。

　………。

　注意深く周囲の様よう子すをうかがう。

　うん、そうだよね。ちょっとだけだよ。いや別にこれは覗きってわけじゃないんだよ。ほら、最近オフィスのセキュリティもやかましいからね。重要書類をすぐ取り出せるところに放置していないか確かく認にんするだけ。大事な物は鍵かぎのかかるロッカーに入れておかないとね。うん。

　深呼吸を一回。

　鼻び腔こうを広げ取っ手をつかむ。力を込めて手前に。さぁ今、禁断の扉が開か──！




　ガチャ。




　鍵がかかっていた。

　瞬まばたきしながらもう一度、さっきより強い力で取っ手を引く。だが結果は変わらない。三段目はおろか二段目、一段目も開かなかった。

　工兵は両の目を見開いた。

　え、……ひょっとしてロックできるの？　これ。

　慌てて確認すると一段目の取っ手脇わきに小振りなシリンダー錠じようが見えた。横一文字に刻まれた鍵穴があたかも進入禁止標ひよう識しきのように見える。自席に戻りキャビネを見てみると、当たり前のように同様のシリンダー錠が見つかった。ご丁てい寧ねいにも一番上の引き出しにセロハンテープでキーが貼りつけてある。

　くっ……そっ。

　奥歯を食いしばり背後のパーティションを睨にらみつける。

　は……なるほどね、セキュリティをおろそかにしていたのは他ほかでもない自分だったというわけか。

　笑えてくる。

　なんという道化、なんという無ぶ様ざまさ加減だろう。

　だが──

　だがしかしだ。

　自分が愚かだからといって、それで他人の非を見逃してよいことにはなるまい。

　工こう兵へいは眉み間けんに深い皺しわを刻みカモメの席に立った。歪ゆがんだ笑えみを浮かべデスクを見下ろす。

　こうなったら他ほかの場所も残らずチェックしてやる。

　いくら完かん璧ぺき超人のカモメさんといえ、まさかどこにも私物を残してないなんてことはないだろう。いやぁ……いけない、いけないなぁ。働く場所に私物を持ち込むなんて。どれ、先生がちょっと確かく認にんしてやるか。何？　先生、目がやらしいです？　何を言うんだ失敬な。これはオフィスの風紀を守るためなのだよ。けっして邪よこしまな気持ちからではない。その証拠に着替えとか出てきちゃっても先生全然動揺しませんよ？　賢けん者じやのように心が澄すみ渡ってますよ。分かったかね？　分かったら邪じや魔ましないでくれたまえ。さぁ、まずはデスク本体の引き出しから──

「藤ふじ崎さき君、いるか！」

　ワッツ・ザ・ファアアアアック！

　転げるようにパーティションを飛び出し自席に戻る。つんのめるように着席した瞬しゆん間かん、デスクの天板が鳩尾みぞおちを直ちよく撃げきする。激げき痛つうで涙目になりながら工兵は懸けん命めいに悲鳴を押し殺した。

　どすどすと騒そう々ぞうしい足音が近づいてくる。ややあって、赤しやく銅どう色いろの禿はげ頭あたまが工兵の席を覗のぞき込んだ。

「ん？　なんだ、桜木町君か。何しとるんだ君は、こんなところで」

　扁へん平ぺいな鼻、濃こい口ひげ、分厚い唇。ぎょろぎょろとした二つの目玉は見間違えようもない、スルガシステムの社長、六ろつ本ぽん松まつだった。

「何って……ここ僕の席ですけど」

　弱々しく答えると六本松は訝いぶかしげに片かた眉まゆを吊つり上げた。……いや、なんで不ふ審しんそうなんだよ。あんたがここに僕を配属したんだろうが。ついでに言うと僕の名前は桜さくら坂ざかだ。桜さくら木ぎ町ちようってどこの横よこ浜はまだよ。いい加減わざと間違えてるんじゃないのか？　この人。

「ところで関かん内ない君」

「いや、もうそれ絶対わざとですよね!?　関内って桜木町の隣となり駅えきってだけで僕の名前一文字も入ってないじゃないですか!?」

「では鎌かま倉くらか」

「もう横浜ですらねぇ！」

　なんで真っ昼間からＪＲ東ひがし日につ本ぽんの駅名当てクイズをやらなきゃいけないんだよ。しかも会社の社長と。

　脱力のあまりすっかり緊きん張ちようが吹き飛んでしまっていた。はぁと嘆息し六ろつ本ぽん松まつに向き直る。

「で、藤ふじ崎さきさんがどうかしたんですか？　あの人なら今日きようから出張ですけど」

「出張……？」

「北ほく陸りくの方に一ヶ月って」

　説明しながら眉まゆをひそめる。

　え、知らなかったの？　ていうか藤崎さんの上長って社長なはずで、その承認なく出張に出ちゃったわけ？

　………？

　なんだ？　この変な感覚。まるで借金取りに追われた挙げ句、夜逃げでもしたみたいな。

　首を傾かしげる工こう兵へいの前で六本松は下唇を突き出した。骨張った顎あごを揉もみながらぐるぐると周囲を歩き回る。

「一ヶ月、一ヶ月だと！　なんたることだ。よりにもよってこの重要な時期に。──ええい、それではあの室むろ……室……室蘭君ははどこにいる。ラボルームか、それともバックヤードか」

「む、室むろ見みさんのことですか？　あの人は今日客先に直行ですけど」

「では黒髪のアシスタント君は」

「カモメさんならお休みです」

　六本松の唇がきゅっと引き結ばれた。なんとも言えない沈ちん黙もくが周囲を満たす。居い心地ごこち悪げな工兵の前で、六本松は鬼おに瓦がわらのような表情で天てん井じようを睨にらみつけていた。

　……えーっと、こういう場合「どうしたんですか」って訊きくべきなのかな？　「分かることなら回答しますけど」とか「自分にできることならやりますよ」とか。いや、それどう考えても死亡フラグだけど。でもここで突っ立っていられると仕事の続きもままならない。まさか社長を放置して一人ひとりデスクに向き直るわけにもいかなかった。

　───。

　どのくらい時間がたっただろう。

　唐突に社長の表情が緩ゆるんだ。ふっと肩から力が抜ける。

「ふむ」

　何かを諦あきらめたようなつぶやき声。

「ふむ……そうか、まぁ誰だれもいないのなら仕方ないな」

　おお、思ったより物分かりがよいぞ。……まぁそうだよな。いくら社長が傍ぼう若じやく無ぶ人じんでも新人に直接仕事をふってくることはあるまい。何せ自分、本当にド素人しろうとだからね。プログラムも書けないしサーバの構築もできないし、ルータやスイッチくらいなら少し設定できるけど動的ルーティングとかＶＰＮはお手上げだし。いや本当自慢じゃないけど室見さんの指示がなければ何もできないからね！　自分。一人で案件とかとんでもないです。えっへん。

　………。

　切なくなってきた。暗い表情でうつむいていると社長は「ところで」と声をあらためた。

「最近どうだ桜本町君、その──仕事は」

「はい？」

　突然の問いかけに目を見開く。社長はカモメの椅い子すを引き寄せると鷹おう揚ように腰かけた。

「元気でやっとるかと訊きいとるんだ。どうだ、もうＳＥ部の仕事には慣なれたかね」

「はぁ……まぁ、皆様のおかげで……なんとか」

　工こう兵へいは困惑気味に答える。六ろつ本ぽん松まつは「うむうむ」と満足そうにうなずいた。

「具体的にどこの案件をやっとるんだ？　Ｄ興こう業ぎようとかか」

「あ、あそこはこないだ終わらせたんで今はグローブオンラインです。リドルトリルのシステム増設が間近にせまってるんで」

「おう、あそこか。あの会社は大変だろう、仕様も決めずにどんどん作業を投げつけてくるから」

　……それを、お前が言うのか。

「え、ええまぁそうですね。自分は指示を受けて動いているだけですけど、顧こ客きやくカウンターで対応している藤ふじ崎さきさんや室むろ見みさんは本当に大変だと思います」

「うむうむ、私もあそこの技術部長には昔、相当苦労させられてな。あんまり無む茶ちやを言うもんだから一度ブチ切れてつかみかかりそうになったわい。いやぁ若かった、私も、あん時は」

　え……。

　工兵は両の目を瞬またたいた。意外だった。まさか社長からこんな現場よりの意見が出てくるなんて。聞き間違いかと思い見返すが社長は神妙な面持ちでうなずいている。

「Ｄ興業もそうだな。目先の金をケチって運用を買わんくせに、いざトラブルが起こると平気で問い合わせしてきおる。それも初期構築の瑕か疵しだとか営業対応の範はん囲い内ないだとかへりくつをこねおってからに。どんな内容であろうとエンジニアを動かす以上金がいる。その事実が連中さっぱり分かっておらん」

　ぽかんと口を半開きにして六本松を見つめる。ややあって視し線せんに気づいたのか六本松は「ん？」と片かた眉まゆを持ち上げた。

「なんだ妙な顔をして。私がこんな話をすると変か」

「いや……変ってことはない……ですけど」

　驚おどろきのあまり思考が固まっていた。工兵は二、三度かぶりを振った後、口を開いた。

「社長でも──そんな現場よりの考えを持っているんだなって。もっと上の視点で案件を見てるのかって思ってましたから」

「何を言うか」

　社長は口元を綻ほころばせた。

「私だって最初から社長をやっとるわけじゃない。若い頃ころはさんざん現場で泥水もすすったわ。君らの苦労は誰だれに言われんでもよーく分かっとる」

　そうなのか……。

　いや、なんか社長の青年時代とか下した積づみ時代とかまったく想像がつかなかったから。だって──ねぇ？　社長が室むろ見みさんにＯＪＴ受けてるところとか、ＤＣデータセンターに寝泊まりしているところとか思い浮かぶ？　浮かばないよね？　というか入社式にこんな同期がいたらちょっと怖い。

　だがまぁ常じよう識しき的てきに考えれば社長だって普通に就しゆう職しよく活動し、企業に入り、下積みを経けい験けんしてきたのだろう。顧こ客きやくや上長、業者の理不尽な要求に晒さらされることもあったはずだ。そう思うと自然社長が近しい存在に思えてきた。そりゃそうだよな。小なりとは言え一企業のトップなわけだから、現場の痛みをまったく知らない人に社員がついてくるはずない。

　うん……なんかちょっと見る目が変わったかも。我ながら単純だけど。こうやってトップの肉声を聞くのも悪くないよね、たまには。

　社長は太い腕を組み天てん井じようを仰いだ。

「確たしかに──現場は大変だ。無理な納期に無む茶ちやな仕様、頭ごなしに締しめ切きりを押しつけられて腹立たしいのも分かる。だがな、桜木町君も上を目指していくのであればそこでちょっと立ち止まり考えてほしい。理不尽と思ってしまうのは、我々が技術の側面からのみモノを見ているからでないかとな」

「？　技術の側面……ですか？」

「うむ」と社長はうなずいた。

「例えばだ。来月一日にリリース予定のシステムがあるとする。それを活用することで現場のスタッフを三割減らし人件費の抑制がはかれるというものだ。企業の業ぎよう績せき予想はそのシステムの稼か働どうを前提に計算され株価も上がっている。さてここで重大なバグが発見された。桜木町君がその企業のトップならどうするね？」

「どうするって……」

「システム開発部署はデバッグに万全を期すためリリースを延期させてほしいと言ってきておる。だがそうなれば人件費の削減は遅れ会社の業績予想に狂いが出るだろう。株価は反落し今後の事業計画に影えい響きようが出るかもしれない。それでも桜木町君は延期にオッケーを出すかね。会社全体の業績に技術部の意見を優ゆう先せんさせるかね」

「それは──」

　工こう兵へいは口ごもった。

　予想だにしない問いだった。

　エンジニアの立場であれば迷いなく延期を主張していただろう。中途半端なシステムをリリースして困るのは他ほかでもない自分達だ。運用開始後の手間、不具合発生のインパクトを考えても品質に妥協するべきでなかった。

　だが今問われているのは経営者の視点だ。システムが稼働しなければ株価が下がる、会社の業ぎよう績せきに影えい響きようが出る。その状態で自分は延期を決断できるのか？　技術者の立場を貫けるのか？

　………。

　………。

「分かりません」

　悩んだ末、答えていた。

　いや──正直に言うと答えは出ていた。だがそれを告げれば今の自分の価か値ち観かんを捨てることになる。室むろ見みの教えを疑うことになる。

　だから逃げた。答えを濁にごすことで自分の世界を守った。

　そんな工こう兵へいの心情を見透かすように六ろつ本ぽん松まつは目め尻じりを下げた。席を立ち工兵の肩を叩たたく。

「うむ、まぁ別にどちらが正しいというわけじゃない。ただな、桜木町君には分かっておいてもらいたかったんだ。何事につけ、物事を一面的にとらえるのはよくないということをな」

「一面的──」

「経営視点でしかモノを見れんのはバカのやることだ。かといって技術のみ重視していてもビジネスはなりたたん。両者を均等に見れて初めてバランスのよい結けつ論ろんが出せる。私はな、桜木町君、常々そう心がけながら仕事をしとるんだよ」

「社長……」

　呆ぼう然ぜんと六本松を見上げる。胸の奥がじんわりと熱ねつを帯びていた。気づけば拳こぶしを握りしめている。格好良い、格好良いじゃないかこの社長。ただの茹ゆで蛸だこだと思ったらなかなかどうして、一本筋が通ったものを持っている。

　いやぁいいものだなぁ、トップが尊敬できる会社ってのは。なんかこう、やる気がわいてきたぞ！　ぶわぁっと！

　工兵は鼻び腔こうを広げた。

「分かりました、社長。エンジニアの領域で精しよう進じんするのは当然として、他ほかの分野にも視点を広げていくべきってことですよね！　ユーザーの立場しかり、経営者の視点もしかりということで」

「おおう、分かってるじゃないか桜木町君！　うむ、君は本当に見どころがあるなぁ。桜木町君のような向上心のある人間にはどんどんチャンスを与えてあげたくなるぞ。インフラ構築のみならず他の分野でもな」

「本当ですか！」

「うむ、うちはベンチャー企業だからな。年功序列など関係ないし優ゆう秀しゆうな人間にはガンガン仕事を任せていくぞ。運用から開発、プロジェクト管理でもな」

「プロジェクト管理！」

「コンサルタントって道もあるぞ」

「コンサル！」

「プリセールスもよいな」

「プリセールス！」

「興きよう味みあるのか？」

「それはもうもちろん！」

　ノリに任せてうなずくと──って言うかプリセールスって何かよく分からなかったけど──社長は唐突に「そうか」とつぶやいた。口角が持ち上がり悪あく魔まのような笑えみを形作る。

「実は今、一つ丁度よい案件があってな」

　ぞくりと背筋に冷たいものが走る。

　数分後──工こう兵へいは一度でも社長を尊敬したことに強い後悔の念を抱いていた。




「ただいまぁ、今帰ったわよ。……って、さ、桜さくら坂ざか!?　どうしたのあんた。そんな死にかけのオットセイみたいな顔して」

　甲かん高だかい悲鳴に工兵はゆるゆると顔を上げる。ＯＡチェアに座ったまま首だけを声の主に向けた。

　小柄な少女がパーティションの入り口に立っている。腰まで届く艶つややかなロングヘア、鳶とび色いろの瞳ひとみに白しら雪ゆきのような肌。ノースリーブのレースアップドレスにボレロを纏まとった様よう子すは溜ため息いきをつきたくなるほどに可か憐れんで、あたかも異国の姫君のようだった。だが肩に下げたトートバッグは無骨極まりなく、大きく開いた口からラックマウント型スイッチがにょっきり突き出している。

　相変わらずのちぐはぐな出いで立たち。こんな格好の人間は変人揃ぞろいのスルガシステムでも一人ひとりしかいない。ＳＥ部のトップ・ネットワーク・アーキテクトにして工兵のＯＪＴ担当、室むろ見み立りつ華かだった。

「……ああ、おかえりなさい、室見さん」

　久しぶりに出した声はかすれていた。なんと言うか、まるで機き械かい音声のように抑揚がない。工兵は弱々しく口元を緩ゆるめた。

「遅かったですね……作業うまくいったんですか？」

「作業自体はすぐ終わったわよ。ただそのあとお客さんにつかまっちゃって。色々案件の相そう談だんとか受けてたから……って、桜坂。あんた本当に大丈夫？　なんか頰ほおが瘦こけてるけど」

「え？　いやだなぁ、そんなわけないですよ。ここ一週間、僕の体重、プラスマイナス一キロ以内で推移してますから。そんな急に瘦やせるはずないですよ。ていうか一日で頰が瘦けるとかそれもう病気ですし。室見さんったらもう、脅かさないでくださいよ。あは……あはははは」

「そう、なら心配いらないわね。今日きよう締しめ切きりの仕事遅れないように」

「待ってくださーい！」

　悲鳴を上げて室見の腕をつかむ。室見はうるさそうに「なによ」と振り返った。

「なによじゃないでしょ!?　どう見たって今僕大変そうじゃないですか、困ってる風じゃないですか。もっと心配しましょうよ！　なんでそんなあっさりしてるんですか!?」

「だから訊きいたじゃない、大丈夫かって。それであんたが平気だって言うんだから別に問題ないでしょ。ていうか腕放はなしなさいよ！　暑苦しいわね！」

「は、放しません！　室むろ見みさん、お願ねがいです。相そう談だんにのってください。ぼ、僕もうどうしたらいいか分からなくって」

「……っ！　わ、わかったからしがみつくな！　引っ張るな！　服が伸びるでしょ！　……もうっ離れろ、離れなさいってば！」

　強引に突き飛ばされ距きよ離りを置かれる。室見は荒い息をつきながら工こう兵へいを睨にらみつけた。ずりおちかけたボレロを片手で引き上げる。

「ったく、なんなのよ一体。ミスオペでもやらかしたの？　ＡＣＬの設定間違えてログインできなくなったとか？」

　工兵はかぶりを振る。そんな単純な話だったらどんなによかっただろう。彼は視し線せんを正面に据えたままキーボード脇わきの資料を取り上げた。無言で室見に差し出す。

「………？」

　室見は怪け訝げんそうに資料を受け取った。細い首を傾け表紙に視線を落とす。

「業なり平ひら産業株式会社……ＤＲサイト構築、提案依頼書ＲＦＰ？」

　何よこれ。

　つぶやきながらページを繰くる。

　見ているうち室見の眉み間けんに深い皺しわが刻まれていく。工兵は深い溜ため息いきを漏らした。

「室見さんのいない間に社長が来て置いてったんです。丁度明日あした、客先でその資料の説明会があるから出席して提案準備を進めてくれって。……何が何だか分からないし無理だって断ったんですけど」

　ちなみにプリセールスとは技術部隊による営業支援という意味合いらしい。横文字で言われたから分からなかったが、知っていれば絶対興きよう味みあるなどと答えなかった。本当にもう、入社の時といいどうしてこう詐さ欺ぎっぽいやり方ばかりしてくるのだろう。以降社長の言うことは一言たりとも信用しない。絶対にだ。

「………」

　室見は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま資料を読み進んでいたが、ややあって「あのハゲ」と毒づいた。憎々しげに舌打ちし天てん井じようを仰ぐ。

「まだ諦あきらめてなかったのね……ったく、あれだけ何度も断ったのに」

　………。

　へ？

　工兵は両の目をしばたたいた。

　断った……って、え？

「ちょっと待ってください。この話、室むろ見みさんのところにも来たんですか」

「私のところ……っていうかＳＥ部にね。一昨日おとといだったかしら、藤ふじ崎さきさんと二人ふたりで呼びつけられて相そう談だんを受けたのよ」

　──提案を手て伝つだってほしいってね。

　室見は禁きん忌きにでも触れるようにその単語を告げた。

「提案……」

「業なり平ひら産業株式会社、電子部品の専門商社で業界第三位、ここ数年情報システムのＤＣ集約を進めていたんだけど、それが一段落ついたんで今度は災害対策に取りかかるんだって。──あんた、ＤＲって分かる？」

「ＤＲ？　ドクターですか？」

「バカ、死ね」

「ばっさり切られた！」

　小学生レベルの罵ば倒とうだった。まさか社会人にもなってこんな言葉を浴びる時が来ようとは……。絶句する工こう兵へいの前で室見はトートバッグを肩から下ろし鼻を鳴らした。

「なんで提案の話に医者が出てくるのよ。ＤＲってのはね、ディザスターリカバリー（Disaster Recovery）。災害復旧の略。このＲＦＰにも書いてあるでしょ？」

　言われるまま視し線せんを資料に落とす。表紙中程に『ＤＲサイト構築』の文字……ああ確たしかに。

「ＤＲの目的は地じ震しんやテロ、都市レベルの障害に対する対処よ。大規模災害で顧こ客きやくＤＣが壊かい滅めつしても遠隔地のサイトで業務を継続できるようにする。色々なやりかたがあるけど、一番確かく実じつなのは正規ＤＣと同じ設備をもう一セット作っておくことね。ネットワークからサーバ、保守体制まで含めて全部」

「……それはまた……えらく豪勢ですね」

　災害が起きた時のためだけにＤＣを準備しておくのか。一体いくらかかるのだろう、保険をかけるにしても剛ごう毅きな話だった。

「それだけビジネスの停止ってのが企業にとって命取りってことよ。特にこの業平産業って会社は部品の受発注をネットでやっているから、そこが止まったら大損なんじゃない？」

「なるほど……」

　室見からＲＦＰを返してもらいページをめくる。背景が分かった上で見直すと資料の意味がなんとなく分かってきた。『ＤＲサイトはプライマリサイト（既存ＤＣ）と三百キロ以上距きよ離りを空けて構築されること』、『インターネット接続は首都圏（大おお手て町まち）の通信障害に影えい響きようを受けないこと』『ネットワーク機き器き（ルータ、スイッチ、ファイアウォール、ＩＤＳを想定）の設定は正副両サイトで同期がとられること』──

　いずれも災害発生時の業務継続を想定した文言だった。ラック本数、回線帯域ともに既存サイトと同等を準備する……って、うわぁ本当に今と同じモノをもう一セット作る気か。物もの凄すごい金きん額がくになりそうだな。社長が飛びつくはずだ。

　……って、あれ？

「ちょっと待ってください。そんな重要案件なら、なおさら社長が自分で取りに行けばいいじゃないですか。いつもみたいに口先三寸でちょいちょいって。なんで僕らにやらせようとしてるんですか？」

「それよ」

　室むろ見みは苛いら立だちも露あらわに眉まゆ根ねを寄せた。片手を腰にあて、やや前傾姿勢となり工こう兵へいに人差し指を突きつける。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい話よ。あの社長、業なり平ひら産業に出で禁きんくらっちゃったの」

「デキン？」

「出入り禁止処分」

　………。

　は？

　工兵は小首を傾かしげた。意い識しきが空白化する。社長が……客先に出入り禁止？

「業平の情シス担当ってのが物もの凄すごい堅物で、不正行為や裏取引を絶対許さないタイプらしいの。なのにあの馬鹿社長、先方の部長と知合いだからっていきなり休日に担当者を呼び出して、事前ネゴもなしに接待始めちゃったもんだからもう大おお揉もめ。担当者は怒って帰っちゃって、あとから出禁の連絡が届いたってわけ」

　うは……。

「それでも強引に頼み込んで提案の参加資格は残してもらったみたいだけど、社長だけは営業担当にしてくれるなって言われて。それで私達に話が回ってきたのよ」

　はぁぁあ。

　得とく心しんしてＲＦＰを見つめる。

　なるほど、それであれだけ必死になって提案担当を捜してたわけか。……ていうか藤崎さん、このタイミングでの長期出張──あきらかに逃げたな。

　工兵は嘆息した。

「で、どうしましょう？　経けい緯いは分かりましたけど僕、提案書なんて書いたこともないですよ。いやまぁ、調しらべてでもやれっていうなら駄だ目め元もとでやってみますけど」

「あー？　あんた一人ひとりじゃ機き器きのサイジングもできないでしょ。私も付き合うわよ」

　室見は上体を起こすと長い髪を搔かき上げた。

「ていうか、あのハゲ。あんたに押しつければ私達がフォローせざるをえないって考えてるんだわ。ほんっとタチが悪い、死ねばいいのに」

「………」

　押おし黙だまる工兵に室見は恨うらめしげな視し線せんを投げた。

「まぁむざむざ捕まる方も捕まる方だけどね」

「僕が悪いんですか!?」

「周りが危険を察知して逃げてるんだから少しは注意しなさいよ。鈍にぶいわね」

「いや警けい告こくしてくださいよ!?　そんなこと昨日きのう、みんな一言も言ってなかったじゃないですか！」

「……インパラの群れは弱った個体を置き去りにして肉食動物から逃げ延びるそうよ」

「弱肉強食すぎる！」

　どこのサバンナだよ。ていうかその例えだと室むろ見みさんが草食動物になるぞ。比ひ喩ゆにしたって吹きすぎだろう、ＪＡＲ○に電話するぞ。

　むくれ顔でうつむいていると、室見はふっと肩の力を抜いた。眉まゆ尻じりを下げやや険の取れた表情になる。

「まぁそんな心配しなくてもいいわよ。どうせ取れないんだし。適当にやれば」

　工こう兵へいは目をぱちくりとした。

「………？　取れないんですか？」

「当たり前でしょ。これだけの大規模案件、大手のベンダー・キャリアーがスクラム組んで提案してくるに決まってるわ。うちみたいな弱小がガチ勝負して取れる仕事じゃないわよ」

　……はぁ。

　そういうものなのか。

　まぁ確たしかに、社長の指示は「提案しろ」であって「案件を受注しろ」ではない。結果に責任を持たなくてよいのであれば、なんとでもなりそうな気がした。

　うん……まだ不安だけど、少し気が楽になったかも。

「で？　どんなスケジュールで提案しろって言ってきてるの？」

「ええっと……待ってください」

　ＲＦＰをめくる。

　一枚目に案件概要、二枚目に提案にあたっての前提条件、三枚目に提案スケジュール──これか。

「六月十日……明日あしたですね、明日の朝十時から顧こ客きやく本社にてＲＦＰ説明会。六月二十三日の正午に提案書締しめ切きり、二十四、二十五で各社プレゼンがあって月末までに選考、結果発表です」

「提案書作成に二週間？　はっ、そんな悠長に時間かけてられるかっていうの。適当に一日で作って提出、プレゼンは十五分で終了。あとは月末の落選通知を受けて社長に報告。全力を尽くしたけど力及びませんでしたって言えばいいわ」

「おお──」

　なんだろう、後ろ向きな話をしているのにえらく格好よいぞ。できるサラリーマンぽい、不ふ思し議ぎだなぁ。

「さすが室むろ見みさん……でもいいんですか？　与えられた仕事にはベストを尽くすって、室見さんのポリシーじゃなかったでしたっけ」

「勝てない勝負に力注いでもしょうがないでしょ。取れるかどうか分からない案件に時間使うくらいなら、今抱えてる仕事のサービスレベルを上げるわよ。だいいち桜さくら坂ざか、あんた大事なこと忘れてない？」

「？　なんですか」

「私達はエンジニアよ、営業じゃないわ」

「──なるほど」

　ごもっともな意見だった。室見はトートバッグを持ち上げると小首を傾かしげた。

「とりあえずその資料コピーして。説明会前に一度読み込んでおくから。ツーアップ両面、カラーで」

「了解です」

　自席に向かう室見を追い越し複ふく合ごう機きに向かう。操そう作さパネルのメニュー画面から【コピー】を選択、カラーモードは【自動】。読み取り方法は【片面→両面】【まとめて２枚→１枚】、ついでに左上ステープル。でスタート。……うん、完かん璧ぺきだ。キー捌さばき一つ取ってもまったくムダがない。本当成長著しいね、自分。もうコピー機の操作だけなら室見さんを超えてるんじゃない？

　わずか二ヶ月でこの習しゆう熟じゆく度ど。おおお自分の才能が恐ろしい！

　………。

　なんてね。

　まぁ、半分以上はカモメさんのおかげだけど。入社日に失敗して以来、何かある度たびカモメさんに複合機の使い方教えてもらったからなぁ。手取り足取り、時にはすぐそばで操作を教えてもらったりして。えへへ。

　……って、カモメさんと言えばそうだ。

「室見さん、室見さん」

「んー、何よ」

「今日きようカモメさん休みじゃないですか」

「そうね」

「珍しくないですか？　あの人が休みなんて。カモメさんって定時きっかりに帰るけど、基本休みとか取らないじゃないですか。なんかあったんですかね？」

「なんかって？」

「体たい調ちようとか……家族の用事とか」

　何かトラブルでもあったのか。そう思って訊たずねたのだが。

「ああ、今日はあれよ。カートのレース」

　……は？

「れ、レース？」

「カモメ、どっかの有名なカートチームに所属してるみたいで、……私もあんまり詳しくないんだけど国際なんとかライセンス？　っていうのを持っててアジアパシフィック選手権に出たこともあるんだって。〈モテギのカモメ〉と言えば〈スズカのハヤブサ〉と並んでその筋では有名みたいよ」

「本当何者だよ、あの人!?」

　いい加減真ま面じ目めに得え体たいがしれなくなってきたぞ！　なんだよ〈モテギのカモメ〉って。あと危うく聞き流しそうになったけど〈スズカのハヤブサ〉って何？　誰だれ？　Ｖ５エンジンでアフターバーナーでも噴ふかすつもり？

「ていうか桜さくら坂ざか、あんたさぁ」

　室むろ見みの声が険しくなる。キャスターの回転音とともに小さな顔がパーティションから突き出した。

「たまにやたらとカモメのこと気にするわよね。何なの？　ストーカー？」

「失敬な！」

　工こう兵へいは眦まなじりを吊つり上げた。

「普通に心配してるだけですよ。同僚の体たい調ちようを気き遣づかって何がいけないんですか！」

「だって……なんかあんたのカモメ見る目いやらしいし……口調も馴なれ馴なれしくて気持ち悪いし……正直いつ一いつ線せん踏み越えてもおかしくないっていうか──」

　さんざんな言われようだな、おい！

　言いがかりも甚はなはだしい。憤ふん激げきし抗こう議ぎを重ねようとした瞬しゆん間かん、だが室見は言った。

「まぁいいわ。……さてっと、カモメに頼まれてた監かん視しカメラの映像、チェックしとくか」

　………。

　はい？

「えーっと……室見さん、なんですか、その監視カメラって」

「んー？　昨日きのうの晩カモメに依頼されてね、今日きようは午前中ＳＥ部人少ないから、防犯のためにＵＳＢカメラ動かしといてって。まぁあんたがいるから大丈夫とは思ったけど念のためにね。さて──と、保存先は」

「室見さん！　コピーできましたぁあ！」

「っ!?　な、何よいきなり。あんたいつのまにこんなところに!?　え？　さっきまでコピー機きのところにいたわよね？」

「細かいことは気にしないでくださいよ。さぁＲＦＰ見てください、じっくりとっくり、まずは一ページ目から！」

「み、見るのはあとでやるわよ。置いといてもらえれば、今はこの監視カメラの画像を──」

「何言ってるんですか！　監視カメラの画像こそいつでも見れますよ！　今は僕のコピーに間違いないかチェックする時です。さぁほら目次から！　印刷に滲にじみありませんか？　左右にずれてませんか？　さぁ、さぁ！」

「痛い！　痛いってば。なんなのよあんた!?　ちょっ、人のマウスいじって何してんの。ファイルを右クリックして……削除!?　こらっ……こら桜さくら坂ざかー！」

　結局、工こう兵へいの醜しゆう態たい──カモメの座席漁あさりは表おもて沙ざ汰たになることなくデータの海に消えた。だがかわりに工兵はファイルの削除理由を小一時間かけみっちりと説明させられることになった。散々問い詰められた挙げ句、でっちあげた理由が「じめじめして蒸し暑いので下着一丁で仕事してたから」。

　それからしばらくの間、工兵のＳＥ部における渾名あだなは「ストリーキング桜坂」に確かく定ていした。
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　新しん御お茶ちやノの水みずから地下鉄を乗り継いで行くこと四駅、御お成なり門もん駅えきを降り五分ほど歩いた先に業なり平ひら産業の本社は存在する。

　十七階建ての重厚なオフィスビルだった。エントランス前広場は背の高いアーチに覆おおわれ硝子ガラス張ばりの屋根から明るい日差しが差し込んでいる。ロビーの壁かべは大理石、白を基き調ちようにした空間をワイシャツ姿のサラリーマンが慌ただしく行き交っていた。

　工兵は物珍しげに周囲を見渡した。

　スルガシステムの雑居ビルとはあまりに異質な光景だった。観かん葉よう植物に前ぜん衛えい的てきなオブジェ、ロビーの一角には洒落しやれた外観のコーヒースタンドまで存在する。なんだろう……この格差は。同じ日本に存在する会社とは思えないほど豪ごう奢しやな雰囲気だった。

「桜坂、何やってるのよ、行くわよ」

　スーツ姿の室むろ見みが肩越しに振り返り呼びかけてくる。彼女の服装は白のシャツブラウスにチャコールのジャケット、膝ひざ丈たけまでのスカートという真っ当なものだった。ただ身長が身長なだけに子供っぽい印象は拭ぬぐえない。……まぁ、よくて就活中の大学生といったところか。

　工兵は足早に室見を追いかけた。鞄かばんを肩にかけ直し左右をうかがう。

「結構……大きな会社ですね」

　囁ささやくように告げると、室見は「何を今更」と言うように鼻を鳴らした。

「資本金百億超えてるしね。株式も一部上場で普通に大企業よ。まぁ個人向けのビジネスをやってないから一般の知名度は低いかもしれないけど。あんたも就しゆう職しよく活動してたんだったら各業界の上位二、三企業くらいおさえときなさいよ」

「……すみません」

　相変わらず痛いところを突いてくる。本当言葉はキツイけどいちいち正せい論ろんなんだよなぁ、この人は。プライベートの会話は超適当で無む茶ちや苦く茶ちやなのに。

　まぁ、仕事とそれ以外の切替えはきちんとしてるってことかな？　偉いよね、その辺は。ちゃんとケジメをつけているわけだから。

「お、あのコーヒースタンド、新メニューでツナバーガーなんて出してますね」

「桜さくら坂ざか、私ちょっと急用思い出したから。あとはよろしく」




　だいなしだー！




　畜生、見直したそばからこれかよ……僕の尊敬を返せ。

　まだ名残なごり惜おしそうな室むろ見みの手を引きロビーを進む。案内表示に従いエスカレーターを上ると説明会の会場が見えてきた。会かい議ぎ室しつの手前に長机が設置されている。スーツ姿の係員が数名、机の向こうに立っていた。

「お世話になります、スルガシステムの桜坂ですが」

　頭を下げると係員も慇いん懃ぎんにお辞じ儀ぎを返してきた。

「お待ちしておりました、こちらに御おん社しや名めいとお名前を記入いただけますか」

　Ａ４のバインダーが差し出される。説明会参加者の台帳だった。工こう兵へいはボールペンを受け取ると自分と室見、二人ふたりの名前を記入した。係員は内容を確かく認にんし小さくうなずいた。

「ありがとうございます。それではこちら説明資料と入にゆう館かん証しようになります。資料右上の数字が座席番号となりますので対応する席におかけください」

「はい」

　えらくシステマティックになってるんだな。……内心でどぎまぎしつつ入館証を受け取る。資料を一ひと揃そろえ室見に渡し会議室に入ると、ひんやりした空気が吹きつけてきた。

　う……わ。

　全部で百席はあるだろう、大型のセミナールームだった。真新しい机と椅い子すがスクール形式で並べられている。奥の壁かべには大判のスクリーン、天てん井じようからはピアノブラックのプロジェクタがぶらさがっている。……なんというか、すごい。これが一企業の設備なのか。しかも来る途中周囲を見た限り会議室は他ほかにもあるらしい。ここより大きそうなスペースもあったから本当にもう想像を絶するとしか言いようがなかった。

　ちらりと室見の様よう子すをうかがう。

　少女の白い顔に動揺はない。彼女は平然と座席番号を確たしかめていた。

「５６、５６番……あ、あそこじゃない？」

　気負った様子もなく歩いていく。彼女は座席に着くと視し線せんを走らせた。

「あんまおどおどしない、お客さんが見てるわよ」

「え」

　見ると会場設営中のスタッフが数人こちらを見ていた。眼がん光こうが鋭するどい。無関心を装っているが明らかに工こう兵へい達の様よう子すをうかがっているようだった。

「顧客キーマンがどこにいるか分からないんだから気を抜かないの。あそこで見ている人達が客の選考担当かもしれないのよ」

「………」

　確たしかに、説明会開始まで関係者が揃そろわない保証などどこにもない。今この瞬しゆん間かんからもう選考が始まっていてもおかしくなかった。

　室むろ見みは吊つり気味の目をすっと細めた。

「私達はスルガシステムって会社の看板背負って来てるんだから。案件を取る取らないは別にして、みっともない真ま似ねだけはしないの。いいわね」

「……はい」

　神妙にうなずく工兵の前で室見は「にしても」と口く調ちようをあらためた。鞄かばんから筆記用具を取り出しくるりとペンを回す。

「やっぱり──予想通りね、有名ベンダー・キャリアー揃い踏み。ここの情シス担当も随分手広く声をかけたもんね。提案が増えれば選考の手間もかかるでしょうに、よくやるわ」

　言われて周囲を見渡せば、確かに室内のあちこちに参加者が確かく認にんできた。壮年の紳士にスポーツマン風の若い男、キャリアウーマンからインテリ然とした中年男性まで。多種多様な人々が説明会の開始を待っている。

　なるほど、大手のベンダーやキャリアね。そんな感じだ。いかにも切れ者っぽい。……って、あれ？　ちょっと待った。

「室見さん、あの人達知ってるんですか？」

　室見は鼻を鳴らした。

「他ほかの案件でぶつかった相手もいるしね、この手の説明会に顔出してくるベンダーはだいたい把握してるわよ。……そうね、たとえばあそこの三人組」

　室見は顎あごをしゃくってみせた。部へ屋やの右手奥、壮年の紳士を中心に二十代半ばの男女が左右を固めている。

「あれは大手電でん機きメーカー、ＮＢＩのアカウントセールスとプロダクトマーケよ。自社のｉＤＣを売りたくてしょうがないから今回みたいな案件には必ず顔を出してくる。で、その二つ後ろに座っているのが新Ｎ電Ｃ電Ｃ最大手のネットエフェクト、一番奥にいるのは外資系ＳＩ会社のインヘリタンスね。……ざっと見ただけでもそんな具合。他の人達もすぐに名前は出てこないけど有名どころばかりよ」

　………。

　工兵はごくりと唾つばを飲み込んだ。自分達の存在がひどく場違いに思えてくる。こんな大企業同士の集まりにうちの会社ごときが顔を出してよいのか？　しかも自分のような新人が。いや、まぁ室見さんというベテランはついているけど、彼女の見た目はこんな感じだし。周囲からどう見えてるかって考えると──

　その時、不意に背後の空気がざわめいた。

　振り向くとスーツ姿の集団が室内に入ってきている。全部で三人、いや四人か。年の頃ころは二十代後半から三十代半ば、全員余裕に満ちた表情で悠然と歩いてきている。

　………？

　なんだ？　あの集団。周りの人達もどうしてあんなざわついて──

「ＪＴ＆Ｗ──」

　耳元で室むろ見みのかすれ声が響ひびいた。工こう兵へいは目を瞬またたいた。

「ＪＴ＆Ｗ？　あれが……？」

　ＩＴ業界に疎うとい工兵でもさすがにその名前は知っている。国内最大手の通信会社、携帯から固定電話、インターネット接続までを一手に扱うメガキャリアだった。肥大化した事業分野はもはや通信に留とどまらず不動産から出版、ありとあらゆる業種に進出している。持っていないのは銀行だけと言われる世界有数のコングロマリット。疑う余地もない超大企業だった。

「……あんなところまで参加してくるんですか」

　工兵は呆あきれ顔がおでつぶやいた。

　これじゃあうちらが手を抜くまでもない、そもそも勝ち目なんてゼロ、いやゼロ以下じゃないですか。そう続けようとして口をつぐむ。室見の表情が険しい。眉まゆ根ねを寄せ氷のような眼まな差ざしとなっている。

「室見さん……？」

　？　どうしたのだろう、怖い顔して。

　知合いでもいたのか。小首を傾かしげ訊たずねようとした瞬しゆん間かん、室内にマイクのノイズが鳴り響いた。

「お待たせいたしました。時間になりましたので説明会の方を始めさせていただきます。皆様ご着席ください」

　演えん壇だんの上に若い会場スタッフが立っている。彼は会場を見回し、ざわめきが収まったのを確かく認にんして口を開いた。

「本日はお忙しい中、弊へい社しや業なり平ひら産業のＲＦＰ説明会にご参加いただき誠にありがとうございます。本プロジェクトは今年度弊社ＩＴ投資計画の中でも最重要項目と位置づけられており、絶対に失敗は許されない内容となっております。皆様については、同種の案件で成功を収められてる会社様ばかりということで、是非弊社プロジェクトにもお力添えをいただければと思います。何なに卒とぞよろしくお願ねがいいたします」

　丁てい寧ねいに一礼し顔を上げる。続いてスタッフは事務的な注意事項を説明し始めた。配布された資料は原則コピー禁止とし、必要な場合は適てき宜ぎ許可を得ること。提案終了後、配布資料は全すべて返却し提案データも削除すること。見み積つもり取得等で他社に情報提供が必要な場合はその都つ度ど秘密保持契約ＮＤＡを締てい結けつすること──

　えらく、堅苦しいなぁ。

　メモを取りながら、工こう兵へいは昨日きのうＲＦＰについて調しらべた内容を思い出していた。

　Request For Proposal──日本語で言えば提案依頼書。もともと口約束が多く言った言わないのトラブルに陥りがちだったシステム開発を正常化するために導どう入にゆうされた手法らしい。

　従来のシステム構築はユーザーの要件をベンダーがヒアリングし、それに従って見み積つもりを作成、提案する流れとなっていた。だがこれだと業者によって聞き取りポイントが異なり、確かく認にんした要件についても認にん識しき違いや解釈ミスが発生しうる。このため事前にユーザー側が要件を整せい理りしドキュメントとして配布するやり方が広まった。これがＲＦＰだ。

　ユーザーは開発するシステムについて仕様を明文化、ベンダーに送付し提案を依頼する。公正を期するため各社毎ごとのヒアリングは行わない。本文についての解説はＲＦＰ説明会のみで行い、不足の質疑応答はメールで実施する。あるベンダーとかわした質問項目は他ほかの提案者にも即日開示されるという徹てつ底ていぶりだった。

　過去のシステム開発というのは余程ひどかったのだろう。ＲＦＰの作り方なるサイトを見ると微に入り細を穿うがち、ほとんど常識と思われるところまで記載するよう指示されている。（『開発の遅延については定期的にレポーティングできる仕組みを整ととのえること』なんて文言もあった。これって裏を返せば手遅れになるまで遅延を報告しないベンダーがいたということだ）業なり平ひらの説明会が堅苦しくなるのもむべなるかなという感じだった。

「──以上が私からの注意事項となります。続きましてシステム本部の橋はし本もとからＲＦＰ本文のご説明をさせていただきます。橋本課か長ちよう」

　呼びかけに応じ演えん壇だん右手から人ひと影かげが歩いてくる。

　プロジェクタの明かりにすらりとした体たい軀くが露あらわになった。

　工兵は目を瞬またたいた。

　女の人だった。

　すっと通った鼻び梁りよう、蠟ろう人にん形ぎようのように白い肌とマネキンを思わせる整ったプロポーション。切れ長の目は淡い灰はい色いろで澄すんだ湖こ畔はんのように静かな印象をたたえている。癖くせのない黒髪がゆるく内巻きにカールし肩に流れ落ちていた。

　腰の位置が高い、バレリーナのように細い身体からだをチョークストライプのスーツに包んでいる。彼女は演台に立つと静かに周囲を見渡した。
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「システム本部の橋本です。本案件の全体とりまとめ、ＲＦＰ作成を担当しています。本日はよろしくお願ねがいいたします」

　………！

　工兵は息を吞のんだ。全体とりまとめにＲＦＰ作成担当──それってまさか。

「室むろ見みさん、あの人……」

　声を潜ひそめつぶやくと室むろ見みも同じ結けつ論ろんにたどりついていたらしい。硬い表情のままこくりとうなずく。

　社長を出で禁きんにした担当者──

　工こう兵へいはもう一度演台を仰あおいだ。女性は感情の読み取れない顔で静かに挨あい拶さつを続けている。

　……この人が怒って接待の席を蹴けった？

　とてもそんな感じには見えない。線せんの細い、大人おとなしそうな女性じゃないか。ひょっとして他ほかにも担当者がいて社長とトラブったのはそっちなんじゃ──




　瞬しゆん間かん、女性と視し線せんが交こう錯さくした。




　ぞくぅ！

　背筋に冷たいものが走った。

　工兵は座席の足を握りしめた。指先を震ふるわせ喘あえぐような声を漏らす。

　……なんだ、なんだあの目。

　まるで底なし穴のような、古木に空いた洞うろのような眼まなこだった。見ているだけでどこか深しん淵えんに落ちていきそうな感覚。

　無だ。

　この人の目は無だ。

　なんの感情もたたえず、ただじっと周囲の光を飲み込み続けている。見えているものを意い識しきしているかどうかさえ定かでない。およそ生気の欠片かけらも感じられない眼まな差ざしだった。

　───。

　どのくらい呆ぼう然ぜんとしていただろう、気づけば女性──橋はし本もとはＲＦＰの解説に移っていた。プロジェクタの画面を指し示し淡々と本文を読み上げている。

　工こう兵へいは額ひたいの汗を拭ぬぐった。手元の資料を見ると既に何ページか説明が進んでいる。どくどくと心しん臓ぞうが高鳴っていた。大人しそう？　線が細い？　冗じよう談だんじゃない。社長が太た刀ち打うちできないのも当然だ。この人は──この担当者は尋常じゃない。

「………」

　身体からだを縮ちぢこまらせ息を潜ひそめる。動揺する工兵をよそに説明会自体は滞とどこおりなく進んでいった。既存構成、要件概要、調ちよう達たつ条件の解説、次いで質疑応答。一通り質問に答え終えると橋本は参加者席を見渡した。

「……他ほかに質問がないようであれば、以上で説明会は終了とさせていただきます。なお本ＲＦＰの提案範はん囲いはＤＣファシリティ、ネットワークインフラまでとなります。サーバインフラ、アプリケーションについては別途ＲＦＰを出しますのでご注意ください。両者の回答をまとめて出されてもその提案は無効とします。あくまで一ＲＦＰにつき一回答、公正を期すためこちらの原則を遵じゆん守しゆしていただけるようお願ねがいします」

　相変わらずの堅苦しい注意喚起、ようやく終わったと工兵は一息つく。正直息苦しくてたまらなかった。早く部へ屋やを出て新しん鮮せんな空気を吸いたい。陽ひの光を浴びたい。乾きにも似た思いを抱きつつ資料を片づけかけた時だった。

「もう一点」

　静かな声音が工兵の耳じ朶だを打った。

「言うまでもないことですが、不正行為は厳げんに謹つつしんでください。接待、会食、贈ぞう答とう品ひんの類たぐいについては弊へい社しやの内部規定で全すべてお断りすることとなっています。これらのお申し出があった場合、提案資格を取り消させていただくこともありますので、あらかじめご承知おきください」

　恐る恐る顔を上げる。洞うろのような目がじっとこちらを見下ろしていた。

　工兵は泣きたくなった。




「あーあ、終わった終わった」

　横で室むろ見みが大きく伸びをする。

　正午過ぎの御お成なり門もんはランチタイムのビジネスマンで賑にぎわっていた。桜並木の下でＯＬが談だん笑しようしている。ファストフード店から伸びる人の列、客寄せを行う露ろ天てんの弁当売り。朝方の静けさが噓うそのように街は活気にあふれていた。

　室むろ見みは肩を回しながら、ふと気づいたように工こう兵へいを見た。

「なによあんた、陰気な顔して。お腹なかでも空すいたの？」

「……むしろ、まったくと言っていいほど食欲がないんですが」

　疲れ果てた口く調ちようで答える。実際周囲の飲食店を見ても全然食指が動かなかった。胃が重い、身体からだ中じゆうの血管という血管に鉛でも流し込まれたようだった。とても何か食べられそうな気分ではない。

「ていうか室見さん元気ですね。僕もう胃が痛くてしょうがないんですけど」

「？　胃が痛い？　なんで？」

「なんでって、……さっきの担当者のコメント聞きましたよね？　最後に言ってた不正行為って、どう考えてもうちの社長のことじゃないですか」

　室見は少し考えてから「ああ」と気の抜けた声を上げた。小首を傾かしげ細い肩をすくめる。

「そりゃあね、取りに行く予定の案件であんなこと言われたら確たしかに問題だけど。今回うちは降りる気満々なんだから、別に気にすることもないでしょ？」

「割り切りますね……」

「割り切らないとやってられないわよ。だいいち業なり平ひらからは私達、まだ一円たりとももらってないんだから。客じゃない他人の言うことなんていちいち気にしてられないわ」

　さーて、ごはんごはん。

　さばさばした口調で言って周囲を見渡す。工兵は肩の力を抜いた。

　確たしかに……まぁ気にしてもしょうがないか。自分が思い悩んだところで社長のミスが消えるわけでもない。それより如い何かに要領よく、スルガシステムの面目を潰つぶさない程度に提案書をでっち上げるか、そっちを考える方が建設的だった。

　ぐぅ。

　緊きん張ちようが解けたせいか唐突に空腹が意い識しきされてくる。よし、とりあえず栄養補給だ。提案書のことはまたあとで食事をすませてから考えるとしよう。……さて、どこで食べようかな。室見さんに店を選ばせるとロクなことにならないから（こないだなんてツナライス専門店という意味不明な店に連れていかれた）こっちで適当なレストランを見み繕つくろうか。……お、あそこのイタ飯めし屋やなんてよさそうだ。メニューにツナクリームパスタなんてのもあるし、あれなら室見さんも文句を言わないだろう。ちょっとお値段高めな感じだけど、まぁたまには。

「室見さん、あのお店なんてどうでしょう──ってあれ!?　いない!?」

　慌てて見回すと室見がふらふらと見知らぬサラリーマンについていっていた。男の手にはたっぷりと具を挟んだキツネ色のバンズ。小こ脇わきの紙袋には『新商品絶品ツナバーガー』の表記がある。室見は夢遊病のように男を追いかけていた。

「む、室見さん何してるんですか！　ちょっと、しっかりしてください！」

　慌てて駆け寄り少女の腕をつかむ。室見は立ち止まると虚うつろな眼まな差ざしで工兵を顧かえりみた。

「……何よ桜さくら坂ざか、私は今人類の叡えい智ちの結晶を目にしているのよ。こんがりバンズにチーズとツナって──なんなのあれ、私を悶もだえ死にさせるつもり？　……ああ、何て香こうばしい香り。待ってて、すぐ取り戻してあげるから」

　鈍にぶい金属音が響ひびく。恐る恐る視し線せんを下げると少女の右手に抜き身のドライバーが現れていた。いや待て、それをどうするつもりだ。

　室むろ見みの眼まなこがきゅっとすぼまる。

　彼女はドライバーを逆手に持ち替え。

　やや前傾姿勢になり。

　覚悟に満ちた表情で。

「突敢！」

「待てぇ！」

　飛び出しかけた室見の頭を鞄かばんで殴りつける。彼女は後頭部を押えしゃがみ込んだ。目め尻じりに涙を浮かべ工こう兵へいを睨にらむ。

「なにすんのよ！　痛いわね！」

「それはこっちの台詞せりふです！　なに白昼堂々追おい剝はぎしようとしてるんですか!?　捕まりますよ!?」

「それもまた一いつ興きよう──」

「かっこよく言えばいいってわけじゃねぇ！」

　本当無む茶ちや苦く茶ちやだな！　この人！　ただでさえ普ふ段だんから人格破は綻たんしてるのにツナが絡むと最低限の理性さえ失われてるぞ!?　誰だれだこんな野生児育てたの！

「とにかく……！　行きますよ！　あっちにレストランありますから！」

「嫌いやだっ！　あの人のハンバーガーがいい！　あれが欲しいの！」

「ええぃ、街灯にしがみつかないでください！　このっ、くぉらっ！」

　ごねる室見の首根っこをつかみ引きずっていく。周囲の視線が突き刺さるが構っていられない。工兵はつとめて平静を装いレストランへの道を急いだ。




　──数分後。




「そんな怒らないでくださいよぉ。また次訪問した時に買えばいいじゃないですか」

　工兵は呆あきれ口く調ちようで室見をなだめていた。

　街路をのぞむ窓際の席だった。昼時にもかかわらず店内はさほど混雑していない。煉れん瓦がと土つち壁かべで装飾されたホールをソムリエエプロン姿の店員がゆっくりと行き交っている。客単価が高いせいか、周囲の客層もどこか落ち着いた感じだった。

「ほら、室見さん。メニューですよ、ていうかツナクリームパスタでいいですか？」

　室むろ見みはむくれ顔でそっぽを向いている。よほど例のハンバーガーが食べたかったのか、不ふ機き嫌げんも露あらわな様よう子すで沈ちん黙もくしていた。

　……いや、でもあれって多た分ぶん、業なり平ひら産業のエントランスで売ってた奴やつだよね？　受付奥の打ち合わせスペースっぽいコーヒースタンド。今からハンバーガーを買うためだけにあそこへ戻るとか。どう考えても微妙だろう。万が一顧こ客きやく担当者──あの橋はし本もととかいう女性に出くわしたら目も当てられない。室見だってそのへんは分かっているだろうに。だが彼女はだだっ子のように唇を尖とがらせ、ばたばた足を動かしていた。

　……まったくもう子供かよ。

　仕方なく店員を呼び止め注文する。ツナクリームパスタとゴルゴンゾーラのニョッキ、食後にアイスコーヒーをつけてもらう。

　オーダーを終え正面に向き直ると、室見が憮ぶ然ぜんとした表情でこちらを見ていた。

「あんたさ、……なんか最近私の扱いがぞんざいになってきてない？」

「ぞんざい？」

　工こう兵へいは目をしばたたいた。眉まゆをひそめ、さも心外だと言わんばかりに首を振る。

「何を言っているんですか室見さん。ぞんざいだなんてとんでもない。室見さんを尊敬しているからこそ僕は虚礼を廃しありのままの自分で接しているんですよ。他ほかの人にはこんな態度見せませんよ」

「そ、そうなの？」

「あたりまえです。それともなんですか、室見さんは上うわ辺べの丁てい寧ねいさや言葉の修辞で相手の本心を見誤るんですか？　……そんな方じゃないと思ってたんですけど」

「！　み、見損なわないで。あんたが本音の部分で私を尊敬しているなんてこと、とうの昔から分かってたわ」

「なら僕のささいな言動にいちいちおたおたしないでください。室見さんはどーんと構えててくれればいいんです」

「どーんと！」

「たとえ邪険にされてるような感じがしても気のせいです」

「気のせい！」

「だから大人おとなしく料理が来るまで待っていてください」

「分かったわ！」

　元気よく言って席に座り直す。そのまま先程までの不ふ機き嫌げんはどこへやら、期待に満ちた表情で厨ちゆう房ぼうをうかがい始めた。

　……うん、大分この人のあしらい方が分かってきた。

　要は敵意がないことを示せばいいのだ。僕はあなたの味方ですよ。あなたを悪く思ってませんよ。そう噓うそでもいいから主張し続けることで彼女の防ぼう壁へきは呆あつ気けなく霧む散さんする。こちらを受け入れてくれる。あとに残るのは外見相応の無邪気な心根、危うささえ感じさせる無む垢くな本性。

　大抵の人は初めに一度拒絶されることで彼女とのコミュニケーションを諦あきらめる。近寄りがたい相手だと思ってしまう。だが自分はたまたま突き進んでしまった。横おう暴ぼうな先せん輩ぱいを見返したいという一心で室むろ見みに関かかわり続けてしまった。

　結果として今の彼女と自分との関係がある。果たしてこれが上司と部下の間柄として適切なものなのか、工こう兵へいにはよく分からない。だがこうやってなんだかんだ言い合いながら修しゆ羅ら場ばをこなしていくのはけして不愉快なものでなかった。

　だから──

　だからこそ。

　あの時の室見の顔はなんだったのだろうと思う。

　説明会の冒頭、ＪＴ＆Ｗの集団を見た際に彼女が浮かべた表情。全すべてを拒絶しはねのけるような冷たい面持ち。

　あれはまるで──四月の初め、室見と最初に出会った時のような──

「いやぁ疲れた疲れた！」

　野太い声が店内に響ひびいた。

　振り向くとスーツ姿の一団がホールに入ってきている。彼らは騒そう々ぞうしい足音を立てながら陽気に語り合っていた。

「まったく……湿っぽくてかなわないですねぇ」

「ネクタイ取りゃいいんだよ、客先じゃねぇんだから」

「あ、ここの席空いてんじゃないっすか。店員さん、ここいいよね？」

　通路を挟んで斜め後方の席に腰かける。瞬しゆん間かん、垣かい間ま見みえた横顔に工兵は凍りついた。

　ＪＴ＆Ｗ……！

　危うく声を出しそうになる。

　工兵は息をひそめ、もう一度男達の様よう子すをうかがった。

　───。

　間違いない、説明会の時にいた面子メンツだ。

　全部で四人。おしなべて自信に満ちた表情をしている。革靴はピカピカに磨き上げられ着ているスーツも上等な物ばかりだった。鞄かばんや財布、手帳カバーもおそらく有名なブランド品なのだろう。自分の身につけている物とは素材からして異質に見える。

　彼らは工兵達の存在に気づいた様子もなく賑にぎやかに談だん笑しようし始めた。声が大きい。気にしまいと思っても会話が耳に入ってくる。

「………」

　ちらと室見の顔色を確かく認にんする。少女の白い面おもてはきつく強こわばっている。……ああ、まただ。またこの顔。

「室むろ見みさん、お店変えましょうか」

　まだオーダーして間もないし今なら取り消せるだろう。そう思って立ち上がりかけた瞬しゆん間かん。

「しかし、あの二人ふたり組ぐみ妙だったよなあ」

　無ぶ遠えん慮りよな声音が空気を揺らした。男達の中でも一際長身の人物が声を張り上げている。

「子供みたいな女と新人っぽい男。野郎の方は全然場ば慣なれしていない感じだったし、女の方は椅い子すから床に足が届いてないし。なんなんだありゃ、中学校の社会科見学か？」

「おおかたどっかの学生ベンチャーでしょう。質疑応答の時もずっと黙だまりこくってましたし、なんの説明してたかちんぷんかんぷんだったんじゃないですか」

「ったく、業なり平ひらさんもあんなところにまで声かけるなっつーの。同列に見られてるかと思うとやる気なくすわ。おい、灰皿取ってくれや」

　嘲ちよう笑しようが胸に突き刺さる。なまじか思い当たる節ふしがあるだけに耳が痛かった。──いや彼らに悪意はないのだろう。工こう兵へいが羽虫にまとわりつかれて毒づくのと同じ、目の前の生き物に心や感情があると想像できていないだけ。

「それより聞いたか？　帰り際にさ、あのガキみたいな女、男の方に説教してるの。エンジニアとしての姿勢がどうとか客との接し方がどうとか、笑っちまうよな。おままごとみたいでさ、微笑ほほえましいったらありゃしない」

「はぁ？　エンジニアの姿勢？　なんすかそれ。危ないサイトやメールは開かないようにしましょーとか？」

「主任、それエンジニアっていうかユーザー教育のレベルですよ」

「あ、そうか」

　野や卑ひた笑いが巻き起こる。

　いたたまれなくなって工兵は視し線せんを逸そらした。──駄だ目めだ、聞いていられない。

　床の鞄かばんを持ち上げる。「早く出ましょう」と口にしかけて、だが工兵は凍りついた。テーブルの向こうに室見の姿がない。無人のダイニングチェアがぽつんとたたずんでいる。

「──おままごとで悪かったわね」

　底冷えのする声が響ひびいた。

　いつの間に移動したのだろう、室見が男達のすぐ脇に立っていた。細い腰に手を当て、華きや奢しやな顎あごをわずかに持ち上げ、傲ごう然ぜんと彼らを見下ろしている。口元に浮かぶ笑えみは酷こく薄はく極まりなく吊つり気味の眼まなこが炎のように輝かがやいていた。

「子供っぽくて悪かったわね、ユーザーレベルで悪かったわね、やる気をなくさせちゃって本当に悪かったわね」

　呆ぼう然ぜんとする男達に室見は呪じゆ詛そのような声を投げかけた。

　唇が捲めくれ上がり白い犬歯が剝むき出だしになっている。激はげしい怒気が静電気のように空気を揺らしていた。

「……いやぁ、うん、ええと、その」

　男達の一人ひとりがようやくのことで口を開く。落ち着きなく視し線せんをさまよわせた後、ばつわるげな笑みを浮かべた。

「まいったなぁ」

　悪戯いたずらを見つかった子供のように頭を搔かく。つられて他ほかの男達も低い笑い声を漏らした。一体何がおかしいのか、にやけ顔で首を振っている者もいる。

　室むろ見みの眉まゆがぐいと吊つり上がった。

「まいった？　何が？」

「何がって……なぁ？」

　男の口く調ちようはあくまで曖あい昧まいなままだった。相あい槌づちを求められた相手も苦笑気味に肩をすくめている。

「いや──なんて言うか、すみませんはすみませんなんだけど……ちょっとねぇ、そんなけんか腰で詰め寄られちゃうと」

「詰め寄られると何よ」

「話がしづらいっていうか、ねぇ、別に僕らも悪気があったわけじゃないんで」

　あっけらかんと返される。工こう兵へいは啞あ然ぜんとした。悪気がなかった……って、いや陰口を聞かれて決まりが悪いのは分かるけど、その返しはないだろう。開き直りも甚はなはだしい。

　室見も同じ気持ちだったのだろう、鼻び腔こうを広げ薄うすい唇をへの字に折り曲げる。

「悪気がなければ何言ってもいいの？　人をガキ扱いしといてご立派な大人おとなのあんた達は暴ぼう言げん一つ、まともに謝あやまれないわけ？」

「いやぁ」

　男は唇の端を歪ゆがめ視し線せんを巡らせた。面めん倒どうな相手に捕まった──とでも言いたげな表情だった。

「あんたね──」

　詰めよりかけた室見を長い手が押おし止とどめる。先程ぞんざいな口調で喋しやべっていた長身の男だった。

「ああ分かった分かった。悪かった、すいませんでした。これでいいだろう？　こっちもあんたらがいるって知らなかったんだ。こんくらいで勘弁してくれや」

「はぁ？　それが人に謝る態度？　謝しや罪ざいする時は相手の目を見て『申し訳ありません』って、ビジネスマナーの基本でしょ。舐なめてんの？」

「──おい、姉ねえちゃん、いい加減にしろよ」

　男が席を立つ。ぬっと長い影かげが床に落ちた。……でかい、身の丈二メートル近くあるだろう。厚い胸板と長い腕、逆三角形の体型は大型の類人猿にも似ている。ゴリラ──いやさらさらの茶髪はどちらかといえば猩しよう々じよう（オランウータン）の風ふう貌ぼうか。

　猩々は顎あごを突き出すようにして室見を見下ろした。身長差にして五十センチ以上あるせいか、ひどく威圧的な光景となる。男は顔の半分を引きつらせた。

「別に俺おれ達は噓うそやでまかせを言ってたわけじゃねぇ。あんたの相方が場ば慣なれしてねぇのも、質疑応答で手も上げられずに縮ちぢこまっていたのも本当のことだろう。図星さされたからって逆ギレしてんじゃねぇよ」

「図星？　図星ねぇ」

　室むろ見みの唇が裂けんばかりに吊つり上がる。鳶とび色いろの瞳ひとみにひどく嗜し虐ぎやく的てきな光が浮かんだ。

　彼女は細い顎を持ち上げ小首を傾かしげた。

「確たしかに──うちの新人がおどおどしてたのは認めるわ。１Ｑも終わりだってのに十分な場数を踏ませられてないのはトレーナーである私の責任よ。でもね──質疑応答で手を上げなかったのはまた別の話。っていうかあれだけきっちりＲＦＰが書かれてるのに、何をわざわざ追加で質問することがあるの？」

　なに？　と猩しよう々じようが目をしばたたく。予想外の切り返しだったのだろう、他ほかの男達もきょとんとした様よう子すになる。

　室見は鼻を鳴らした。

「そういえばあんた達訊きいてたわよね。『新規手配するファイアウォールにセッションフェイルオーバーの機き能のうは必要ですか』って。あんなのＲＦＰを読み込めば一発で分かる話じゃない。２２ページ目、項番４─２【機き器き調ちよう達たつについて】。『新規調達する機器は全すべて現行機器と同等かこれを上回るスペックとすること』、この前提で巻末のプロダクトリストを見れば現行ファイアウォールは×××─×─ＥＬＵ──冗長用の拡張ライセンス付。つまり新規機器についてもセッションフェイルオーバー機能を持たせるべきってことが分かる。客に確かく認にんする必要なんてないわ」

「………」

「あと何？　リモートアクセスはＳＳＬかＰＰＴＰ、どちらの方式で実現しましょうだっけ？　要件の中に『ホテルのインターネット接続などＶＰＮパススルーがサポートされていない環かん境きようを考こう慮りよすること』ってあったでしょ。この時点でパススルーを必要とするＬ２ＴＰ・ＰＰＴＰはありえない。ＳＳＬ─ＶＰＮ一択よ」

　室見の声は鋭えい利りな刃やいばのようだった。触れる物全すべてを切り刻み沈ちん黙もくさせる。見ているうち男達の顔から一切の笑えみが抜け落ちていく。室見は嘲ちよう弄ろうも露あらわに視し線せんを走らせた。

「はっ、これみよがしに専門用語を並べ立てて。おおかた質問にかこつけて自分達の技術力をアピールしようとしたんでしょうけど、完全に逆効果よ。まぁこっちはたっぷり愉たのしませてもらったけどね。レベルの低いエンジニアの背伸びほど見てて笑えるものはないから」

「……てめぇ！」

　猩々の手が室見の襟えり首くびをつかむ。唇が捲まくれ上がり肉にく食しよく獣じゆうのような歯茎が露になった。猩々は嚙かみつかんばかりの勢いで吠ほえたてた。

「てめぇ、このクソガキ……喧けん嘩か売ってんのか!?」

　室むろ見みも負けじと猩々を睨にらみ返す。

「喧嘩売ってんのはあんた達の方でしょ？　ロクな技術力もないくせに上から目線で。何様のつもりよ。あんた達なんてＪＴ＆Ｗの看板がなかったらうちの新人にも劣るわ。プライドだけ高くて使えない連中ばっかり！」

　猩しよう々じようの顔が怒りでどす黒く染まる。ぐいと、室見の襟えりをつかむ手に力がこもった。繊せん維いの裂ける嫌いやな音が響ひびく。ブラウスのボタンが千切れ床を転がっていった。

　工こう兵へいははっと我に返った。

　慌てて二人ふたりに駆け寄り、間に割って入る。

「ちょっと、ちょっとやめてください！　何してるんですか二人とも！」

　その声に弾はじかれたようにＪＴ＆Ｗの男達も猩々を引ひき離はなしにかかった。揉もみ合った拍子に卓上のグラスが倒れ床に落ちる。甲かん高だかい破裂音とともに細かな硝子ガラス片へんが宙を舞まった。

　隣りん席せきの客が悲鳴を上げる。怒声、ざわめき、店員の足音。混こん沌とんとした状況の中、工兵は必死に室見を押おし止とどめていた。力が強い。少しでも気を抜くと突き飛ばされそうになる。室見は工兵の肩口から身を乗り出すようにして叫んだ。

「何度だって言ってあげる。あんた達はプライド以外に能のない似え非せエンジニアよ。自分じゃ何も手を動かさないくせに、配下のベンダーやＳＩｅｒに文句だけは言い続ける、寄生虫のような存在。あんた達には、あんた達だけにはエンジニアを語られたくない。私の技術を馬鹿にされたくない！」

「貴様ァっ！」

「おいやめろ！　おまえらこいつを連れて外にでろ。──早く！」

「室見さん！　室見さん、やめてください！　お願ねがいですから！」

　店長と思おぼしきスタッフが血相を変えて駆けつけてくる。猩々の怒声が遠ざかっていくのを聞きながら、工兵はただひたすら室見の肩を押え続けていた。




　結局、店を出たのはそれから三十分後のことだった。

　ＪＴ＆Ｗの代表者と工兵が二人ふたり残り事情聴ちよう取しゆを受けた。トラブルを避けるため当事者──猩々達は先に帰らせ室見も店から離れたところに待たい機きさせている。

　ＪＴ＆Ｗの代表者は梅うめ林ばやしと名乗った。色が白い、福々しい顔だちの男性だった。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥で細い目が瞬またたいている。童顔──ベビーフェイスというのだろうか。見たところ三み十そ路じを超えているようだが全体的にあどけない印象を受ける。工兵に比べ拳こぶし一つ分低い身長もその感触を強めていた。

　意外なことに事情聴取自体はあっさり終わった。梅林が全面的にＪＴ＆Ｗ側の非を認め、壊こわれたグラス代を弁べん償しようしてくれたのだ。更には名刺を渡し『何かあったら社の方に連絡をいただきたい』とまで告げてくれた。店主は釈然としない様よう子すだったが、そこまでされて騒さわぎ立てるのも大人おとなげないと思ったのだろう、工こう兵へいの連絡先を訊きいた上で彼らを解放してくれた。

　───。

　梅うめ林ばやしと並んで店を出る。

　会話はない。

　なんとなく礼を言うべき流れな気もしたが（おかげさまで大ごとにならずすみました──とか言って）もとを質ただせば彼らが悪いのだ。非を認めて当然、感かん謝しやする筋合いなど欠片かけらもない。そっぽを向いているうちに店の事務所からホール、外に連れ立ってきてしまった。

　………。

　ちらと梅林をうかがう。

　男は涼しい顔で歩いていた。柔和な雰囲気は猩々らとまったく異なる。工兵達に対する偏見など微み塵じんも感じられない。……そういえばこの人、先程の騒そう動どうにもほとんど絡んでいなかったな。ひょっとして、口に出さなかっただけで猩しよう々じよう達の暴ぼう言げんを苦々しく思っていたんじゃ──

　瞬しゆん間かん、梅林と目があった。

　びくりと肩を震ふるわせる工兵に梅林は優やさしく微笑ほほえんでみせた。

「すまなかったね、うちの人間が迷惑かけて」

　不意打ちだった。

　体内の毒気が一瞬で霧む散さんしてしまうくらい素直な謝しや罪ざいだった。

　驚おどろきのあまり工兵は「あ……いえ」と反射的に頭を下げ返していた。どう答えるべきか。悩んだ末に言葉を続ける。

「……その、こちらこそすみません。いきなりあんな風に食ってかかって」

　梅林はかぶりを振った。

「食ってかかりたくもなるよ、あんな対応されたら。お恥ずかしい話だけど、うちの人間は本当頭を下げることが苦手でね。最初から素直に謝あやまっていれば君のお連れさんもあれほど怒らなかっただろうに。まったく……嘆かわしいよ」

　嘆息気味に言い梅林は工兵に向き直った。

「あらためて謝罪させてほしい。嫌いやな思いをさせて本当に申し訳なかった」

「いや……いやそんな、やめてください。梅林さんが何かしたわけじゃないんですから。それに対応がまずかったのはこっちも同じです。本当、あの人は切れると何しでかすか分からないんですから。もっとちゃんと僕が押えとくべきでした」

　──そうだよ、だいたい途中であの猩々謝ってたじゃないか。ぞんざいな口く調ちようだったけど確たしかに『悪かった、すみませんでした』って。それを蒸し返して更に話をこじれさせたのは他ほかでもない、室見だ。目を見て謝れだの、態度が悪いだの、……まったく、どこのヤクザだよ。大人おとなげないったらありゃしない。

　ううん、なんだかむかっ腹が立ってきたぞ。なんで毎回毎回室むろ見みさんの暴ぼう走そうの尻しり拭ぬぐいを自分がやらなきゃいけないんだ。昼飯は食べられないし、店の人には怒られるし、散々だ。

　そんな工こう兵へいの思いが伝わったのか、梅うめ林ばやしはわずかに眉まゆを動かし「君も色々大変そうだねぇ」と笑った。

「──ちょっと一本いいかな」

　梅林は胸ポケットから煙草タバコを取り出した。細長い、女の人がよく吸っていそうなシガレットだった。一本取り出したあと箱の口を工兵に向ける。

「吸うかい？」

「いや……大丈夫です」

　梅林は肩をすくめ箱をしまった。

　街路の脇わきに小規模な喫煙スペースがある。梅林は灰皿の脇で立ち止まると煙草に火をつけた。深々と吸い込んだ後、うまそうに紫煙をくゆらせる。

　………。

　なんとなく一いつ緒しよに来てしまった。室見を待たせているし、これ以上梅林といる理由もなかったのだが、今更別れるのも変な気がして工兵は喫煙者の輪わに加わった。

　天気がよい。昨日きのうの雨が噓うそのように空は晴れ渡っている。湿度が高いのは鬱うつ陶とうしいが、この調ちよう子しなら午後は過ごしやすくなるだろう。

「そういえば君、ああいう説明会初めてなの？」

　唐突に訊きかれた。

　瞬まばたきしつつ視し線せんを向けると梅林は「ああいや」と手を振った。

「あのお嬢さんが〈うちの新人〉とか言ってたから。会場でも物珍しそうにしてたし、そうなのかなと思って」

　工兵はうなずいた。

「ええ……というより実は僕、提案作業自体初めてなんです。うちの会社、あんまり営業を現場に任せたりしないんで……」

「なら余計にびっくりしたんじゃないかな。ああいう堅苦しい説明会は」

　首肯する工兵に梅林は口元をふっと緩ゆるめてみせた。

「まぁあそこまできっちりやるクライアントは珍しいけどね。ＲＦＰが大変なのはどこも同じじゃないかな。一度引き合いがかかるとうちの社内とか大おお騒さわぎだよ。営業から技術、サポートに調ちよう達たつ部隊、全すべて搔かき集めて提案チームを編へん成せい。飲み込みの悪いメンバーを教育して期日までに提案資料を作り上げなきゃいけないんだから」

　工兵はへぇと感心するような声を上げた。

「ＪＴ＆Ｗみたいな大会社でもそうなんですか」

「大会社だから余計にってのはあるかな。組そ織しき毎ごとに機き能のうが分割されて他部署の業務には手を出せなくなっているから。パズルのピースを埋めるように、慎重に担当者をアサインしないといけない。どれか一つでもピースが欠ければ──」

　梅うめ林ばやしは掌てのひらを押し下げた。

　提案自体なりたたなくなるということか──工こう兵へいは慄りつ然ぜんとした。

　男の口から溜ため息いきが漏れる。

「まったく、それだけ面めん倒どうな思いをして受注しても上からは当然だろうと言われる。ＪＴ＆Ｗのブランドしょってるんだから取れて当たり前だろうってね。ひどい話だよ。なるべく手を抜いて効率よく仕事をこなさないとやってられない」

「それは……そうでしょうね」

「うん、だからさ。これはお願ねがいなんだけど」

　梅林は煙草タバコの灰を落とすと。

　にこやかに。

　一切の邪気を感じさせない口く調ちようで。




「君の会社、提案から降りてくれないかな」




　そう告げた。

　………。

「……は？」

　工兵は目を瞬またたいた。

　突然の言葉に理解が追いつかない。

　え、何？

　提案から……降りろ？

　梅林は目め尻じりを緩ゆるめた。

「正直ね、君達みたいな中小の提案が一番厄やつ介かいなんだ。要件チェックが杜ず撰さんだから必ひつ須すの見み積つもり項目が抜け落ちてたりするし、リスクマージンの載せ方も甘い。それでも価格的には安く見えるからそれを基準として僕らに費用検討の依頼が来たりする」

「あ、あの」

「まぁね、それでも僕らは勝つよ、結果的にはね。ただ再検討に伴ってやれ利益率の調ちよう整せいだとか仕入れ値の交渉だとか余計な手間が発生する。それが嫌いやなんだ。──さっきも言っただろう？　なるべく手を抜いて効率よく仕事を回していかないとやってられないって。──だからさ」

　協力してくれないかなぁ。

　梅林はあくまでにこやかに、悪意を感じさせない口調で言った。

　工兵はぞっとした。

　梅うめ林ばやしの目に宿る光は先程の男達と同じだった。

　工こう兵へい達を同じ人間だと見ていない。対等の存在だと見なしていない。

　なぜおまえらみたいな弱小がこの説明会に来ているのか、同じ立場で提案をかけようとしているのか。どうせ勝てるわけないのに、身の程知らずも甚はなはだしい。負けることが決まっているのだから下へ手たに選考を搔かき回さないでくれ。無む駄だな手間をかけさせないでくれ──

　猩しよう々じようは同じ思いを悪意として吐き出してきた。

　だが梅林は違う。差別や区別を当然のものとしてとらえている。常じよう識しきとしてとらまえている。だからこそ声も荒げず、悪びれた様よう子すもなく「案件から降りろ」と言ってくるのだ。

　瞬しゆん間かん、工兵は理解した。

　梅林が大人おとなしくＪＴ＆Ｗの非を認めた理由、工兵に頭を下げてきた理由。




　そうすることが一番効率よくトラブルを収束させられるからだ。




　おそらく彼は反省などしていない。室むろ見みの怒りを理解なんてできていない。

　王侯貴族が平民に喧嘩を売られたようなものだ。まともに取り合うのも馬ば鹿か馬ば鹿かしい。上うわっ面つらの謝しや罪ざいでよければいくらでもしてやる。だから早々に自分達の視界から消えてくれ。

　───。

　沈ちん黙もくする工兵の前で梅林は煙草タバコを揉もみ消した。腕うで時ど計けいを覗のぞき込み「おっと、もうこんな時間か」とつぶやく。

「それじゃあ僕は行くから。あのお嬢じようさんにも謝あやまっておいてもらえるかな。服を駄目にして本当申し訳なかったってね」




　地下鉄駅の出口で室見は待っていた。

　細い身体からだがコンクリートの柱に寄り添っている。

　破れたブラウスが痛々しい。大きく開いた胸元から薄うすい鎖さ骨こつが露あらわになっていた。揉もみ合った拍子に引ひっ搔かいたのか、ストッキングも何ヶ所か伝でん線せんしている。通りがかりの人々が奇異の視線を彼女に向けていた。

　工兵の接近に室見は顔を上げた。

　ばつの悪そうな表情だった。唇をへの字に折り曲げ細い顎あごを引き気味にしている。彼女はすんと鼻を鳴らし視線を逸そらした。

「……謝らないわよ」

　顔を背けた瞬間、首筋の小さな傷が露になる。おそらく猩々の爪つめでやられたのだろう。白い肌に真紅の線が浮かび上がっていた。

　工兵はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「あんたに後始末させたのは悪いと思うし、お店の人に迷惑かけたのも申し訳ないと思う。でも私は悪くない。同じことを言われたら何度だって抗こう議ぎしに行く。それが気に入らないっていうなら──」

「誰だれがいつ謝あやまれなんて言いましたか」

　押し殺した声で囁ささやく。室むろ見みが顔を上げた。鳶とび色いろの瞳ひとみがきょとんと見開かれている。工こう兵へいは視し線せんに力を込め室見を見据えた。

「室見さん、確たしか言ってましたよね？　今回の案件、大手のベンダー・キャリアーがスクラム組んで提案してくるはず。うちみたいな弱小がガチ勝負して取れる仕事じゃないって」

「？　い、言ったけど、……それがどうかしたの」

　心しん臓ぞうがどくどくと脈打っている。身体からだ中じゆうの血液が怒りで沸ふつ騰とうしそうだった。工兵は深呼吸を一回、頰ほお肉にくを吊つり上げ言った。

「気が変わりました。この案件、取りに行きましょう。あのＪＴ＆Ｗとかいう最低会社に一泡吹かせてやるんです」
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　都営三み田た線せんの神じん保ぼう町ちよう駅えきを下車し駿する河が台だいの坂を上っていく。

　肩を怒らせ、正面を睨にらみつけ、歩幅も広く歩いていく。傍かたわらを行くのは室むろ見みだ。彼女の眼がん光こうはいつにも増して鋭するどく厳きびしい。破れた服など気にならないのか、毅き然ぜんとした表情で歩み続けている。

　もし怒りが視覚的に捕らえられるのなら自分達の周りには等しく炎が立ち上っていただろう。気炎万丈、意い気き軒けん昂こう、発はつ憤ぷん興こう起き。恐れるものなど何もない。今や自分達は抜き身の刃、獲え物ものを食らう鋼はがねの弾丸だ。ＪＴ＆Ｗ何するものぞ。追い詰められた新卒（と幼女）が何をするか見せてやる。

「──はんっ、何が国内最大手よ。何が世界有数のサービスプロバイダよ。会社のブランドでシステムが動くなら設計も要件定義もいらないっつーの。それとも何？　連中のロゴを貼はりつけたら壊こわれたルータが魔ま法ほうのように動き出すっていうの？　ほんっと馬ば鹿かみたい」

　毒づく室見に工兵は深々とうなずいてみせた。

「まったくです。だいたい僕らだって普ふ段だんＪＴ＆Ｗから回かい線せん仕入れたりインターネットの契約結んだりしているんですから、彼らにとってお客様なわけですよ。その客に対してあの対応！　言動！　ありえないですね、社会人としての常じよう識しきを疑います」

「おお桜さくら坂ざか、分かってるじゃない。そうよ、この業界いつ発注者と受注者が入れ替わるか分からないんだから、あんな殿様商売やってたらいつか痛い目あうわよ。……っていうかうちの契約しているＪＴ＆Ｗ回線、全部他社に乗り換えてやろうかしら。ＶＰＮ用のインターネット接続も」

「いいですね！　通信事業者がＪＴ＆Ｗだけじゃないってこと、あいつらに思い知らせてやりましょう。だいたい連中のインターネット接続とかそんなに安くないですし。国内最大シェアを謳うたうならもう少しユーザーに利益を還かん元げんしろっていうの」

「おう言ってやれ言ってやれ！」

「回線現げん調ちようの日程とかも、もう少し融ゆう通ずうきかせろよ！」

「そうだそうだ！」

「他社が新サービスで成功したの見定めてから事業参入してくるんじゃねーよ！」

「まったくよ！」

「２ｃｈの書き込み規制とか引っかかりすぎ！　とっとと解除申しん請せい出せ！」

「的てき確かくすぎる！」

「ていうか人の採用希望、ＥＳ（エントリーシート）だけで落としてるんじゃねぇ！」

「……いや？　それは関係なくない？」

「……え？」

「え？」

　室見の表情がやや引き気味になっている。

　……あれ？　何この雰囲気。さすがにそこまで相手のせいにするのは筋が違うくね？　大人おとなげなくない？　みたいな空気は。

　………。

　バツ悪げに視し線せんを逸そらしていると室むろ見みは首を捻ひねった。

「ていうか何？　あんたＪＴ＆Ｗ受けたの？　就活で」

「……そりゃまぁ」

　業界最大手だし。何かの間違いで引っかかればと思って応募くらいしましたよ。ちなみに他ほかの通信大手、ネットエフェクトとかＩＴＴＵとかも一応受じゆ験けんはしてみた。主に携帯電話をやっている会社って切り口で。全滅だったけど。

　室見は鼻を鳴らした。

「ほんっとう学生受けはいいわよねぇ、あそこ。何がいいのかしら。仕事の大半は社内調ちよう整せいだしエンジニア業務は下した請うけに丸投げだし、大量採用のオヤジ世代が上にゴロゴロいるから出世も難むずかしいし。……まったく、技術をやりたいなら他にいい会社いくらでもあるでしょうに。理解に苦しむわ」

「……いやに具体的ですね。なんですか、中に知合いでもいるんですか？」

「ううん。あれ？　言わなかったっけ。私、昔ＪＴ＆Ｗにいたって」

　………。

　は？

　意い識しきが空白化する。

　瞬まばたきを一回、徐々に室見の言葉が理解されてくる。えーっと、何？　室見さんが……ＪＴ＆Ｗに。

　………。

「はぁああああ!?」

　目を剝むいて叫んでいた。声が裏返っている。工こう兵へいは室見の肩をつかみ前後に揺らした。

「ど、ど、どういうことですかそれ！　初耳ですよ、何その設定！　あそこって中学生でも採用応募できるんですか!?」

「だれが中学生よ!?　失礼ね！　ぶん殴るわよ！」

　言われた時にはもう拳げん固こで殴られている。工兵は頰ほおを押え後じさった。

「……いえ、だってそんなの驚おどろくに決まってるじゃないですか。室見さん、あんなにＪＴ＆Ｗの人達嫌ってたのに──」

　……いや、違うのか。

　内情を知っていたからこそあれだけ生々しい糾きゆう弾だんの言葉が出てきたのか。

　レストランでのやりとりが蘇よみがえる。

　プライド以外に能のない似え非せエンジニア。自分じゃ何も手を動かさないくせに、配下のベンダーやＳＩｅｒに文句だけは言い続ける、寄生虫のような存在。──

『あんた達には、あんた達だけにはエンジニアを語られたくない。私の技術を馬鹿にされたくない！』

　……ああなるほど。そうか、分かった。全すべてが繫つながった。説明会会場でＪＴ＆Ｗを見かけた時、室むろ見みが浮かべた表情。レストランでの唐突とも思える激げつ昂こう。そして最後の最後まで彼女が『自分は悪くない』と言い続けていた理由──

　沈ちん黙もくする工こう兵へいの前で室見は髪を搔かき上げた。

「まぁＪＴ＆Ｗにいたと言っても正社員じゃないわよ。派遣でね、一時期彼らの名刺を持たされて動いてただけ。連中にとってみたら日雇いの出で稼かせぎ労働者みたいな存在だったんじゃない？　対外的には案件の担当者として会社の看板背負わされてたけど、……内側ではね。随分素す敵てきな扱いを受けてたものよ」

「………」

　工兵は沈黙した。

　軽く言っているが先程の、梅うめ林ばやしや猩しよう々じようのような人間の下で動いていたのだ。想像を絶するような労苦があっただろう。ましてや彼女のこの外見。面おも白しろくもない揶や揄ゆや皮肉に晒さらされることも多かったはずだ。だがそんな屈辱を、苦く難なんを、微み塵じんも感じさせることなく彼女は立っている。毅き然ぜんと前を見続けている。

「ま、だから」と彼女は小首を傾けた。唇の端を微かすかに綻ほころばせる。

「本当ならこんな案件適当に流して終わらせるつもりだったんだけど。──いいわよ、あんたがやる気なら、この喧けん嘩か手て伝つだってあげても。連中には私もたいがい借りがあるしね」

「……室見さん」

　工兵は唇をぎゅっと引き結んだ。眦まなじりに力を込め室見を見据える。

「はい、勝ちましょう。室見さんの技術と経けい験けんがあればＪＴ＆Ｗなんて恐るるに足りません。僕も全力でついていきます。室見さんの提案のノウハウを僕に叩たたき込んでください」

　語気を強め言いきると、だが室見は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「提案ノウハウ？」

　………？

　え、いやなんでそこで不思議そうな顔するの。今の流れって「ええ、分かったわ桜さくら坂ざか」とか言ってがっしり握手するシーンでしょ。

　だが室見は片かた眉まゆを持ち上げ考え込んでいる。彼女は傾げた首を反対側に倒すと瞬まばたきを一回、「何を買いかぶってるのかしらないけど」とつぶやいた。

「私、提案書なんて一度も書いたことないわよ？」
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　………。

　工兵は目をしばたたいた。




　へ？
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「いやぁ、ない。ないですわー。あんだけ色々言って提案書の作成経けい験けんゼロとか。おまけにプレゼンで喋しやべったこともないって、本当ＲＦＰ説明会での余裕はなんだったんですか。もうがっかりですよ、室むろ見みさんには。……ちょっと見る目変わっちゃいました」

「しょうがないでしょ！　私は基本技術の立場で提案についてっただけなんだから。提案書や見み積つもり作るのは営業だし、こっちが主しゆ導どうでまとめることなんてなかったもの。この会社に来てからは基本社長が全部やっちゃうし──」

「ああいいです、いいです。室見さんの手て伝つだうって台詞せりふのレベル感？　分かっちゃいましたから。いやもう本当手伝う程度でいいですよ。室見さんもお忙しいでしょうし、この件は僕の方でやっときますから」

「………」

「さてっと荷物を席に置いて、今日きようの資料をまとめてと」

「さ、桜さくら坂ざか」

「おっとメールもチェックしとかないとな。業なり平ひらからメール来てるかもしれないし」

「さくらざ──」

「お、来てる来てる。本日の補足事項か。うん、これはきちんと読み込んでおかないとな。どれどれ」

「………」

「あれ、室むろ見みさんまだいたんですか？　やることないんだったら早く自分の仕事に戻ってくださいよ。こっちも忙しいんですから。さて、資料を入れるファイルは──と」

「むがー！」

「痛!?　痛い！　ちょっと、何いきなり嚙かみついてきてるんですか!?　うわっ、シャツ破けてるし！　痛い、マジで歯形ついてますから！」

　昼下がりのオフィスに工こう兵へいの悲鳴がこだまする。

　時刻は午後二時。がらんとした室内に響ひびくのはカタカタというカモメの打だ鍵けん音おんだ。黒髪白はく皙せきの女性アシスタント──カモメは例により超高速タイピングを続行しながら、顔だけを工こう兵へい達に向けた。

「ほんっと、立りつ華かちゃんと工兵君って仲いいわよねー」

「今のやりとりのどこ見たらそんな感想が出てくるんですか!?　ていうかこのピラニア早く引ひき剝はがしてくださいよ！　まだ嚙みついてるんですけど!?」

「甘あま嚙がみ、いいなぁ」

「こんなバイオレントな甘嚙み聞いたことねぇよ！　ああもう室見さん！　分かった、分かりました。提案手て伝つだってもらいますから、離はなれてください！　お願ねがいします！」

　必死で頼み込み室見を離れさせる。彼女は顔を真まっ赤かにして鼻息も荒く工兵を睨にらみつけていた。

　工兵は嘆息した。

「で？　具体的にどう進めるつもりなんですか。手伝ってもらおうにも全体の作業イメージやボリューム感を見極めないと分担さえ決められないですよ。何か案はあるんですか？」

　工兵の問いかけに室見は薄うすい胸を張ってみせた。

「はっ、舐なめるんじゃないわよ。私がどれだけこの業界にいると思うの。提案書がどんなものかくらい、作ったことがなくてもおおよそ見当がつくわ」

　ほぉ。

　工兵は居住まいを正した。

　確たしかに──室見の経けい験けん値ちは自分など及びもつかない。専門外の分野についてもそれなりにノウハウを蓄ちく積せきしているのだろう。工兵は室見に向かい身を乗り出した。

「聞きましょう」

「ふん、提案とか構えるから話がややこしくなるのよ。ようは顧こ客きやく要件に従いシステムを作ればいいんでしょ？　だったらいつもと同じよ。設計してサイジングして資料に落とす。シンプル極まりないわ」

　……ふむ？

「まずは現状調ちよう査さね、今回はＲＦＰがあるから、そこからアドレッシングやプロトコルフローを読み取る。得た情報と顧客要件をもとに新規ネットワーク図を作成。調達機き器きの型番と台数をベンダーに投げて見み積つもらせる。あとは合算した費用を巻末につけて終わりよ」

　工兵はわずかに考え込んだ後、うなずいた。

「……なるほど、なんかそれっぽい感じですね」

「それっぽいじゃないわよ、これ以外にどんなやり方があるっていうの？　いい？　良いシステムは正せい確かくな調査サーベイから生まれる。つまりＲＦＰをどれだけ読み込めるかがこの提案の鍵かぎ、ＪＴ＆Ｗ打倒の成否を握るわけよ」

「真っ当ですね」

「真っ当よ！　うん、なんか行けそうな気がしてきた。桜さくら坂ざか、とりあえず資料をまとめるわよ。私はプロトコルフロー図を作るから、あんたはアドレス管理表。お互い並行で作業して六時になったらレビュー。いいわね」

　元気よく言ってオフィスを出ていく。多た分ぶん、ラボルームで着替えるつもりなのだろう。歩きながらパンプスを蹴け飛とばしジャケットの袖そでを抜いている。このまま見ているとスカートまで脱ぎ出しそうな勢いだった。……しばらくはラボに近寄らない方がよさそうだ。

「工こう兵へい君、随分タフになったわねぇ」

　無言でたたずんでいると背後から声をかけられた。振り向くとカモメが柔和な眼まな差ざしを向けている。工兵は鸚鵡おうむ返がえしに訊たずねた。

「タフ？　ですか」

「うん。立りつ華かちゃんの指示ってさ、結構今みたいにマシンガントークでくるじゃん。昔の工兵君ならそれをなかなか理解できなくて目を白黒させてたのに、今じゃ淡々と受け止めてるから。たった三ヶ月で随分どっしりしてきたなぁと思って」

「ああ……」

　そういうことか。工兵は頭を搔かいた。

「今だって全部理解できてたわけじゃないですよ。ただ分からないところはあとで調しらべればいいですし、指示の骨子さえ押えればとりあえず作業は始められますから」

　それに──

　工兵はうっすらと笑えみを浮かべた。

「やらなきゃいけないことは決まってるんですから。どうせ退けないなら立ち止まっている時間が惜しいです。毒づきながらでも会社を呪のろいながらでも前に進んだ方がいいですよ」

　カモメは両の目を見開いた。薄うす紅べに色いろの唇が開き微かすかな吐息が漏れる。ややあって彼女は口角を持ち上げた。

「……うん、男の子だねぇ。工こう兵へい君」

「え？」

「格好いいって言ってるの。ちょっとドキドキしちゃったかも、今の工兵君見てたら」

　！！！？

　心しん臓ぞうが高鳴る。何、ちょっと待って。格好いい？　僕が？　カモメさんから見て？

　………。

　ひゃっほぅ！

　ひょっほう！

　ひゅー！　ふぅぅ！　ひゅー！

　これはあれか？　春か？　春が来たのか！　桜さくら坂ざか工兵、二十三歳にして早くもゴールインですか？　やっべ、ちょっとまだ心の準備ができてないかも。どうしよう……今日きようの夜、海辺のレストランとか予約取った方がいいのかな──

「ところでさ、その格好いい工兵君に訊ききたいことがあるんだけど」

「なんなりとも！　今ならフェルマーの最終定理だって三秒で証明してみせますよ！　なんだって訊いてください！」

　カモメはにっこり微笑ほほえむと自席を見渡した。

「昨日きのうの午前中にさ、誰だれかあたしの席に入らなかった？」

　………。

　はい？

　全身の血が音を立てて引いていく。

　沈ちん黙もくする工兵の前でカモメは細い首を傾けた。

「あたしね、席外す時はいつもパーティションの出口に糸を張っておくの。今け朝さ見たら何本か切れてたからなんでかなぁと思って。立りつ華かちゃん曰いわく、昨日の午後は誰も入ってないって話だし。工兵君、朝オフィスにいたんだよね？　何か知らない？」

「………」

「ああ、そういえば立華ちゃんに頼んでたＵＳＢカメラの画像もフォルダに入ってないな。どうしたんだろ。……しょうがないなぁ、立華ちゃん戻ってきたら訊きいてみるか。で、工兵君。さっきの話の続きだけど──」

「あ、僕少し急用を思い出したんでラボルーム行ってきます！　話はまたあとで！」

「え？　ちょっと工兵君──」

　カモメの制止を振り切りオフィスを飛び出す。息を切らせラボルームに飛び込むと丁度室むろ見みがプリーツスカートのホックを留めているところだった。まだ身なりを整ととのえ終えていないのか、カットソーの裾すそが捲まくれ細いウェストが露あらわになっている。

　彼女は瞬まばたきを一回、虚を突かれたように工こう兵へいを見た。

「……さ、桜さくら坂ざか？」

　気け圧おされたように一歩後じさる。工兵は引きつった表情で彼女に詰め寄った。

「室むろ見みさん、昨日のＵＳＢカメラの画像ですけど、あれ、僕ちょっと手が滑って消しちゃっただけですよね。意図的に削除なんてしてませんよね？」

「はぁ？　何を言ってるの。あれはあんたが自分の痴ち態たいを消したいからって無む理り矢や理り」

「手が滑っただけですよね」

　押し殺した声で言って室見の腕をつかむ。

「はぁ、はぁ。室見さん、僕も手荒なことはしたくないんで。ね、話を合わせてくださいよ？　簡かん単たんなことじゃないですか。じゃないと僕、僕──」

「ちょ、ちょっと！　息がかかる、桜坂、顔近い！」

「室見さん、室見さん、室見さん……」

「ひっ、どこ触ってるの。いや、ちょっと、いや！」

「えい」

「ひぎゃああああ!?」

　───。




（いててて……）

　工兵は片目をすがめつつ襟えり首くびをさすった。

　後頭部や頰ほお、鳩尾みぞおちが鈍にぶい痛みを訴えている。首筋に至っては引ひっ搔かき傷だらけで真まっ赤かに腫はれ上がっていた。誰だれがやったかは言うまでもない、室見だ。彼女の攻こう撃げきはまったくもって情け容赦なかった。ボディブローからワンツーストレート、踵かかと落おとし、バックハンドブロー。全身余すところなく暴ぼう行こうを受け、正直無事なところを捜す方が難むずかしい。満まん身しん創そう痍いとはまさにこのことだった。

　……いや、そりゃ自分も悪かったよ。ちょっと理性を失って詰め寄っちゃったのはまずかったと思う。でも、だからってここまでやることはないだろう。明らかに過剰防ぼう衛えいだ。だいいちそんな変なところ触ったわけじゃないぞ。二の腕とか手の甲とか、あと背中くらいだ。

　……うん、まぁちょっと脇わき腹ばらをくすぐったのはよくなかったかもしれない。さっき嚙かみつかれた仕返しにと思ったのだが、考えてみると微妙にセクハラっぽい。以降気をつけよう。

　──しかし、なんというか、まぁ。

　工兵はラボルームを見渡す。

　数メートル四方の部へ屋やは雑多な機き材ざいで埋め尽くされていた。

　ルータにスイッチ、サーバにロードバランサ。大量の機器群が凶暴なファン音を響ひびかせている。

　ホワイトボードに貼はりつけられているのはネットワーク図とプロトコルフロー図、それにテスト計画表だろうか。ドキュメントの右手には直近の課か題だいがびっしりと書き連ねられている。見ている端から項目が一つ削除され、かわりに新しいタスクが追加されていった。

　呆あきれるほどに巨大な検証環かん境きよう。もちろん用途については言うまでもない。業なり平ひら産業ＤＲサイト構築プロジェクト──その試し験けん構成だった。

　帰社してわずか六時間、それだけの猶ゆう予よで室むろ見みは目の前の構成を作り上げてしまった。

　工こう兵へいのドキュメントをレビューし、検証機き材ざいを搔かき集め、瞬またたく間まに火を入れるところまでもっていった。もちろん本番構成と異なり縮しゆく小しよう版ばんではあるが、やりたい機能はほぼ網もう羅らされている。仮想のＤＲサイトを立ち上げ、広域ロードバランサでトラフィックを切替えるところまで実現していた。

　凄すごい、確たしかに凄い。さすがは我らがトップアーキテクト。毎度のことながらほれぼれする──のだが。

「負荷試し験けんＯＫ、経路チェック完了。ｈｔｔｐｄのログにもおかしなものはなし。続けてパーシステンスの確かく認にんね、テスト用のフォームを作成してと」

　………。

「よし！　画面遷せん移いのチェック完了！　ＤＢとの連携も問題なし。試しにプライマリサイトを落としてみても……うん、うまく切り替わってるわね。レプリケーションもちゃんとできてる。完かん璧ぺき極まりないわ」

　……えーと。

「じゃあ疑似攻こう撃げきでセキュリティチェックかけるわよ。ｎｍａｐカモン！　タイミングテンプレート、Ｔ４　Ａｇｇｒｅｓｉｖｅ！　冗長オプション・オン！　ゴー！」

「あの、室見さん？」

「何よ、今いいところなんだから邪じや魔ましないでよ。おお……出てくる出てくる。逃げ場を失った害虫のようにポートが浮かび上がってくるわ。ははっ、私に逆らうからこんなことになるのよ。愚かなサーバ達──身の程を知りなさい」

「室見さーん」

「ちっ、このメールサーバ意外に頑丈ね。誰だれよこれ設定したの、……ああ？　藤ふじ崎さきさんか。ったくこういうところやたら神経質なんだから、あの人。面おも白しろみがないわねぇ。次行くわよ、次」

「………」

　なんだろう、これって本当に提案書作成のプロセスなんだろうか。最初こそ室見の言うことをもっともらしく感じていたものの、現状を見ているとさすがに疑わしくなってくる。確たしかに構築と提案には似通ったところがあるのだろう。よいシステムは正せい確かくな調査サーベイから生まれるなんてまさしく至言だと思う。だがエンジニアリングとセールスでは、やるべきことが変わって当然だ。何もかも同じなんてありえない。構築には構築の勘所がある一方、提案にも提案の勘所があるはずだった。今の室むろ見みはそのあたりを完全に失念して見える。

　……うーむ。

　などということを正面から言ってもおそらく室見は反発するだけだろう。だいいち自分だって正しい提案書の作り方など知らないのだ。分からない者同士で「あーだこーだ」言い合っても建設的な議ぎ論ろんはできまい。

（ｇｏｏｇｌｅ先生にでも訊きいてみるか）

　ノートＰＣを引き寄せブラウザを起動する。テキストボックスに「提案書」「作り方」と入力し検索、出てきた結果を順に眺めていく。なになに？　よい提案書とはユーザー企業の課か題だいを抽出、分析し、解決策を提示するものである。間違っても提案者の理想を押しつけるものではない。顧こ客きやくの現状を無視し、費用対効果も不明確なシステムを提案するのはただの押し売りである──

「よぉし、こうなったらもう業なり平ひらのシステムを私色に染め上げてやるわよ！　理想的なインフラとはどうあるべきか骨ほねの髄ずいまで叩たたき込んでやるわ！」

　………。

　うん、とりあえず何か激はげしく間違っていることだけは分かった。

　キーボードから手を離はなし室見に向き直る。表情を引ひき締しめ固い声こわ音ねで呼びかけた。

「室見さん、ちょっといいですか」

　室見が視し線せんを上げて工こう兵へいを睨にらみつける。まだ邪じや魔まするか、このガキと言わんばかりの表情だった。

　工兵はＰＣの画面を室見に向けた。

「ほら見てください。ここ、提案書の作り方とか色々まとめているサイトありますから。一度それを見て進め方検討しましょうよ。なんかこのまま進めてもうまくいかない気がしますし」

「………」

「お、これなんかいいじゃないですか。失敗しない提案書の作り方、ケースに応じたテンプレートも用意。……ほら、このあたりをうまいこと活用すれば──」

「ふんっ！」

「あ!?　ちょ、ちょっと何してるんですか！　力任せにモニタ閉じちゃって。……あー、もう大丈夫かな……ヒンジ部分弱ってるんですから。壊こわれてなきゃいいけど」

　あたふたとノートＰＣを持ち上げる工兵に室見は冷淡な表情で告げた。

「はんっ、まったく度どしがたい愚か者ね。ネットの情報に惑わされて現場の知見を疑うなんて。だいたいそういう特集ページは特定ベンダーの社員が宣伝も兼ねて書いてるものなんだから。どこまで信用できるか分かったもんじゃないわ」

　いや──にしたって我流で突っ走るよりましだろう。だいたい分からない時はとにかく調しらべてから進めろって室見さんの教えじゃなかったっけ？

　だが反はん論ろんの暇もなく室むろ見みは胸を突き出した。

「ったく、そんな心配することないわよ。検証の進み具合も順じゆん調ちようだし。あとは結果を資料にまとめるだけよ。二時間もあれば出来上がるわ」

　そうかなぁ。

　工こう兵へいは首を傾かしげた。

　どうにも疑わしい。が、もはや室見は工兵の存在など意に介した様よう子すもなく作業を進めている。好きにやらせるしかなさそうだった。

　……まぁひょっとしたら本当に、完かん璧ぺきな提案書が出来上がるかもしれないし。

　溜ため息いきをつきつつ椅い子すに座り直す。ＰＣの時と計けいを確かく認にんすると時刻は午後八時だった、あと二時間なら終電までには帰れる。ガス欠気味の気力を振り絞りながら工兵は室見の検証結果をＥＸＣＥＬに書き写し始めた。




「……で、二時間どころか三時間、いえ三時間半かかった挙げ句、結果がこれですか」

「………」

　午後十一半時のラボルームは重苦しい沈ちん黙もくに満ちている。

　長テーブルの上に大量のドキュメントが並べられていた。分厚い電話帳のようなチューブファイルが二部、クリヤーブックが四部、ＣＤ─ＲＯＭが二枚。机の端には未み整せい理りの資料がうずたかく積つみ上がっている。見ている端から資料が一枚、空くう調ちようの風に飛ばされひらひらと床に落ちていった。

　工兵はチューブファイルを取り上げページをめくってみる。初っぱなに飛び込んでくるタイトルは大きく『業なり平ひら産業株式会社ＤＲサイト構築プロジェクト・詳細設計書』、次いで論ろん理り構成図、物理構成図、プロトコルフロー図。アドレス管理表、ポートアサイン表、テスト計画書、結果報告書。

「……室見さん、僕の勘違いでなければ是非ご指摘いただきたいんですが」

「な、なにかしら」

「これって提案書というより──成果物ですよね」

　………!?

　無言の驚きよう愕がくが空気を揺らした。

　室見が動揺も露あらわに後じさっている。……図星かよ。ああ、やっぱりおかしいと思ったんだよな。途中から明らかに室見さんの様よう子す変だったし、口数も少なくなって冷や汗とか流してたし。言われるまま資料書きやコピー、製本してたけど、こんなことならもっと早く声をかけるべきだった。

　……ていうか受注もしてないのに成果物が出来上がるとか、どんだけ気の早いプロジェクトだよ。超ちよつ速ぱやすぎるだろう。

　工こう兵へいはチューブファイルを閉じ鼻から息を抜いた。

「分かりました。室むろ見みさん、遅くまでありがとうございました。あとはもう僕一人ひとりでやれますからゆっくり休んでください。お疲れさまでした」

　一礼し踵きびすを返す。瞬しゆん間かん、物もの凄すごい勢いで飛びつかれた。首筋に両腕、脇わき腹ばらに足を巻きつけられ、ぐいと気道が絞まる。悲鳴を上げる間もなく耳元で室見ががなりたてた。

「ちょっと待ちなさいよ！　何そのもううんざりですみたいな雰囲気、私の実力はまだこんなもんじゃないわよ。むしろこれからが本番と言っていいわ。さぁ私を頼りなさい！　存分に助けを求めなさい！」

「も、もう散々頼りにしたじゃないですか！　で、終電間際にこれだから無理なんですよ。室見さんの才能は営業向きじゃないんです。人それぞれに得意分野があるでいいじゃないですか！」

「諦あきらめたらそこで試合終了って偉い人も言ってたでしょ!?　まだよ、まだ勝負は終わってない。もう一度チャンスをもらえれば今まで投資した時間は全すべて取り戻せるわ！」

「それ典型的なギャンブル狂の考え方ですから！　ていうか肋ろつ骨こつ！　肋骨ミシミシいってます！　絞まる！　絞まるー!?」

　必死に引ひき剝はがそうとしていると、不意に背後で小さな物音が響ひびいた。

　振り向くとラボルームの入り口にジャンパースカート姿の女の子が立っていた。寝ね癖ぐせのついたミディアムボブが空くう調ちようの冷気に揺れている。彼女は琥こ珀はく色いろの目をいっぱいに見開き口元を押えていた。

　工兵は愁しゆう眉びを開いた。

「あ、梢こずえさん、いいところに──」

　助けを求めようとした瞬間、だが彼女はくるりと踵かかとを巡らしていた。丸顔を引きつらせ怯おびえた表情で走り出す。

　逃げた……!?

「ちょ、ちょっと梢さん！　なんで逃げるんですか!?」

　室見を振りほどきオフィスの入り口付近で辛うじて追いつく。細い腕をつかむと彼女は激はげしく身を捩よじった。

「は、放はなしてください！　し、信じられません。いくら狭いスペースに男女二人ふたりきりだからってあんな──マニアックな」

「マニアック!?」

「幼女を背中にのせて踊り昂たかぶるなんてケダモノの所行です！　もうディープすぎてさすがの私でも理解できません！」

「踊ってねぇし昂ぶってもねぇよ！　いいからちょっと話を聞いてください！」

　懸けん命めいに説明しようとする工兵に、だが梢は必死でかぶりを振ってみせた。

「結構です！　いいからどうぞ私に構わず続きを愉たのしんでください。私は今撮とった写メを画像ＢＢＳにアップして『女子○学生との背徳的な悦よろこびに耽ふける都内某ＩＴ企業ＳＥ』ってコメントをつけなきゃならないんですから」

「いつの間に写メを!?　ていうかその悪意に満ちたコメントは何!?」

「画像が広がって、ご家族や友人に伝わったら桜さくら坂ざかさん行くところなくなるじゃないですか。会社も辞めざるをえないでしょうし。そうしたら私が優やさしく手を差し伸べて養ってあげるんです。家から出さずに、ずっと私だけを見て、一生。ふふ、うふふふふ……」

　怖こええええええよ！

　本当この人、たまに凄すごい怖い顔するんですけど!?　なんなのもう、サイコ!?

　工こう兵へいは呼吸を整ととのえ、静かにゆっくりと囁ささやいた。

「落ち着いてください梢さん、僕らはけっして妙なことをしてたわけじゃありません。ただ提案書を作っていただけです」

「提案……書？」

「そうです、業なり平ひら産業ってお客さんのですね、ＲＦＰ回答を準備してたんです」

　梢こずえはこくりと首を傾かしげた。眉まゆ根ねを寄せ考え込んだ後、不ふ思し議ぎそうにつぶやく。

「素朴な疑問なんですけど……なんで提案書を作っていると室むろ見みさんを背負うことになるんですか？」

　………。

　本当、なんででしょうね。

　難むずかしい顔で考え込んでいると梢は肩の力を抜いた。唇を結びまっすぐな視し線せんで工兵を見上げる。

「桜坂さん、困ってますね？」

「………？　え、ええまぁ、激はげしく困ってますけど」

「分かりました。本当はリドルトリルの引き継ぎスケジュールを相そう談だんしにきただけなんですけど……桜坂さんが困っているなら放ってはおけません。どうせあの女がまた事態をややこしくしてるんですよね？　任せてください、ガツンと一発かましてやりますから」

「はい？　あ、いやそれはちょっと──」

　工兵の逡しゆん巡じゆんを気にした様よう子すもなく梢はラボルームに戻っていく。慌ててあとを追いかけながら工兵は背筋に薄うすら寒いものを覚えていた。

　先月半ば、リドルトリルの運用スタートアップを巡り室見と梢は取っ組み合いの喧けん嘩かをやらかした。噂うわさによればこの二人ふたり、過去に流りゆう血けつ沙ざ汰たを起こしたこともあったらしい。ただでさえ室見一人ひとりに翻ほん弄ろうされ気味なのだ。この上梢まで参戦されたら本当に収拾がつかなくなる。

　だが工兵の制止も虚むなしく梢はラボルームに入っていく。遅れて部へ屋やに入ると室見が警けい戒かいも露あらわに顔を引きつらせていた。

「ね、寝ね癖ぐせ頭あたま!?　なによあんた、ちょっと、勝手に触らないで！」

　梢の細い指がチューブファイルを取り上げる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが左右に動き資料の記述を追っていった。提案資料から顧こ客きやくＲＦＰ、ついで補足ドキュメントまでを丹念に読み込んでいく。

　………。

　ややあって彼女は顔を上げた。チューブファイルを閉じ机上に置く。

「これを？　室むろ見みさんが作ったんですか、ＲＦＰ回答として」

「そ、そうよ」

　梢こずえははぁっと深い溜ため息いきをついた。双そう眸ぼうを閉じ首を左右に振る。

「お話になりませんね」

「!?」

「もう基本からしてなってませんので、どこがどうとか指摘するのも虚しいですけど。とりあえず一点だけ言わせてもらうなら──、この提案の売りはなんですか？」

「う、売り……？」

　梢はうなずいた。

「売り、アピール点、セールスポイント。言葉はなんでもいいですけど要するに我々がこの提案を通じ何を提供したいかです。スルガシステムの提案を買ってもらうことでお客さんにどういうメリットがあるのか、そのあたり考えてます？　室見さん」

「もちろん考えてるわよ！」

　室見の声が生気を取り戻す。彼女は細い顎あごを持ち上げ自信満々に言い放った。

「いい、今回のネットワークはＳＴＰとＨＳＲＰ、ＯＳＰＦの各タイマー値をギリギリまでチューニングし、障害時及び復旧時のダウンタイムを最小化するよう設計されているのよ。もちろんスパツリはＲＳＴＰ、ポートの用途に応じてきちんとportfastやbpduguardも入れて──」

「あーあー違います、違います。そういうことじゃなくって」

　梢は疲れ切きった表情で室見を遮さえぎった。

「細かい技ぎ術じゆつ論ろんなんてお客さんにはどうでもいいんです。そうではなくて価格とかサポートレベルとか、あるいは新しいワークスタイルの提供とか。……要はお客さんのビジネスにどういうメリットが生まれるか具体的・定量的に説明できますかって訊きいてるんです」

「……び、ビジネス？」

「ええ、ビジネスです」

　梢の声こわ音ねは冷たく淀よどみ一つなかった。目を白黒する室見の前で、梢はチューブファイルの表紙を指先でつついてみせた。

「ＩＴなんて所しよ詮せんツールにすぎません。フェイルオーバーの時間を何秒にするか、ルーティングプロトコルに何を使うかなんてのはビジネス上の要件ありきで考こう慮りよされるべきです。ぶっちゃけた話、今回のシステムが五分のダウンタイムを許容するなら室むろ見みさんのこだわりは無む駄だです。コスト的・運用的な観かん点てんから見れば害悪でしかありません」

「が、害悪ですって!?」

　目を剝むく室見に梢こずえは首を傾けてみせた。

「だってそうでしょう？　３００秒のダウンが認められるなら、全すべてのタイマーをデフォルト値で運用しても十分対応できます。むしろタイマー値をいじることで無駄な工数や運用上の負荷が発生しかねない。誰だれも得をしません」

「………」

「もう言葉を飾るのも面めん倒どうですから単刀直入に言わせてもらいますけど」

　梢の声が鋭するどさを増した。彼女は指先を持ち上げ室見の鼻先につきつけた。

「この提案にはコンセプトがありません。エンジニアのこだわりをいくら書き連ねても顧こ客きやくの心をつかむことはできません。根本からしてアプローチが間違っているんです。まずはそのあたりをきちんと認にん識しきしてください。話はそれからです」

「………！　……ぅ」

　室見の顔が苦しげに引きつる。

　見えない銃弾で胸を撃うち抜かれたかのようだった。彼女は覚おぼ束つかない足取りで二、三歩後退、オフィスチェアに腰を落とした。そのまま天てん井じようを仰いだ姿勢で動かなくなる。瞳どう孔こうが開き魂が抜け落ちたような表情になっていた。

　梢は腰に手を当て鼻を鳴らした。完全勝利というように顎あごをしゃくってみせる。

「あ、あの……姪めい乃の浜はま梢さん？」

　工こう兵へいは恐る恐る呼びかけた。

「はい？」と梢が視し線せんを上げる。きょとんとした表情が逆に恐ろしい。工兵は相手の顔色をうかがいつつ訊たずねた。

「梢さん、──提案の経けい験けんとかあるんですか？」

「ありますよ」

　梢はあっけらかんと答えた。口角を持ち上げやや得意げな表情となる。

「私、学生時代に地元のＳＩｅｒエスアイアーでバイトしてたって言いましたよね？　本当物もの凄すごく小所帯な──スルガシステムよりも更に小さい会社だったから、担当業務の幅も広かったんです。営業さんと一いつ緒しよに提案書を書きましたし見み積つもりも作りましたよ。客の立場でＲＦＰも作成しましたし」

「マジですか……」

　工兵は絶句する。まさかこんなところに提案のプロがいたなんて。知っていればもっと早く相そう談だんしていたのに。

　工兵はごくりと唾つばを飲み込むと梢に歩み寄った。視線を正面に向けたまま彼女の手を握りしめる。

「梢こずえさん、お願ねがいします。力を貸してください！　僕らどうしてもこの提案に勝ちたいんです！」

「そ、それは……まぁ構いませんけど……」

　どぎまぎした表情で言って梢は視線を逸そらした。頰ほおを朱に染めながら工こう兵へいを一いち瞥べつする。

「でも、なんで桜さくら坂ざかさん達がこんなことやってるんですか？　提案作業なら社長に任せればいいじゃないですか」

「そうしたいのは山々なんですけど……」

　怪け訝げんそうな梢に工兵は昨日きのうからの出来事を説明していった。誰だれもいないオフィスで社長につかまったこと、社長が業なり平ひら産業に出で禁きんとなったこと、ＲＦＰ説明会のあとＪＴ＆Ｗとトラブルになったことを順序立てて話していく。

　全すべてを語り終えると、梢は「なるほど」とつぶやいた。顎に指を当てうなずく。

「事情は分かりました。……一応上長には許可を取りますけど提案書の作り方程度なら私の方で十分お教えできると思います。ただ──」

「？　ただ？」

「………、いえなんでもありません。まぁまずは作ってみてからの話ですね。室むろ見みさんの資料をまとめなおすだけでも結構な手間でしょうし」

　………？

　なんだろう、奥歯に物が挟まったような口ぶりだった。首を傾かしげていると梢は鼻から息を抜いた。

「さて──では早速作業をと言いたいところですけど」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが持ち上がりテーブルの向こう、オフィスチェアの室見を見据える。澄すんだ眼まなこに一いつ瞬しゆん、ひどく残ざん虐ぎやくな光が宿った。

「室見さん、何か言うことあるんじゃないですか？　私に」

「……は？」

　室見は眉まゆ根ねを寄せた。片目をすがめ唇をへの字に曲げる。

「意味が分からない。私があんたに何を言わなきゃいけないっていうのよ」

「今回の件、室見さんのＪＴ＆Ｗに対する意い趣しゆ返がえしも兼ねてるんですよね？　だったら桜さくら坂ざかさんだけに頭を下げさせるのはおかしくないですか。室見さんからも一言あってしかるべきでしょう」

「一言？」

「お願ねがいします、優やさしい姪めい乃の浜はま梢様、この哀あわれな貧乳幼児体型短絡直情娘に無上の慈悲をお恵みください。願わくば過去の暴ぼう虐ぎやくを赦し、その清らかなお言葉にて心を癒いやしたまわんことを。なお宿しゆく願がん成就の暁あかつきには、かつての無礼を恥じ今後一切運用をないがしろにしないと誓います。──はい、リピート」

　欠片かけらも一言じゃねぇ！

　工こう兵へいは血の気を失い室むろ見みを顧かえりみた。少女の小さな顔が怒りで赤く染まる。彼女は犬歯を剝むき出しにして怒鳴った。

「ふ、ふ、ふ、ふざけないで！　そんなこと言えるわけないでしょう!?」

「あら、言わないんですか？」

「あたりまえよ！　あんたに頭下げるくらいなら死んだ方がマシ。ミジンコに三さん顧この礼れいを尽くす方がまだ納得いくわ！」

「そうですか、じゃあしょうがないですね。桜さくら坂ざかさんには申し訳ないですけど、ＳＥ部としての正式なオファーがない限りＯＳ部も動きようがないです。ではお邪じや魔ましました。提案書作成頑張ってくださいね」

「ま、待ってください、梢こずえさん！」

　工兵は慌てて梢に追いすがった。彼女の肩をつかみ耳元で囁ささやく。

「い、意地悪言わないでくださいよ。そんな言い方されて室見さんが素直に頭下げるわけないじゃないですか。勘弁してくださいよ」

「えー、意地悪っていいますけどー」

　梢は唇を尖とがらせ拗すねたような表情になった。

「いやしくも社会人なら、ものを頼む時それなりの態度があって当然じゃないですか。少なくとも『ミジンコ以下』とか『死んでも頭は下げない』とか仕事で使う言葉じゃないです」

　ごもっともです……。

　梢はゆっくり振り返るとまっすぐな視し線せんを工兵に向けた。

「別にさっき私の喋しやべったことを一字一句繰くり返せとか言いませんよ。言いませんけど『お願ねがいします』とか『すみません』とか──そういう簡かん単たんな、感かん謝しやの言葉くらいあっていいと思いません？　私だって通常業務外のことを善意で手て伝つだおうっていうんですから」

　まったくもって正せい論ろんだった。

　工兵は梢から手を放はなすと室むろ見みを顧みた。やや遅れて梢も工兵と同じ方向を向く。

　びくりと室見の身体からだが強ばる。彼女は怯おびえた様よう子すで背中を椅い子すに押しつけた。

「な、なによ、あんた達、その目は」

　工兵は眦まなじりをすぼめた。

「室見さん、『お願いします』」

「は？」

「お願いしますって言ってください、梢さんに」

「い、いやよ」

「ＪＴ＆Ｗに勝ちたくないんですか」

「勝ちたいわよ、でもそれとこれとは──」

「同じです。僕らだけで提案書を作れない以上、梢こずえさんの力を借りるしかないんですよ。室むろ見みさんだって分かってるでしょう。それとも何か他ほかに案があるんですか」

「ぐ、グーグル先生に訊きいて」

　それさっき僕がやったよ！

　使えないからって速攻切り捨てたのは室見さんじゃないか。……ああもう語るに落ちるとはこのことだ。

「ああ、そういえばさっきＲＦＰ読んでて気づいたんですけど」

　梢がふっと声を上げる。小動物めいた丸顔に、ひどく不釣り合いな冷笑が浮かんだ。

「提案依頼項目に『運用・監かん視し』って記述ありますよね。そこの部分、多た分ぶんＯＳ部じゃなきゃ書けませんよ。適当に室見さんの想定で回答されても、万一受注できた場合、我々は運用を引き受けませんから」

　駄だ目め押おしだった。

　室見の肩が落ちる。彼女は奥歯をきつく嚙かみしめ、何事かをつぶやいた。

「……し……す」

「ええ？　なんですか？　聞こえませんよ」

「お願い……します」

「あれあれあれー？　普ふ段だんの元気はどこに行ったんですかー？　いつもみたいに大声で叫べばいいじゃないですか。ほら遠えん慮りよせずに、もう一度！　聞き取れるまで！」

「お願ねがいします──」

「あぁ？　聞こえんなぁ!?」

「お願いします！」

「もう一度！」

「お、お願いしまっ……ひぐっ、う、ひっく──」

　ひ、ひどすぎる。

　室見は屈辱のあまり涙目になっていた。下唇を嚙かみしめる彼女の横で、梢は高らかな笑い声を上げた。

「ふふっ、堕おちた！　堕ちたわ！　あの室見さんが『お願いします』、『お願いします』ですって！　あはははは、なんてぞくぞくする光景。ほら、もっと言ってみてくださいよぅ、哀あわれに、己おのれの無力さを嚙みしめながら……！」

「いやいやいやいや」

　見かねて工こう兵へいは二人ふたりの間に割って入った。

　いくらなんでもやりすぎだ。ああもう、室見さんマジ泣きしてるし。どうすんだよこれ、誰だれがあとでフォローすると思ってるんだ。

　ズボンのポケットからハンカチを取り出すと一いつ瞬しゆんで室むろ見みに奪い取られていた。彼女はごしごしと目元を拭ぬぐい梢こずえを睨にらみつけた。

「……さぁ言うべきことは言ったわよ。とっととあんたの知ってることを教えなさい。こんだけもったいぶって『やっぱ知らない』とか言い出したら承知しないからね」

　梢は肩をすくめた。

「急せかさなくても約束は守りますよ。……そうですねぇ、提案書を作るにあたってまずやらなきゃいけないことといえば──」

「といえば？」

　身を乗り出す工こう兵へい達の前で、梢は「うーん」と考え込む仕し草ぐさをした。しばらく黙もつ考こうした後、肩の力を抜く。

「やっぱり明日あしたにしましょうか、説明」

　工兵は室見と二人でずっこけそうになった。

「あ、あ、あ、あんたねぇ！」

　室見が目を三角にして詰め寄る。だが梢は「えー」と不満そうな声を上げた。

「だって今日きようもう遅いですしー、今から説明始めたら終電間に合わなくなるじゃないですかぁ」

「終電なんてどうでもいいでしょ!?　こんな状況で投げ出されたら消化不良どころか食あたりを起こすわよ！　なんなのあんた、本当に手て伝つだう気あんの!?」

「それはもちろんありますよぅ」

　梢は唇を尖とがらした。

「ただ慌ててやったところで良いものはできませんし。ＲＦＰの回答期限だってあと二週間あるんですよね？　だったら腰を据えてじっくりやった方が得策じゃないですか。提案書作成は頭脳労働、疲れた頭でやっても良い結果は出ませんよ」

「………」

「それに──そういう一度夢中になったら周りが見えなくなるところ、室見さんの悪い癖くせですよ。今日きようだってそんな感じで九時間無む駄だにしたんですよね？　だったら一度立ち止まって、頭を冷やしてからもう一度作業に取り組むのもありじゃないですか。……ねぇ？　桜さくら坂ざかさん」

「え？　ええ、まぁ」

　いきなり話を振られ反射的にうなずいてしまう。

　室見は工兵を睨みつけると苛いら立だたしげに顔を逸そらした。桜さくら色いろの唇から微かすかな舌打ちが漏れる。

「分かったわよ。話はまた明日あした、時間は？　何時から？」

「朝一……と言いたいところですけど、一応上長に確かく認にんとりますのでそのあと──十時からでどうですか？」

「ＯＫ、場所はこっちで確保しとく。プロジェクタとかいるの？」

「もしあるなら是非」

　了解とつぶやいて室むろ見みはＰＣに向き直った。大きく深呼吸を一回、画面のロックを外す。

「桜さくら坂ざか、あんたもう帰っていいわよ。私は別件でいくつかやってくことあるから」

「え……？　でも」

　やることがあるなら手て伝つだいますよと言いかけた瞬しゆん間かん、袖そでを引かれた。振り向くと梢こずえが片目を閉じている。

　彼女は工兵の陰かげから覗のぞき込むようにして室見に声をかけた。

「じゃあ私も帰りますから。リドルトリルの件はまた明日あしたお話しますね。確認したい内容はだいたいＭＬに流れてますから、そちらも目を通しておいてください」

　室見が無言で片手を上げる。

　梢が工こう兵へいの腕をつかむ。黙もく々もくと作業する室見の姿に後ろ髪を引かれながら、工兵はラボルームをあとにした。




　梢と二人ふたり、夜の町を駅に向かっていく。

　梢はハンドバッグを後ろ手に持ち大おお股またに歩いていた。細い足を上げる度たび、ジャンパースカートの裾すそが風を孕はらみ翻ひるがえる。なんだろうひどくご機き嫌げんな様よう子すだった。放っておけばスキップさえしそうな雰囲気だ。

　何分か歩いた後、彼女は肩越しに工兵を顧かえりみた。小さな唇がふっと綻ほころぶ。

「室見さんのこと……気になります？」

「え？」

「ずっと黙だまってるから」

　工兵は口角を押し下げた。「気になってるわけじゃないですけど──」と言って口をつぐむ。

　………。

　いや、気になるのか。プライドの高い室見があれほど完かん璧ぺきにやりこめられたのだ。どれだけ参っているか想像もつかなかった。昼間の件──ＪＴ＆Ｗとの一件もある。できれば傍そばについていてやりたかった。……まぁ横にいたところで何ができるってわけでもないが。

「大丈夫ですよ」

　梢の声が耳じ朶だを叩たたく。顔を上げると梢が優やさしい眼まな差ざしでこちらを見ていた。

「あの程度で凹へこむような人じゃありません。今いま頃ごろ、私のことを『死ね』だの『ボケ』だの毒づきまくってますよ。社内イントラの顔写真をプリントアウトしてダーツの的にしてるかもしれません」

「………」

　うん、やりかねないのが怖い。ていうか多た分ぶんやってるんだろうな。……ああ、検証機き材ざいとか壊こわれてないといいんだけど。

　梢はわずかに顎あごを持ち上げた。

「あの人、桜さくら坂ざかさんの前だと何気にかっこつけですからね。私達が帰らないと満足に癇かん癪しやくも破裂させられないんですよ。……気の毒じゃないですか、怒りたい時に自由に怒れないってのも」

　工こう兵へいは瞬まばたきを一回、喉のどの奥から喘あえぐような声を漏らした。

「梢こずえさん……まさか、それで？」

　工兵を外に連れ出した理由、室見から引ひき離はなした理由。

　梢は「さぁ？」と首を捻ひねった。両の目を細めひどく悪戯いたずらっぽい微笑になる。

「私、あの人のこと大嫌いですから」

　………。

　まぁ、そういうことにしておくか。

　本当──この人達の関係は複雑極まりない。

　工兵は肩をすくめた。

「にしても梢さん、僕から頼んでおいてなんですけど、よく手て伝つだってくれる気になりましたね。てっきり余計な仕事は増やしたくないかと思ったんですけど」

「まぁ……普ふ段だんなら絶対室見さん絡みの仕事なんて引き受けませんけど。今回は提案ですから」

　私、提案って好きなんですよ。

　朗らかに言って梢は笑った。

「構築も同じですけど、提案活動って期日があるじゃないですか。決められた期間内に色んな部署の人達が知恵を寄せ合って一つのものを作り上げる。しかも実際のプロジェクトと違って準備期間も短いからいきおい突貫作業になる。それがなんだかお祭りみたいで──私、好きなんです」

「お祭り……」

「文化祭の準備とか、ああいう感じですよ。徹てつ夜やして、わいわい言いあって、誰だれもいなくなったオフィスに提案チームだけが残って作業を続けるんです。最初は仕事の話しかしませんけど段々無ぶ礼れい講こうになってきて、冗じよう談だんを言い合ったり、一いつ緒しよにコンビニまで買い出しに出かけたり……そういうの経けい験けんないですか？　桜坂さん」

　ああと工兵は得とく心しんする。

　大学の学祭とかまさにそんな感じだった。サークル棟に泊まってカップラーメンをすすりながら展示の準備をしたり。本番前日の深夜に部材不足が判明して近所のドンキホーテに駆け込んだり。眠いし疲れるし大変だったけど、朝方にみんなで夜明けを見たりして。なんとも言いいがたい一体感を覚えたりした。

　梢は小さくうなずいてみせた。

「さっきも言いましたけど、うちの会社って社長が全部営業活動やっちゃうじゃないですか。自分達で仕事取らなくてよい分、楽は楽なんですけどちょっと寂しかったんですよね。だから今回の話は私的にもありがたいんです。仕事の幅を広げることができますから」

「そう言っていただけると、……助かります」

　頭を下げ視し線せんを正面に戻す。気づけばもう駅に近づいていた。改札を抜け下り線のホームに降りる。ほどなくしてカナリアイエローの電車がホームに滑り込んできた。梢こずえと二人ふたり、電車に乗り込む。聞きき慣なれた発車ベルを耳にしながら工こう兵へいは首を傾かしげた。

「そういえば……僕ら一いつ緒しよの方角なんですね。梢さんどこまで行くんですか？」

「え？」

　梢が不ふ思し議ぎそうに瞬まばたきする。何を当たり前のことをと言いたげな表情だった。

「桜坂さんと同じ駅ですよ」

「はい？」

　工兵は眉まゆ根ねを寄せる。あれあれ？　前に梢さん、最寄り駅ＪＲとか言ってなかったっけ。僕の家は地下鉄沿線だぞ。引っ越したのかな？　そう思ったのだが。

　ぐっと二の腕をつかまれた。梢の目から光の濃のう淡たんが消えていく。底なし沼のような瞳ひとみが工兵を捕らえた。

「東京都○○区○○△─△─△　ハイム○○○２０４号、私が今から帰るところですよ──」

「ちょっと待って!?　なんでそれ……僕の住所……!?」

「いやですよぉ、今日きようも一緒に出てきたじゃないですかぁ。郵便ポスト確かく認にんして、ご実家からの荷物の不在票見つけて、いつ取りに行こうって話はなしして」

「話してないよ!?　てかなんで僕の朝の行動知ってるの!?　一緒に出てきたとかどういうこと!?」

「桜さくら坂ざかさん家ちって結構暗がりありますよねー」

　くすくすくすくすくす。

　低い笑い声が梢の口元から漏れる。

（………!?）

　全身の肌が粟あわ立だつ。瞬しゆん間かん、停車のＧが身体からだを襲おそい進行方向左手の扉が開いた。

「そ、それじゃあ僕ここで降りますから、また明日あした！」

　梢の腕を振り払いホームに出る。

　走り出す電車を背に工兵は額ひたいの汗を拭ぬぐった。なんだったんだ今のやりとりは。疲れて幻げん聴ちようでも耳にしたのか。──そう思った瞬間。




　さぁくらざかさぁん。




　すぐ前で声が響ひびいた。

　恐る恐る顔を上げる。白しらんだ蛍光灯の明かりにミディアムボブの寝ね癖ぐせ頭あたまが浮かび上がっていた。逆光のため顔はよく見えない。ジャンパースカートの裾すそが風にそよそよとなびいていた。

　呆ぼう然ぜんとする工こう兵へいの前で彼女は小さく頭を揺らした。薄うすい唇がにぃと耳元まで吊つり上がる。

「一いつ緒しよに──かえりましょ」




　　　　[image: ]




　いやぁ女の子って本っ当に怖いもんですねぇ（ＣＶ：水みず野の晴はる郎お）。




　一応誤解がないよう言っておくと、別に梢は本当に工兵をストーキングしていたわけでない。彼女は散々工兵を脅かした挙げ句、邪気のない表情で弁解した。

『いやですよぅ桜さくら坂ざかさん、冗じよう談だん、冗談です。社員の住所って緊きん急きゆう連絡先として社内イントラにのってるじゃないですか。荷物の不在票については、桜坂さん、夕方休きゆう憩けいスペースでカモメさんと話してましたよね？　あれを小耳に挟んだだけです。もうーそんな怖がらないでください。思い詰めてるみたいだったから肩の力を抜かせようと思ったのに、逆効果じゃないですか。……え？　なんで一緒に降りてるかって？　いやですねぇ、桜坂さんがいきなり飛び出すから荷物が私の鞄かばんに引っかかっちゃったんですよ。もう、私、一本帰る電車遅くなっちゃいましたよ、どうしてくれるんですかー、本当桜坂さん家に遊びにいっちゃいますよ？』

　そう悪戯いたずらっぽい口く調ちようで言って肩をすくめた。

　まったく人ひと騒さわがせな。マジで怖かったじゃないか。なるほど社内イントラね。種が分かればどうということもない。いやぁびっくりびっくり。詐さ欺ぎ師しってこうやって人を騙だますんだなぁ。……って。あれ？　よく考えると緊きん急きゆう連絡先は番地と部へ屋や番号だけでアパート名まで載せていなかった気もするけど。

　………。

　ま、まぁいい。

　とにかく梢こずえと仲良く帰宅した次の日、工兵はいつもより三十分早く出社した。

　昨日きのうＲＦＰ対応で滞とどこおった仕事を少しでも片づけられればと思ったからだが、オフィスにはもう先客がいた。

　がらんとした室内に小刻みな打だ鍵けん音おんが響ひびいている。自席隣となりのパーティションを覗のぞき込むと室むろ見みが目の下にくまを作り猛然とキーボードを打ち続けていた。

　ひょっとしてまた泊まったのか。

「おはようございます」と声をかけ席につく。電源ボタンを押しＰＣを立ち上げると、横で椅い子すを引く音がした。

「桜坂、これ見てこれ」

「………？　なんですか」

　渡されたのはモノクロのプリントだった。全部で三十枚ほど、４アップ両面でびっしり文字が印刷されている。書かれている内容は──業なり平ひら産業のニュースリリース？

　室むろ見みは細い顎あごを持ち上げた。

「確たしかに……私のアプローチはちょっとばかり間違ってたわ。相手の実情を顧かえりみず技ぎ術じゆつ論ろんだけ積つみ上げてもよい提案はできない、寝ね癖ぐせ頭あたまの言う通りよ。だけどもう私に死角はない。この書類を全部読み込めば提案の方向性なんてたちどころにつかめるわ」

　ぺらりとページをめくる。どうやらネットの検索結果を手当たり次第に打ち出してきたらしい。Wikipediaに２ちゃんの企業スレ、就活サイトの掲示板までプリントアウトされている。……ていうか一晩かけてこんなことやってたのか。帰って寝ろよ。

　工こう兵へいは溜ため息いきをついて室見を見た。

「念のため訊ききますけど……室見さん、この資料があるから梢さんの協力を得なくてよいとか思ってませんよね？」

「………」

　視し線せん逸そらしてるし……分かりやすい人だなぁもう。

「だめですよ、ちゃんと説明聞かなきゃ。せっかく梢さんも時間を空けてくれるんですから」

「いや」

「嫌いやじゃなくて」

「いやだいやだ」

　室見が細い足をばたつかせる。彼女は両の拳こぶしを握りしめテーブルを叩たたいた。

「私、あいつ嫌いなの！　顔も見たくないの。おばあちゃんも言ってたわ。名前に姪めいや浜のつく人間にロクなのはいないって」

　謝あやまれ。全国の浜はま田ださん浜はま村むらさんに謝れ。

　工兵は溜ため息いきを一つ、プリントを持ち上げ顔をしかめた。

「そうは言いますけどね……ぶっちゃけ、これ読んでも提案の方向性とかつかめないですよ。僕らの提案範はん囲いってほら、ＤＣのインフラ周りじゃないですか。決算がどうとか代理店契約がどうしたってニュースリリース読んで参考になると思います？」

「………」

　押おし黙だまる室見をよそに紙束をめくる。

『業平産業、香ほん港こんの半はん導どう体たい代理店事業買収。中ちゆう国ごくでのビジネスを拡大』『平へい成せい××年役員異動のお知らせ』『業平産業、人気ドラマ「ルーデルが見てる」のスポンサーに参加』……うん、微み塵じんもＤＲサイトの提案と関係ない。

　あとはなんだ。業界勢力図に競きよう合ごう他社情報？　……へぇ、この業界結構上位が混戦模様なんだな。特に三位の業平と二位のウェルデバイス社は規模・売上高的にも伯はく仲ちゆう、激はげしいシェア争いを繰くり広げている。新製品についても一方が取り扱いを始めるや、すぐもう一社も代理店登とう録ろくをするという具合だった。アナリストの分析を見る限り、どうやら業界でも有名なライバル企業同士らしい。なるほど……なかなか面おも白しろい、勉強になる。

　──でも、やっぱり提案にはあんまり関係ないな。

　工こう兵へいは横目で室むろ見みを一いち瞥べつした。

　鳶とび色いろの目の少女は不服そうにこちらを睨にらみつけている。言いたいことはあるがそれをどう表現してよいか分からない様よう子すだった。

　まったく……本当にこの人はエンジニアリングを離はなれるとからっきしだな。所有スキルを測定してレーダーチャートを作ったらとんでもなく歪いびつな図形が出来上がりそうだった。というか技術力以外全部ゼロ、右斜め上に直ちよく線せんを一本引いて終わりになるんじゃないのか？　一次元レーダーチャート……ううむ、斬ざん新しん極まりない。

　まぁ、今更室見のピーキーさを憂うれえていてもしょうがない。今はなんとかして彼女に梢こずえの話を聞いてもらわねばならなかった。ここで進め方を共有しておかないと今後一緒に作業するのもままならない。

　でもなぁ、正面からお願ねがいしても反発されるだけだろうし。……仕方ない。ここは搦からめ手てから攻めてみるか。

「室見さん、こう考えてみたらどうでしょう」

　工兵は慎重に言葉を選びつつ言った。

「僕らは梢さんに教えを乞こうんじゃない。あの人に情報を出させるんです」

「出させる？」

　室見が眉まゆ根ねを寄せる。工兵はうなずいた。

「そうです、目上の人が下から情報を聞くのに『教わる』とは言わないでしょう。『報告を受ける』『情報を提供させる』というのが正しい日本語です。つまり僕らは頭を下げて梢さんのレクチャーを受けるわけじゃない。日時と場所を指定して彼女のレポートを聞いてあげるわけです」

「………」

「しかもレポートの最中、梢さんは自分の仕事を進められない。そのしわ寄せはやがてＯＳ部の業務に及びチームメンバーを苦境に陥らせるはずです。きっと梢さんは周囲から責められるでしょう。なぜおまえの仕事はこんなに滞とどこおっているのか、締しめ切きり通りできていないのか──と」

「！」

　室見の顔が目に見えて明るくなる。愁しゆう眉びを開く彼女の前で、工兵はこれ見よがしにかぶりを振ってみせた。

「ですが室見さんが説明を聞かなければ──つまり今日きようの打ち合わせが流れれば、梢さんは自分の仕事を普通にこなすはずです。僕らは情報を得られず、梢さんは今までどおり社内で評価され続けるでしょう……」

「そ、それは」

「嫌いやでしょう？」

「嫌いやに決まってるわ！」

　室むろ見みはがたりと席を立った。拳こぶしを握りしめ小鼻をひくつかせる。

「よく分かったわ。これは作戦なのね。あの寝ね癖ぐせ頭あたまを孤立させ社内の居場所をなくす一大プロジェクト。……ふふ、さすがね桜さくら坂ざか。私が手塩にかけて育てただけあるわ。外げ道どう、まさにド外道。御お茶ちやノの水みずに咲く悪の華はなとはあんたのことね。正直見くびっていたわ」

「……いや、別にそこまでは考えてなかったんですけど」

　軽く引きながら否定するが、室見はもう工こう兵へいの言葉を聞いていなかった。天てん井じようを仰ぎ目め尻じりを吊つり上げる。

「いいわ！　寝癖頭の説明を聞いてやろうじゃないの。一時間でも二時間でも、あいつの仕事が滞るまで！　なんなら一ヶ月でも！」

　なんとも後ろ向きな熱ねつ意いだった。

　というか一ヶ月も説明してたら提案間に合わないだろう。どんだけ手段と目的が入れ替わってるんだよ。駄だ目め官僚か。

　だがまぁ、動どう機きはともかくやる気になってくれたのはありがたかった。この人、頑固だけど意外に単純なところあるよな。おかげで説得しやすい。まぁ有あり体ていに言うとバ──

　ごほん。

　工兵は咳せき払ばらいを一回、壁かべの時と計けいを仰ぎ見た。時間は八時五十分。そろそろカモメや梢こずえが出社してくる時刻だ。

「それじゃあ室見さん、僕仕事に戻りますんで、時間になったらお声がけしますね。ちゃんと打ち合わせ出てくださいよ」

「あたりまえよ。あの寝癖頭に一泡吹かせるチャンスですもの。逃すものですか。きっちりしっかりあいつの時間を食くい潰つぶしてやるわ！」

　昂こう揚ようも露あらわに言って自席に戻る。カタカタと小刻みな打だ鍵けん音おんがパーティション越しに響ひびいてきた。

　───。

　ややあって物音が途と絶だえる。室見が仕切り越しに小さな顔を出してきた。鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわが刻まれている。

「ねぇ桜坂……冷静に考えてみるとやっぱこれ、私が頭を下げて提案のやり方教えてもらってる感じじゃない？」




　たまに素に戻る室見を適当に洗脳──いや説得し続けて一時間、気づけばミーティングの開始時刻になっていた。

　室見に声がけしプロジェクタを携えてオフィスを出る。会かい議ぎ室しつにたどりつくと梢こずえはもう到着していた。ホワイトボード手前の椅い子すに陣取りノートＰＣを開いている。彼女は室見の姿を認めると露ろ骨こつに挑発的な表情を浮かべた。

「あら室むろ見みさん、ちゃんと来てくださったんですね。てっきりご自分の無知を思い知るのが嫌いやで逃げ出すかと思ってたんですけど」
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　室見は静かに首を振った。

「何を言っているの寝ね癖ぐせ頭あたま、せっかくあんたが貴重なナレッジを共有してくれるっていうのに私が欠席するわけないでしょ。今日きようはよろしくね。楽しみに聞かせてもらうから」

　殊勝に言って着席する。梢は拍子抜けしたように押おし黙だまった。瞬まばたきを数回、薄うす気き味み悪そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　だが工こう兵へいは見た。着席する寸前、室見が面おもてを伏せ悪あく魔まのように笑っていたのを。長い舌を出し邪悪に微笑ほほえんでいたのを。

　……いやぁ、何も起きないといいけどなぁ。

　冷や汗を拭ぬぐいつつ工兵は頭を下げた。

「梢こずえさん、今日はありがとうございます。上長の許可は大丈夫だったんですか？」

　工兵の問いかけに梢はこくりとうなずいた。

「はい、社長の話をしたら苦笑いしてました。できる範はん囲いで協力してあげなさいってことです」

「それはまた──」

　予想外に好意的な反応だった。というかＯＳ部の部長ってあの肝っ玉母かあさんみたいな人だよね？　ゴールデンウィーク前、歓迎会の時に飲み屋で遭遇した。一度挨あい拶さつにうかがった方がいいかもな。今回の御礼もかねて。

「それじゃあ……早速始めさせてもらっていいですか？　時間ももったいないので」

　梢こずえの言葉に工こう兵へいは「あ、はい」とうなずいた。プロジェクタをテーブルにセットし通路側の席に腰かける。

　梢は小さく息を吸い込み表情をあらためた。

「じゃあ提案書の作り方について説明を始めます。まずはこの図を見てください」

　プロジェクタの光がホワイトボードに一枚のスライドを映し出す。矢印と箱を組み合わせたフローチャートだった。最初の箱には『提出物の洗い出し』、次いで『提案書の構成決め』『要件対応表作成』などが続いている。

　梢はどこからともなく指示棒を取り出すと、ホワイトボードを叩たたいた。

「昨晩提案コンセプトの話をしましたけど、それは一いつ旦たん忘れてください。まずは営業の未み経けい験けん者しやでも分かるように提案書作成の技ぎ術じゆつ論ろんから話していきます。この手順をなぞればどんなバ──素人しろうとでも、とりあえずそれらしいものは出来上がる寸法です」

「ちょっとあんた、今私を見ながら何言いかけたのよ」

「気のせいです。さて最初の項目から見ていきますね。まずやらなければいけないのは提出物の確かく認にんです」

「？　提案書や見み積つもり以外に何か出すんですか」

　工兵の質問に梢は柔にゆう和わな笑えみを向けた。

「はい。たとえば私の関かかわった案件だと会社紹介やプロジェクトメンバーの経歴書、案件実じつ績せきなどを求められたことがあります。あとは──メンバーの資格証明を要求されたこともありますね。本当にその資格を持っているか、認定機き関かんの証明書を出せって感じで」

　ははぁ……。

　ぽかんと口をあける工兵の前で梢は小さく首を傾けてみせた。

「一口に提案書類と言っても、案件毎ごとに出さなければいけないものは異なりますから。何を提出するかチェックしておかないと全体のボリュームが見積もれません。なのでここは真っ先に確認するようにしてください。……ちなみに今回のＲＦＰは何を出せって書かれてます？」

「えっと……ちょっと待ってくださいね」

　手元のＲＦＰをめくる。確たしか最後のページに……あった、これか。

「提案書、見み積つもり書しよ、会社紹介……以上を書面で二部、電子媒体で一部ですね。あとはＮＤＡ？　をＲＦＰ受領後三日以内に出せって書いてありますけど」

「秘密保持契約ですね、そのあたりの話はあとでしましょう。……うん、なるほど。会社紹介だけならうちのホームページを流用できますし大して手間はかからないですね。提案書と見積もりの作成に注力できそうです」

　では次──と言って、梢こずえの指示棒がスライドを移動する。

「二つ目の項目、『提案書の構成決め』です」

「はぁ？　提案構成なんてとっくに決まってるわよ。コアはCatalystの６５、エッジに２９をもってきてFirewallは──」

「はいはい技術馬ば鹿かは黙だまりましょうね。提案構成じゃなくて提案書の構成です。章立ての確かく定ていともいいますね」

　梢がＰＣを操そう作さするとスライドが切り替わる。インデントを多用したリストが画面いっぱいに表示された。

「生きつ粋すいのエンジニアに提案書を作らせると、やたら詳細な構成図──プロトコルフローや物理・論ろん理り構成図を書いてきて以上おしまいとか言い出しますけど、そんなものは提案書の一部でしかありません。今回の提案にどんなスライドが必要で、作ったスライドをどういう順序で並べるか。このあたりを考えるのが本作業の目的です」

　梢はリストの先頭を指し示した。

「ここに書かれているのは一般的なインフラ提案書の章立てです。まぁ正解なんてありませんからあくまで例ではありますけど──今回の参考になると思います。というかもう面めん倒どうですからこのまま使っちゃってください」

「ざっくりしてますね……」

「初心者にはざっくりくらいで丁度いいんです。車しや輪りんを再発明してもしょうがないですし、応用は基き礎そを学んでからじっくりやってください」

　梢の声に誘われるままリストを眺めていく。

　まずは表紙、ご挨あい拶さつ、目次、提案のサマリー、ポイント、続いて全体構成、各提案コンポーネントの詳細説明、プロジェクト体制図、構築スケジュール、運用スペックに成果物が続く。……なるほど確たしかに色々ある。構成図だけじゃまるで足りない。梢が室むろ見みの資料に呆あきれ果てたのももっともだった。

「提案書を章立ての観かん点てんで検討するメリットはいくつかあります。まず提出物の確認でお話したのと同じ、全体の作業ボリュームを見み積つもれるということ。次に提案書のページ数を事前に決められること。──今回はともかく、案件によっては提案書のページ数に制限をかけてくるところもありますから。そういう場合、全体で何ページ使えるかあらかじめ分かっている方が望ましいわけです。そして最後に一個、これが重要なんですけど、章立てを決めておけば複数の担当者がパラレルで作業を進められる。各章を分担してあとで一つにまとめあげられるでしょう？　事前に全体構成が決まってなかったらこんなことできません。提案書の規模が大きくなればなるほど章立ての事前検討は必ひつ須すになっていくわけです」

「なるほど……」

「今回は私と桜さくら坂ざかさん、室見さんの三人がいますから、リストの項目をあとで均等に分担しましょう。単純に計算すれば三倍のスピードで提案書を完成させられるはずです」

　おおおお。

　工こう兵へいは感嘆の呻うめきを漏らした。凄すごい、快刀乱麻とはこのことだ。解決の糸口さえ見えなかった状況が瞬またたく間まに解きほぐされていく。説明の内容も具体的で迷うところはない。……すみません、正直舐なめてました。梢こずえさん半端ないよ。これがバイト時代の知ち識しき？　どんな専門学校生だったんだよ。自分の大学時代を思い出すと恥ずかしくなってくる。

　気づけば室むろ見みも引き込まれた様よう子すで身を乗り出していた。工兵の視し線せんに気づいたのか、はっと表情を引ひき締しめ椅い子すに座り直す。

　……いや、手遅れだから。今凄い興きよう味みありげな顔してたし。

　梢の説明はそのあとも明快だった。

　ＲＦＰの内容は要件対応表に転記・リスト化し抜け漏れがないかチェックする。見み積つもりはまず見積もり項目を洗いだし、ついで見積もり取得先、原価、利益率を一いち覧らん表ひようにする。トータルの利益率は１０％を確かく保ほすること。５％を下回る場合は社長決済を得る。もちろん０％は論ろん外がいだ。見積もりにあたっては必ず特記事項欄らんを準備し、前提条件を詳細に記載すること。支払いサイトの認にん識しきがズレると持ち出しが発生しかねないので必ず顧こ客きやくの支払日を確認する。──

　うん、確たしかに分かりやすい、分かりやすいのだが。

「大丈夫ですか？　二人ふたりとも、ついてきてます？」

「な、なんとか」

　工兵は必死でメモを取りつつ額ひたいの汗を拭ぬぐった。いくら分かりやすい説明でも一度に咀そ嚼しやくできる容量は限られている。次々に飛び出す用語や概念に工兵はドロップアウト寸前だった。室見は──と見ると、とうに理解を諦あきらめたのかメモ用紙にツナ缶を落書きし始めている。おおい！

　もう少し頑張ろうよ。さっきあんなにやる気見せてたんだからさ。

　───。

「はい、以上です。お疲れさまでした」

　二十分後。

　梢の声に工兵は肩の力を抜いた。どっと疲労がこみ上げてくる。疲れた……こんなに必死で話を聞いたのは自動車学校の講こう義ぎ以来だ。大学の授業でないのは……まぁ触れないお約束。

　梢はやや不安そうに瞳ひとみを揺らした。

「あの……私の説明分かりづらかったですか？　凄い辛つらそうな顔してますけど」

「……あ、いえ」

　工兵は慌てて首を振る。片手で口元を押え頰ほおの筋肉をほぐした。

「大丈夫ですよ、ちょっと……慣なれていない分野だったんで混乱しちゃって。でも分かりやすかったですよ。これならなんとかいけると思います」

「ならよかったんですけど」

　梢こずえの顔はまだ心配げだった。工こう兵へいは視し線せんをメモに落とした。

「そういえば。このＮＤＡ……でしたっけ。ここの説明はいいんですか？」

「あ」

　そうでしたすみませんと言って梢はＰＣに向き直った。タッチパッドを操そう作さ、ややあってホワイトボードに契約書の文言が表示される。

「ＮＤＡ……Non-Disclosure Agreement、文字通り秘密保持の契約ですね。ＲＦＰで得た情報を第三者に公開しない、他案件に流用しないという約束事です。提案にあたってはどうしてもベンダーに顧こ客きやくの内部情報を提供する必要がありますから、そのリスクヘッジですね」

　プロジェクタの画面がスクロールする。第×条（紛争の解決）という項目の下に、（甲）（乙）の署名捺なつ印いん欄らんが表示された。

　梢は大きな眼まなこを細めた。

「私達のやるべきことは単純です。このＮＤＡに問題がないかチェック、大丈夫そうなら署名捺印して提出するだけです。するだけなんですが──」

「？　なんですか」

　何か気になることでもあるのか。

　先程の説明通りＮＤＡが『顧客情報を悪用しない』契約なら、特にサインしても問題ないように思える。だが梢は「いえ──」と口元を歪ゆがめた。

「契約書系は色々厄やつ介かいなんですよ。素人しろうとには分からない言い回しも多いですし、何気ない表現に法律的なリスクが潜ひそんでることもありますから。本来なら専門の法務部や顧問弁べん護ご士しにチェックしてもらうべきなんですけど」

「弁護士……ですか」

「はい。大げさと思われるかもしれませんけど、そのくらい法律の話はリスキーなんです。これは別会社の話なんですけど、あるＮＤＡに案件構成の横展開を禁止する条項があって、その会社は同種のサービスを開発・提供できなくなったそうです。他ほかにも現場の独断で締てい結けつした契約が後々訴訟で使われたり、賠ばい償しよう請せい求きゆうの根拠になることがあって、──とにかく神経質すぎるくらい神経質に取り扱えというのが、前の会社の契約書に対するスタンスでした」

「………」

　押おし黙だまる工兵の前で梢は視し線せんを宙に巡らした。

「正直ここだけはちょっと私の手に負えないところです。どうしましょうね、総務に頼んでチェックしてもらえるか訊きいてみましょうか」

「総務って……あの採用担当ですか？」

　工兵は露ろ骨こつに嫌いやそうな声を漏らした。

　脳裏にロン毛の優やさ男おとこが浮かぶ。思い出すだけでも腹立たしい。自分を騙だまくらかしスルガシステムに入社させた人物だ。……彼に契約書のチェックをさせる？　冗じよう談だんだろう。あんな詐さ欺ぎ師しに任せたら文面を精査するどころか妙な条項を紛れ込ませかねない。労働時間を一日十二時間にするとか、年休を半分に減らすとか。

　梢こずえは「ええまぁ」と言葉を濁にごした。

「私も正直頼みたくないですけど……ううん、普ふ段だん社長どうしてるんですかね」

「社長に訊きいてみますか」

「私、あの人と口ききたくないんです。余計な仕事押しつけられますから」

　おおお、なんて人望のないトップだ。いや、まるっきり自業自得だけど。

　会話が途と切ぎれる。

　と、不意にカタカタという小刻みな打だ鍵けん音おんが聞こえてきた。梢と二人ふたり、視し線せんを向ける。室むろ見みがＰＣに向き合い一心不乱にキーを叩たたいていた。両目を見開き喜悦に満ちた様よう子すでターミナルを覗のぞき込んでいる。

「……よし、community［65001:300］をＡＣＬでひっかけてlocal-preferenceを２００にセット。輻ふく輳そうリンクから来る経路を５０にセットしておけばテンポラリでトラフィックを待たい機き系けいに逃がせると。ふ、ふふふ、いいわ、いいわよ。素直な挙動で大変よろしい。で、あと分散できそうな通信は──」

「えい」

　梢の指がノートＰＣの無線ＬＡＮスイッチをオフにする。ターミナル上の文字転送がぴたりと止まった。瞬しゆん間かん、室見の顔から一切の血の気が引く。

「おぉぉぃ!?　なにしてくれとんじゃこのガキャあ！」

　室見が飛び上がらんばかりの勢いで椅い子すを立つ。つめよる彼女を梢はうるさそうに押し返した。

「室見さんこそ何やってるんですか!?　人が説明してる最中に自分の仕事始めて。教えてもらっている自覚あるんですか!?」

「しょうがないでしょ！　お客さんから至急対応依頼のメール来たんだから。それよりあんたtelnet中に通信切断して。アクセス中のルータに何かあったらどうするつもりよ!?」

「show系のコマンドしか打ってなかったから問題ないでしょう。万が一設定保存していなくても経路が通常に戻るだけですし」

　………。

　よくそこまで見てるな。喧けん嘩かのレベルが無む駄だに高い。一歩間違えば大惨事寸前のところで殴り合っている。

　室見はちっと舌打ちし椅子に腰を下ろした。細い足をぞんざいに組む。

「ていうか、あんたさっきおしまいとか言ってなかった？　以上お疲れさまとか喋しやべってたじゃない」

「何分前の話ですかそれ……。そのあとＮＤＡの話をしてたんですよ。法務チェックをどうするか工こう兵へいさんと悩んでたの、聞いてなかったんですか？」

「法務チェック？」

「契約書の確かく認にんですよ。私達みたいな素人しろうとが一番手を出しづらい分野でしょう」

　室むろ見みは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。片かた眉まゆを持ち上げ梢こずえを見る。

「そんなのカモメに任せればいいじゃない」

　………？

　沈ちん黙もくが室内に満ちる。

　梢と工兵は顔を見合わせた。




「え？　ＮＤＡのチェック、いいわよー。いつまでにやればいいの？　今日きよう中じゆう？　ああもう余裕余裕。定時までにはチェック終えて戻すわ、まかせといて」

　カモメは快活に言ってプリントを受け取った。自席についたままざっと視し線せんを走らせる。早々に確認点を見つけたのか、付ふ箋せんを取り上げ紙面に貼はりつけ始めた。

　工兵は首を捻ひねった。

「……いやびっくりしました、いつも社長案件の契約書をチェックしてたの、カモメさんだったんですね」

「ふふん」と得意げに室見が胸を張る。彼女は腰に手を当て顎あごを持ち上げた。

「契約書チェックだけじゃないわ、顧こ客きやく法務との交渉、債権回収、コンプライアンスの推進にも関かかわってるんだから。すごいのよカモメは」

「別に室見さんが凄すごいわけじゃないでしょう。なんで威張ってるんですか、鬱うつ陶とうしい」

　梢の毒づきもいまいち覇は気きがない。

　予想外の展開に圧倒されているのだろう。カモメの手元を食い入るように見守っている。カモメは「たはは」と照れくさそうに笑った。

「そんな大したことないわよー。特に何か法律系の資格持ってるわけじゃないし。見よう見まねでやってるだけだから」

「見よう見まね？」

「うん、私、昔ある会社の法務部にいたことがあってねー。そこが結構ややこしい事案扱ってたから、色々覚えちゃったのよ」

「へぇ……ちなみにどんな会社だったんですか？　そこ」

「京きよう都との花札屋さん」




　ぶっ……！




「いやぁユ○・○ラーとかマ○コンとか本当大変で」

「も、もう言わなくていいです！　なんか色々危険な香りがしてきました。過去の経けい緯いはよく分かりましたから、大人おとなしくＮＤＡのチェックを続けてください！」

　はぁいと気の抜けた返事をしてカモメが確かく認にんに戻る。

　工こう兵へいは額の汗を拭ぬぐった。

　京都の花札屋って……やっぱアレだよね。社名にＮがつく……。

　脱力する工兵に室むろ見みがすっと身体からだを寄せてきた。細い肘ひじで工兵の腕を小突く。

「どうよ桜さくら坂ざか、うちの会社もまんざら捨てたもんじゃないでしょ？」

　工兵は無言でうなずく。確たしかに、梢こずえの営業知ち識しきとカモメの法務スキル、それに室見の技術力が加われば怖いものはないように思える。少なくとも会社の看板だけ立派な木こっ端ぱＳＥに負ける気はしなかった。

　工兵は拳こぶしを強く握りしめた。室見と梢、二人ふたりに向き直り表情を引ひき締しめる。

「じゃあ僕達も自分の作業に戻りましょう。分担決めして一気に提案書を作り上げるんです。週明け、いいや今週中には叩たたき台だいを完成させたいと思っています。お二人とも、協力お願ねがいします！」

　えっらそうに。

　室見は愉快そうに言って、そして笑った。
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　結局、週末を待たず提案書は出来上がった。室見の設計が進んでいたせいもあるだろう。例の気の早い成果物を流用・改変することで思ったより早く資料を作り上げられた。もちろんドラフト版だから細部を整ととのえていく必要はあるが、とりあえず全体像は見えてきた。

　………。

「よっし。ＮＤＡも出したし要件対応表もほぼチェック完了、あとは見み積つもりをまとめるだけね。寝ね癖ぐせ頭あたま、運用の見積もりはできてる？」

　六月十二日金きん曜よう日び、午後三時三十分。

　工兵達は今日きようだけでもう何度目かになる提案レビュー（審しん査さ）を行っていた。場所は会かい議ぎ室しつ、長テーブルに資料をぶちまけホワイトボードに課か題だいを書き連ねている。当初膨ぼう大だいだった残タスクは一つまた一つと横棒で消されあと数個を残すのみとなっていた。

　席順は説明会の時と同じ、工兵と室見が並んで司会席に梢が座るフォーメーション。

　室見の問いに梢は小さくうなずいた。

「はい、今上長承認もらってるところですから、定時までにはＦＩＸすると思います。あと・機き器き・回かい線せん・ＤＣの見み積つもりもほぼほぼ揃そろってきましたから、そろそろ全体費用感の確かく認にんに取りかかれます」

「上等」

　室むろ見みは唇の端を大きく吊つり上げた。手元の資料を閉じると伸びをする。

「ふぁ……う。ようやく終わりが見えてきた感じね。自分で言うのもなんだけど、この提案書かなりいい感じじゃない？　絵や図が多くて分かりやすいし、要点もちゃんとまとまってる。なんかプロの提案書みたい」

「……室見さん、一応うちらプロですから」

　金をもらって仕事にしている以上アマチュアレベルじゃまずいだろう。工こう兵へいの突っこみに室見は「そうか、そうだったわね」と答えた。提案書完成で上じよう機き嫌げんになっているせいか、いつものように感情的な反応はない。彼女は席を立つと身体からだの強ばりをほぐすように肩を回した。

「じゃあ次は見積もり積せき算さんしたあとにレビュー？　時間は六時くらいからでいいかしら。──寝ね癖ぐせ頭あたまも大丈夫？　もっと遅い方がいい？」

「いえ六時で大丈夫です」

　梢こずえの回答に室見はうなずき「じゃ私仕事に戻るから」と部へ屋やを出ていった。ぱたんと扉の閉まる音が響ひびく。工兵もノートＰＣを畳み卓上の書類を片づけようとした。

「……桜さくら坂ざかさん、ちょっといいですか」

　唐突に呼びかけられた。

「？」

　片づけを中断し顔を上げる。梢が硬い表情でこちらを見ていた。

「どうしたんですか、梢さん。怖い顔して」

　まさか……またサイコパスモード発動か？　緊きん張ちようして身を引くが梢の顔はあくまで真ま面じ目めなままだった。小さな唇が一いつ瞬しゆん何かを言いかけまたつぐまれる。居い心地ごこち悪い沈ちん黙もくの後、彼女は言った。

「桜坂さん、あの……私、……謝あやまらないといけません」

「謝る？」

　首を傾かしげる工兵の前で梢は身を縮ちぢこまらせた。

「私……こんなトントン拍子にいくと思ってなかったんです。ＮＤＡの件もありましたし室見さんがあんな本気で取り組むと考えてなくって。……きっとどこかで失敗するだろうと思ってたから、今まで何も言わずにきちゃいました。本当ごめんなさい、すみませんでした」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ梢さん。一体なんの話です？　何を言わなかったっていうんですか」

「………」

　梢は作りかけの提案書を取り上げると表紙をめくった。

「……桜坂さん、この提案書どう思いますか？」

「どうって──」

　工こう兵へいは顔をしかめた。

「いい提案書じゃないですか？　室むろ見みさんの言う通り分かりやすいですし、梢こずえさんのアドバイスもちゃんと活いかせてる感じで」

「そう……見えますか」

　梢の笑えみは自じ嘲ちよう的てきだった。白い指先が提案書の文面をなでる。彼女は呼吸を整ととのえた後、表情を消した。

「断言します。この提案書では１００％コンペに勝てません」

　………。

「なっ」

　工兵は声を上げた。全身から熱ねつが引いていく。脳裏を激はげしい混乱が満たした。勝てない？　なぜ。どうして。

「ど、どういうことですか。僕ら何かミスをしてるんですか。梢さんの教えを守れていないところがあるんですか」

　梢はかぶりを振った。沈痛な面持ちで「いえ」と否定する。

「じゃあ資料が足りないんですか。会社紹介やＮＤＡみたいに、まだ作り忘れているものがあるとか」

「いえ」

「室見さんの設計に問題がある？」

「いいえ」

「運用をないがしろにしてるとか」

「いいえ、いいえ」

「じゃあなんで！」

　下唇を嚙かむ梢に工兵は詰め寄った。華きや奢しやな肩を押え揺さぶる。彼女は辛つらそうに顔を逸そらした。

「この提案書には何も問題ありません。章立ても、構成も、各資料の説明も完かん璧ぺきです。今の条件でこれ以上の資料を作るのは難むずかしいでしょう」

「だから！」

「でも、それだけです」

　梢の声は冷たかった。彼女はほつれた前髪を目元に垂らし、暗い眼まな差ざしで工兵を見た。

「まっとうな構成、まっとうな章立て、過不足のない資料。こんなもの上場クラスの企業なら普通に作ってきます。社員個々のレベルなんて関係ない。彼らには膨ぼう大だいな提案テンプレート、流用可能な実じつ績せき、バックヤードの支援があるんです。この規模のＲＦＰに参加する会社なら尚なお更さらでしょう」

「………！」

「知っていますか？　ＪＴ＆Ｗの中には提案書のフォーマットを整せい形けいするためのチームがいるんですよ。フォントを統一しグリッド線せんに合わせ、表記ミスがないか確かく認にんする部隊。他ほかにも法務、マーケティング、営業支援。その全すべてが一丸となって今回の提案をバックアップしてくるんです。対して私達はカモメさんをいれても四人だけ。これで本当に勝てると思いますか？」

「で、でも」

　工こう兵へいは声を上ずらせた。必死になって目の前の希望にすがりつこうとする。

「室むろ見みさんの設計はどうなんですか？　あの人の技術力って凄すごいじゃないですか。こないだだってＪＴ＆Ｗのエンジニアを正面から完かん膚ぷなきまでに論ろん破ぱしたんです。単純に技術のフィールドなら僕らにだって勝ち目がある。違いますか」

　それに運用だって──。梢こずえさんのトラブルシューティングスキルは神かみ業わざに近い。半端な大企業のエンジニアなど足下にも及ばないはず。そう思ったのだが梢は静かに首を振った。

「現場レベルでは確たしかに。……でも彼らは専門のサービス部隊を持っています。室見さんが一週間かけて設計・構築するシステムを既に定型の仕組みとして準備しているんです。パラメータシートを記入すればあとは自動で設定、出荷、設置確認が行われる体制。もちろん運用についても同様です」

「………」

「もう一つ言っておきましょうか。私達は回線や機き器きを購こう入にゆうする際、担当者単位で業者に問い合わせます。ですがＪＴ＆Ｗのような大企業は違います。彼らは購買、資材部という専門のバイヤー部隊を持っているんです」

「購買……資材？」

「商品の相場を見極め、複数の調ちよう達たつ先さきとパイプを持ち、常に最良の価格で品物を仕入れる集団です。全案件の取引を一窓口で行うから大量仕入れとなり大幅な値引きも交渉できます。私達が同じ商品を仕入れるより遙はるかに安く、場合によっては半値以下で」

　そんな……。

　息を吞のむ工兵の前で梢は眦まなじりをすぼめた。

「分かりましたか。仮に彼らと同じ構成を組んでも価格面では絶対に勝てない。では、と構成をレベルアップすれば更に費用が跳ね上がる。どうあがいても太た刀ち打うちできないんです。私達が小所帯である限り万に一つも勝機はありません」

「で、でも！」

「桜さくら坂ざかさん」

　梢の声はかすれていた。彼女はぎゅっと下唇を嚙かみしめた。

「私は……謝あやまらないといけません。室見さんをやりこめられるのが嬉うれしくて、みんなで作業できるのが楽しくて、今の話を黙だまっていました。本当は分かっていたんです。最初からこの案件に勝ち目はないって。適当に手間をかけず提案資料を作って、社長への面目を保つのが得策だって。みんなの稼か働どうを無む駄だに消費するべきじゃないって」

　脳裏に一昨日おとといの会話が蘇よみがえる。

『提案書の作り方程度なら私の方で十分お教えできると思います。ただ──』

　そう言って梢こずえは口ごもった。なるほど、彼女は分かっていたのだ。この案件が袋ふくろ小こう路じなのを。バッドエンドしかない出来損ないのゲームであることを。

　彼女はもう一度「桜さくら坂ざかさん」とつぶやいた。視し線せんを上げ、まっすぐに工こう兵へいを見据える。

「これ以上のレビューはやめましょう。あとは見み積つもりだけ私の方で作って整せい形けいしておきます。コピーや製本ならカモメさんに手て伝つだってもらえるはずですし。室むろ見みさんと桜坂さんはご自分の仕事に戻ってください」

　沈ちん黙もくが室内に満ちる。押おし黙だまる工兵に梢はふっと優やさしく微笑ほほえんでみせた。

「そんな顔しないでください。別に恥ずかしいことじゃないですよ。こちらは社員数三十名、向こうは一万、端からまともな勝負になりっこないんですから。別の案件……彼らが手を出してこない領域で戦えばいいだけです。──ね？」
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　雨音が止やむことなく響ひびいている。築云うん十じゆう年ねんのボロアパートは至るところ湿気に満たされ、空気は雨の匂においを含んでいた。工こう兵へいは顔を上げ窓から外を眺める。灰はい色いろの雲は厚く垂れ込め晴れ間の覗のぞく気け配はいはない。今日きようでもう丸三日雨が降り続いていた。室内を見渡せば壁かべにかけられたタオルやシャツが目に入ってくる。

　──洗せん濯たく物もの、乾かないなぁ。

　工兵は溜ため息いきを一回、比較的乾きかけた靴下をハンガーから外した。手触りを確かく認にんしこれならなんとかドライヤーで乾かせるかと思う。あとはもう生乾きでも我慢してしまうか。抵抗はあるが、使ってすぐ洗うバスタオルや手て拭ふきは最悪それも検討するべきだろう。憂ゆう鬱うつな思いに囚とらわれつつ洗面所に向かいかけた時だった。

　ふっと机上の書類が目に入る。カラフルな図表やロゴで彩られたＡ４の冊子、業なり平ひら産業の提案書だった。

　………。

　愛あい猫びようの亡なき骸がらを目もく撃げきしたような気分になり、工兵は視し線せんを逸そらした。

　あれから二日、結局事態を打開する方法は見つからなかった。梢こずえの言葉を工兵から聞かされた室むろ見みは最初こそ怒り狂ったものの（「あいつ今更なに言ってんのよ」とか「敵前逃亡なんて、恥を知りなさい恥を」とか）数時間後には平静を取り戻していた。

　してみると彼女は知っていたのかもしれない。自分達の提案書ではＪＴ＆Ｗに勝てない、コンペティタに太た刀ち打うちできないことを。

　ある意味……当然か。

　室見はＪＴ＆Ｗにいた。敵の強大さは何より熟じゆく知ちしているだろう。完全に分業化され会社丸ごと一つのシステムとして動く集団。個々人のスキルなど関係ない、決められた手順を行うだけで室見レベルの設計・構築が次々と出来上がる組そ織しき。

　怪物だ。

　一万の頭を持つ巨大な獣けもの、中小企業の挑戦など歯し牙がにもかけず踏ふみ潰つぶしていく化け物。




　──ベヒモス。




　不意にそんな単語が脳裏を過よぎった。

　旧約聖書に登場する巨大な怪物。鋼はがねのような骨組みと杉のような尾を持ち、神以外にこれを滅ぼすことはできないとされた獣。そして自分達──卑小な人間はロクな武器も装備もなくこの巨きよ獣じゆうに挑まなければならない。

　勝てるわけがない。どだい無理な勝負だったのだ。梢の言う通り適当に提案書の体てい裁さいを整ととのえてお茶を濁にごすのが一番だった。

（……なんて、割り切れれば楽なんだけどね）

　工こう兵へいはもう一度机上の提案書を顧かえりみた。

　梢こずえと最後にレビューを行ってからこの方、工兵は提案資料を持ち帰り逆転の策を練り続けている。金土と頭を悩ませた挙げ句今日きようは日にち曜よう日び、正直たまの休日まで何をやってるんだという感じだった。

　だがＲＦＰ説明会での屈辱──ＪＴ＆Ｗの狼ろう藉ぜきを全すべて忘れ安あん穏のんとしていられるほど、自分は大人おとなでない。損な性分と呼ぶなら呼べ。たとえ自分一人ひとりになってもあいつらに一矢報いてやる。卑小な人間にも牙きばや爪つめがあることを思い知らせてやる。

　………。

　まぁ、その方法が見つからないからこんなに鬱うつ々うつとしてるわけだけどね。

　ほうと嘆息し机から視し線せんを逸そらす。口元を歪ゆがめ、首の後ろを搔かきつつ洗面所に歩き出そうとした時だった。家の固定電話がけたたましい音を立てて鳴り出した。

　眉まゆ根ねを寄せ振り返る。

　こういう休日の昼日中に無ぶ遠えん慮りよな電話をかけてくる相手と言えば──

『お兄にいちゃん、いるんでしょー!?　さっさと出てよもう、居留守使ってるのは分かってるんだから』

　妹だった。

　愚ぐ妹まいだった。

　桜さくら坂ざか家け一やかましいことで知られる彼女は、工兵の印象を裏切ることなく大声で留守番電話に喋しやべり続けた。

『ひょっとして寝てるの？　休日の午後に？　うわー信じられない。駄だ目め人間だ。堕だ落らくだね、モラトリアムだ』

　また……どこかで聞きかじったような言葉を。

　工兵は舌打ちした。

　中三のガキに何が分かる。今の自分はさておき徹てつ夜や作業明けの社会人なら普通に昼間も寝ているだろう。社会の厳きびしさも知らない子供が好き勝手言ってるんじゃねーよ。無視だ無視。どうせ母親の様よう子す伺うかがいを取り次いでるだけだし、あとで落ち着いてからかけ直せばいいだろう。

『へー、そう。本当に出ないつもりなんだ。ふぅん、せっかく可愛かわいい妹が電話かけてあげたのにシカトするんだ。ふぅん』

　何が可愛い妹だよ。可愛げないの間違いだろう。

　鼻を鳴らし部へ屋やを出ようとすると。

『六年二組、桜坂工兵。将来の夢』

　……へ？

　両の目を見開き振り向く。

『僕は将来ゲームデザイナーになりたいです。Ｆ○みたいな超大作ＲＰＧの開発に関かかわり格好いい武器や技をいっぱい考えたいです。僕の考えた必殺技、【超ちよう弩ど級きゆう羅ら刹せつ冥めい王おう斬ざん】自分は死ぬ──』

「待てやこらああああ!?」

　ひったくるように受話器を取り怒ど鳴なりつける。

『あ、いた』

「あ、いたじゃねぇ！　どっから持ってきたその黒歴史！　上京する時に処分したはずだぞ!?」

『お母かあさんがゴミ箱から拾ってきたんだよ。駄だ目めだよー、あの人ひと物持ちいいんだから。捨てるならちゃんと回収まで見届けないと』

　ぐっ……くぅ！　くそ、忘れてた、忘れてたのに。

　あんな分かりやすい厨ちゆう二に病びよう邪気眼設定。しかもＦ○７のパクリ、自分の中にああいう嗜し好こう、気質があったなんて絶対に認めたくなかったのに！

　歯は軋ぎしりする工こう兵へいに妹は溜ため息いきで応こたえた。

『ていうかお兄にいちゃんさー、昔からボケツッコミでいうとツッコミ系のキャラだったけど、最近とみにその傾向が強まってるよね。なんなの？　会社でイジられまくってるの？』

「うるさい！　人のことをいじめられっ子みたいに言うな！」

　マジ泣きで否定する。

「だいたいお前、いくら母さんが拾ってきたからって勝手に人の卒業アルバム見るなよ。おまえだって自分の卒業アルバム読まれたら嫌いやだろう」

『残念でした。私は読まれて困るようなこと書かないもんね。小学校の時はお花屋さんで中学はアナウンサーにするつもりだから』

「はぁ？　おまえがお花屋さんにアナウンサー？　無理だろうどう考えても。電話越しに話してても性格の悪さが滲にじみ出るのに接客やマスコミ関係なんて──」

『僕の考えた必殺技その２、【フルメタルアイスフレイム】敵は氷と炎で焼き尽くさ』

「分かった！　分かったからやめてくれ！　僕が間違ってた！」

　畜生……畜生！　今度帰省した時、そのアルバム絶対に処分してやるからな。今度は焼却だ！　断裁、溶解の上、焼却処分！

　工兵は荒い息をつきつつ額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「……で？　とっとと母さんに代われよ。どうせまた僕の食生活や睡眠時間を心配してるんだろう？」

『あ、ううん、違う違う。今日きようはね、お父とうさん』

　………。

　……は？

『なんか暇さえあれば「工兵はどうしてる」「工兵は大丈夫なのか」ってうるさいから、もう直接話してってお願ねがいしたの。ほら、お父とうさん。お兄にいちゃんいたよー』

「待て！　ちょっと待った！」

『お父さん、お父さんってばー』

「待てっつってんだろ、殴るぞこら！」

『──なんだ、誰だれを殴るっていうんだ』

　………。

　いつの間にか電話向こうの相手が変わっていた。野太い、いかにも頑固そうな声音。忘れるはずもない、父親の声だった。

「いや、その……あの」

　ごくりと唾つばを飲み込む。全身の毛穴が開き滝のような汗が吹き出した。怖い、怖い、怖い。こうして話してるだけでも心しん臓ぞうが縮ちぢみ上がる。喉のどがからからに渇き、引きつるような痛みを訴えた。

　工こう兵へいの父親は老舗しにせの和菓子店を経営している。経営といっても小規模な店てん舗ぽだから自ら店頭に出て接客・陳列を行う。ついでに言えば帳ちよう簿ぼ付づけ、仕入れ、店員の管理まで行う。完かん璧ぺき主義で職しよく人にん肌はだ、自分に厳きびしく他人にも厳しい。工兵達家族も当たり前のように店を手て伝つだわされていたが、ミスをすれば容赦なく拳げん固こを振るわれた（ただし妹は手の甲を叩たたかれていた。このあたりひどく理不尽なものを感じる）。

　今でも思い出す。背後から自分を見つめる鷹たかのような眼まな差ざし、隙すきあらば誤りを指摘しようとする無言のプレッシャー。

　あまりの恐ろしさに工兵はいつしかクレーム処理を自前で行うようになっていた。ミスして客を怒らせても自力で相手を鎮しずめられればいい、問題をなかったことにできればいい。交渉の範はん囲いは客から同僚、取引先まで広がり、ついには筋物の相手をするまでになっていた。いやさすがに本職の対応は怖かったが、脅されるより凄すごまれるより何より父親の折せつ檻かんが怖かった。最悪暴ぼう力りよく沙ざ汰たにさえならなければ何を言われようと構わない。そう腹を括くくるぐらい当時の工兵は父親を恐れていた。

　よくよく考えてみると今、実社会で物もの怖おじせず過ごせているのも、実家での経けい験けんあってこそな気がする。──うん、まったく世の中何が幸いするか分からない。

　………。

　などと感心してる場合じゃなくて。

　工兵は受話器を握りしめた。大きく深呼吸を一回、言葉を絞り出す。

「ひ、久しぶり」

　緊きん張ちようのあまり声が震ふるえている。父親は数秒沈ちん黙もくした後、言った。

『元気か』

　相変わらずぶっきらぼうな物言いだった。必要なこと以外何一つ語らない。無む駄だを極端に廃した喋しやべり方かた。

　工こう兵へいは「うん」と応こたえた。さすがに素っ気なさすぎるかと思い「うん、元気だよ」と付け足す。

『そうか』

　それっきり会話が途と切ぎれた。

　十秒。

　二十秒。

　三十秒。

　………。

　いやいやいや。

　なんだこの拷ごう問もんタイム、新あら手ての尋問か。え、ひょっとして僕、なんか言わなきゃいけない？

　謝しや罪ざいか弁明でも求められている？

　受話器を持つ手に汗が滲にじんでくる。そういえば就しゆう職しよく以来、父親とまともに口を利いていない。収入ができた瞬しゆん間かん没交渉になるなど親不孝の最たるものだろう。ひょっとしたら父親は怒っているのかもしれない。挨あい拶さつさえ寄こさず居留守を使い続ける息子むすこのことを。

『工こう』

　低い声に首をすくめる。

　ああ怒ど鳴なられる。観かん念ねんして目を閉じた瞬間。

『仕事は楽しいか』

　そう訊たずねられた。

「……え？」

　工兵は目を瞬またたいた。予想外の質問に沈ちん黙もくしているともう一度、低い声で質問される。

『仕事は楽しいか、そう訊きいとるんだ』

　……えっと。

　どう答えてよいか分からず口ごもる。

　ひょっとして皮肉か？　家業を捨ててまで選んだ仕事は楽しいか？　そう訊かれているのか。

　──いや。

　工兵はかぶりを振る。父親は回りくどい言い回しを嫌う。言いたいことがあれば繕つくろうことなくはっきり口に出してくるはずだ。であれば質問の意味は言葉通り、自分が単純に仕事を楽しんでいるか訊ねている。

　わずかに考えた末、工兵は答えた。

「楽しくは……ないよ」

　静かに、淡々と言葉を紡ぐ。

「上司は無む茶ちやばかり言ってくるし、お客さんはわがままだし、定時で上がれることなんてほとんどないし、休日だってたまになくなるし、代休なんて取れたことないけど」

『………』

　でもと工こう兵へいは続けた。

「仕事だからね。普通に働いてるよ」

『普通に──』

「朝起きて出社して帰ってきて、一晩寝てまた起きて出社して、それを毎日繰くり返してる」

　工兵の答えに父親は押おし黙だまった。数すう瞬しゆんの静寂を経て『そうか』と低いつぶやきを漏らす。

『まっとうに……働いとるんだな』

　おやと思うくらい穏おだやかな声音だった。沈ちん黙もくする工兵に父親は続けて言った。

『インターチェンジの会社などというから浮ついた、格好だけの仕事かと思っとったが、普通に働いとるんだな。少し安心した』

「父さん……」

　えーっと、多た分ぶんインターネットと言いたいんだろうけど間違ってるからね。ちょっと雰囲気的に口挟みづらいから黙ってるけど。あとインターネット接続だけじゃなくてＩＴインフラ全般だから。……いやそもそも純粋にインターネットの会社といったらＩＳＰをさすんじゃないか？

　───。

　まぁいいや、説明し出すとかえって混乱させそうだ。今度時間がある時にゆっくり話すとしよう。

「で？　ひょっとして僕がどんな会社に勤めてるか心配して電話かけてきてくれたの？」

『別に心配などしとらん』

　父親は憮ぶ然ぜんと言った。

『電話を渡されたから話してるだけだ』

　ああそうですか、じゃあそういうことにしておきましょうかね。

　工兵は肩の力を抜いた。よかった……別に自分を叱しかろうという意図ではないらしい。まだ油断はできないがとりあえずあまり身構えないでもよさそうだった。

『それで……工こうは具体的にどういう仕事をしとるんだ。母かあさんに訊きいてもいまいちよくわからん』

「母さんはなんて説明したの？」

『パトロンの仕事だと言ってた』

　パソコンな。

　……というかこのレベルの人にどうスルガシステムの業務を説明しろと？　無理じゃね？

　悩みつつも工兵は口を開いた。言葉を選びゆっくりと説明していく。コンピュータの仕事には様々な分野があり、自分の関かかわっているのはインフラと呼ばれる領域であること。自分の作ったサーバやネットワーク上で企業のシステムが動いていること。構築や運用の経けい験けんを経て、今また営業や提案にも関かかわりつつあること──

　話しながら工こう兵へいはふと思った。

　そうだ、例のＲＦＰの件、父親に訊きいたら何かアドバイスをもらえるんじゃないか？　小規模とはいえ三十年以上自分の店を経営してきた人だ。商売の勘所も分かっているだろう。自分など及びもしない知見、見けん識しきを持っているかもしれない。

「父とうさん、ちょっといいかな」

『？　なんだ』

　訝いぶかしげな父親に業なり平ひら産業のことを伝える。大規模な商しよう談だんを任されたこと、競きよう合ごう相手はいずれも業界トップクラスの超大手企業であること、まともにぶつかったところで勝ち目がないことなどを話した。規模や企業体力に勝る相手を倒す方法はないか、劣勢を覆くつがえす手段がないか訊たずねる。

　父親は沈ちん黙もくした。

　突然の質問に戸惑っているのだろう。ううんと低い唸うなり声ごえを漏らし、また考え込む。

　どのくらい時間が過ぎただろう。これはだめかなと思った矢先、父親は言った。

『ニーズとかコンセプトとか、そういうややこしい横文字はよく分からん。……工こうの仕事がどんなものかも知らんしな、分からんことについて適当なことは言えん。ただ──』

　父親は一いつ瞬しゆん言葉を切り、それからゆっくりと続けた。

『大事なのは結局、お客さんの欲しいものは何かだろう。おまえの話を聞いてると、その……ＲＦなんとかというやつに書かれているから答えを準備してるようにしか聞こえん。工は業平というお客さんが本当に何を欲しがってるか、分かっているのか？』

　え……。

　工兵は目をしばたたいた。

　一瞬何を言っているのかと思う。

　お客さんが本当に求めているもの？

　一番欲しいもの？

　だからそれはＲＦＰにまとめてあって──

　………。

　考えた末、表情を強こわばらせる。

　いや違う。違うのか。ＲＦＰはあくまでＲＦＰだ。顧こ客きやくじゃない。自分は業平産業の何を知っている？　彼らの求めるサービスレベル、クオリティ、サポート品質、企業風土、担当者のパーソナリティ、社内体制。そういった背景をどこまで理解している？

　───。

　知らない、何も知らない。

　自分の知っている業平産業はあの説明会だけだ。冷たい眼まな差ざしの橋はし本もとという担当者、あと何人かの会場スタッフだけ。こんな状態で客のニーズに応こたえる？　客の心に響ひびく提案を作る？

　馬ば鹿かな。

　工こう兵へいは受話器を握りしめた。

　できるわけがない。木を見て森を見ずも甚はなはだしい。暗くら闇やみの中、明かりも持たず樹じゆ海かいをさまようようなものだ。瞬またたく間まに進路を失い、帰り道さえ分からず朽くち果ててしまうだろう。まさに今の自分達だ。行く先も分からないまま暗中途方に暮れている。

　ふと脳裏を一つの記き憶おくが過よぎった。

　あれは中学生の頃ころだろうか。店番の最中、ちょっとしたトラブルがあった。旅行中と思おぼしき中年女性が来店し、ある商品を欲しいと言ったのだ。おそらく土産みやげか何かだったのだろう。女性は訛なまりのある口く調ちようで時間がないから早く寄こせとまくしたてた。

　むっとしながらも工兵は商品を差し出した。だが女性は眉まゆ根ねを寄せそれは違うと言い立てた。聞こえなかったの？　あたしは○○が欲しいと言ったのよ。○○を出しなさい、そんな類似品じゃなくて。

　怪け訝げんに思い確かく認にんするも、パッケージの品名は女性の指定通りだった。同種の品があるのかと考え探してみたがそれらしい商品はない。工兵は混乱を抑えつけ根気強く説明した。これがあなたの探している商品です。○○なんです。

　だが説明すればするほど女性はヒステリックになった。信じられない、折角遠くから来たのに。前来た時はこんな店じゃなかった。あなたバイトか何かでしょ、ご主人を出しなさいよ。早く、早く、早く。

　屈辱と怒り、父親に叱しかられる恐怖が工兵の思考を乱した。一体どうすればいいのか。無む茶ちやを言っているのは明らかに相手の方だ。であればいっそはねのけるか、客と店員の関係を破棄しクレーマーとして扱う。接客の仮面をかなぐり捨て相手を追い返す。そうすれば少なくとも父親にはバレない。店の得意客は一人ひとり減るだろうが、自分の身は守れる──

　覚悟を決め口を開きかけた瞬しゆん間かん、ベテランの店員がバックヤードから飛び出してきた。騒さわぎを聞きつけたのだろう、工兵を押しのけると怒り狂う女性に対たい峙じした。

『どうされました、お客様』

　この子が自分の店の商品も知らないのよ！

　女性は金かな切きり声ごえで言いはなった。

　どういう教育をしてるの、扱ってる品物くらいちゃんと教え込んでおきなさいよ。

　ベテラン店員はにこやかな表情を崩さず『なるほど、なるほど』とうなずいた。

『お探しの商品はどういうものでしょう』

『だから○○よ、○○』

『○○ですね……ちなみに、色や形は覚えていらっしゃいますか？』

『覚えてるに決まってるでしょ、そう形は──』

　………。

　結局、女性は品名を覚え間違えていた。彼女は希望の品を差し出されると『おかしいわねぇ、前はこんな名前じゃなかったのに』と首を傾かしげながら購こう入にゆうし去っていった。

　納得いかない工こう兵へいにベテラン店員は苦笑いしてみせた。

『坊ちゃん、坊ちゃん。お客さんはね。自分の欲しいものが何か、意外と説明できないものなんですよ』

　………。

　あの時はまさかそんなはずないと思っていた。自分の買いたいものを伝えられないなんて馬ば鹿かげてる。今回はたまたま特殊なお客さんに当たっただけ。他ほかの人はきちんと説明できる。何が欲しいか伝えられるはず──

　だが似たようなトラブルはそのあとも起こり続けた。品名を覚え間違えた客、そもそも覚えていない客、摩ま訶か不ふ思し議ぎな言語を操あやつる女子高生、「あれ」「これ」でしか品物を呼んでくれない老人──

　彼らの応対をするうち工兵は一つの真理にたどりついた。

　──客の言葉は信用ならない。

　いや……別に見下しているわけではない。ただ人の記き憶おくは曖あい昧まいだし覚え間違いもある。色や大きさに対する感じ方も人それぞれだし、『酸っぱい』『甘い』という表現が自分と共通する保証もない。

　大切なのは表向きの言葉でなく裏側の真意を読み取ること。相手が本音の部分で何を望んでいるか汲くみ取ること。

　今回の件はどうだろう？　相手の意向、本当に欲しいものは全すべてＲＦＰに記されているのか？　噓うそは書いていないにせよ、忘れられている情報、読み間違えている内容があるのでないか？

　スタートラインが同じである限りＪＴ＆Ｗには勝てない。だがそもそもの前提条件が変われば？　彼らの知らないニーズや問題点をつかめれば？

　勝算は──十二分に出てくる。

　工兵は汗ばむ拳こぶしをぎゅっと握りしめた。

「父とうさん、ありがとう。なんか……ちょっと分かった気がする」

『こんな話でいいのか』

「うん」

　訝いぶかしげな父親に工兵はうなずいてみせた。

「なんとなくだけど──糸口は見えたかも」

『そうか』

　父親は不思議そうにつぶやいた。

『おまえの仕事はやっぱりよくわからん』

　まぁそうだろうね。いいよ、また今度じっくり説明するから。業なり平ひらの件が落ち着いたら。──そう、願ねがわくば受注の連絡を携えて。

「じゃあちょっと僕、仕事に戻るから。電話ありがとう。またかけるよ」

『工こう』

　息せき切って通話を終えようとした瞬しゆん間かん、名前を呼ばれた。父親はやや迷うように押おし黙だまった後、ぽつりと続けた。

『たまには帰ってこい、母かあさんも寂しがってる』

　うん。

　工兵は自分でも意外なほど素直にうなずき、電話を切った。
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「業平の担当者にヒアリングをかけるべきです」




　工兵の発言に室むろ見みはぱちりと目を瞬またたいた。ツナ缶をつつきながら「は？」と首を傾かしげる。

　六月十五日月げつ曜よう日び午前十時、休日明けのオフィスは気け怠だるい空気に包まれている。人ひと気けのない空間にＰＣのファン音だけが絶えることなく響ひびいていた。

　工兵は室見の席に赴おもむきパーティションの切れ間から彼女を見下ろしていた。少女の服装は白のレースキャミに赤チェックのプリーツスカートといういつもの物だ。やや猫背になっているため、服の隙すき間まから瘦やせた肩けん胛こう骨こつが覗のぞいている。彼女は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「なによ、藪やぶから棒に。なんの話？」

「ＲＦＰ回答ですよ。締しめ切きりまで明日あしたで丁度一週間、提案の方向性を立て直すなら、そろそろ動かないと」

　立て直す、立て直す。

　室見は歌うようにつぶやいた。椅い子すごと工兵に向き直り細い顎あごを持ち上げる。

「今更何言ってるのよ。あの件は寝ね癖ぐせ頭あたまが見み積つもりを作っておしまい、そういう話になったでしょ？」

「はい」

　素直にうなずいて、だが工兵は言葉を続けた。

「ただ休日色々考えてみて、アプローチさえ変えればまだやりようがあるかもと思ったんです」

「さっき言ってたヒアリングのこと？」

「ええ」

　工兵は室見の正面に移動し、自分の構想を説明していった。顧こ客きやく担当者と連絡を取り現状のヒアリングを行う。訊きく内容はＲＦＰにとらわれない。日常業務で不便に感じていること、問題だと思っていること、既存ベンダーへの不満点を確かく認にんする。調ちよう達たつの前提条件が変われば当然提案できる内容も変えられるはず。ＪＴ＆Ｗに対する差別化も可能なはずだった。

　だが工こう兵へいのアイディアを聞くなり室むろ見みは吐息を漏らした。疲労も露あらわに肩を落とす。

「あんたね……そんなことできれば苦労しないっていうの。なんのためのＲＦＰだと思ってるのよ。調達条件を揃そろえて各社から同じ基準で見み積つもりを取るためでしょ。その前提を先方から覆くつがえしてくると思う？」

「でもここを見てください。ＲＦＰの最終ページ。『本調達仕様は弊へい社しや案とし、よりよい構成がある場合は追加での提案も可能とする』ってありますよ。これって裏を返せばベンダーごとに提案内容が異なっても構わないってことですよね？」

「そりゃあね、でも提案内容が異なることと調達の前提条件が揃わないことは別問題でしょ。先方のリクエストはあくまでこのＲＦＰをベースに、ベンダー独自の提案を付け加えていいってことなんだから。特定のベンダーにだけ有利な情報を流すはずないわ」

　それは……まぁ確たしかに。

　工兵はうなずきながら、だが食い下がるように身を乗り出した。

「ただ──ただですよ室見さん。そもそも今回のコンペって全ベンダー同じ情報を持っているんですかね？」

「？　どういうことよ」

「業者によっては既に業なり平ひらと付き合いのあるところもありますよね？　そういう会社は多た分ぶん僕らよりお客さんの情報を握ってますし、現状の理解をベースに提案書を作ったら明らかに有利じゃないですか。でもＲＦＰ中にそれを禁じる文言はありません。むしろ過去のノウハウを最大限に活いかせってスタンスです」

「だから自分達にも追加で情報を寄こせって？　詭き弁べんよ。そんなロジック、顧こ客きやくに通用するはずないわ」

　それに──と室見は工兵を睨にらみつけた。

「あんた大事なこと忘れてない？　そもそもそういう裏技めいた手法でアプローチかけたから社長は出で禁きんになったのよ。懲こりもせずもう一度同じことを繰くり返すつもり？」

「別に接待とかするつもりはないですよ」

「同じよ。一度寝技で攻めてきた業者がもう一度内密の話を持ちかけてくる。しかも自分達だけ特別扱いしろってね。スルガシステムという会社は上から下まで横紙破りの無法者集団と思われるのがオチだわ」

「………」

　室見は苛いら立だたしげに長い髪を搔かき回した。

「あんたの諦あきらめの悪さには感心するけどね。それは将棋で言うと指しすぎよ。負け戦には負け戦なりの振ふる舞まいがある。いたずらにつっこんで被害を拡大するのは馬ば鹿かのやることよ」

　カチンときた。工こう兵へいは眉まゆ根ねを寄せ語気を強めた。

「なんで負け戦って決めてかかってるんですか。まだ提案書も出してないのに」

「出さなくても分かるわよ。寝ね癖ぐせ頭あたまの説明聞いたでしょ、私達が個別で作るものを連中は既製のサービスで出してくる。コスト構造的に太た刀ち打うちしようがないのよ。小手先の技術や営業トークでなんとかなる問題じゃないわ」

「だから提案の範はん囲い、調ちよう達たつの前提条件を変えようって言ってるんじゃないですか」

「何度も言わせないで、そんなこと無理に決まってるでしょ」

「やってもいないのになんで無理ってわかるんですか」

「無理なものは無理だからよ」

「答えになってません」

「ああもう、うるさいうるさい」

　室むろ見みはかぶりを振った。

「桜さくら坂ざか、上長命令よ。この件はおしまい。あんたは自分の仕事に戻りなさい、締しめ切きり間近のタスクもいくつか振ってるはずでしょ？　そっちはどうなってるのよ」

「Ｆソフトのルーティング追加は完了、Ｌガスのファイアウォールポリシー変更も終わっています。他ほかも全部オンスケで完了予定」

　工兵の答えに室見は一いつ瞬しゆん鼻白み、顔を逸そらした。

「そう、じゃあ別の仕事を手て伝つだってもらおうかしら。リドルトリルの資料整せい理りがいくつか遅れてるし」

「室見さん……！」

　怒気も露あらわに詰め寄るが室見はもう口をつぐんでいた。液晶に視し線せんを向けカチカチとマウスをいじっている。工兵は奥歯を食いしばった。

「分かりました、どれだけでも好きなようにタスクを振ってください。全部片づけてみせますから。その上で空いた時間、僕が何をやっていようと構いませんよね？　言われた仕事はちゃんと終わらせてるわけですから」

「……終わると思ってるの？」

「最近ぬるま湯すぎて身体からだが鈍にぶってたところです」

　捨て台詞ぜりふを一言、自席に戻る。腹の虫が治まらない。胃袋の中で溶岩が煮えたぎっているようだった。

　ったく、なんて腰砕けだ。感情にまかせてＪＴ＆Ｗに突っ込んでいった挙げ句、今更大人おとなの対応かよ。ふざけんな。一度売った喧けん嘩かなら最後まで貫いてみせろよ。矢尽き刀折れ、ボコボコにされて動けなくなるまであがいてみせろ。今の室見さんは本当、全然まったく格好良くない。薄うすっぺらな正せい論ろんにしがみつき敗北を正当化しているだけだ。

　工こう兵へいはアドレス帳を開け業なり平ひら産業の連絡先を表示させた。受話器を取り上げ電話番号を打ち込む。

　コール音が数回響ひびいた後、回かい線せんが繫つながる。

『はい、業平産業システム本部です』

「あ、お世話になっております、私スルガシステムの桜さくら坂ざかと申しますが」

『お世話になっております』

　工兵は深呼吸した。たぎる感情を鎮しずめ口く調ちようを整ととのえる。

「橋はし本もと様はいらっしゃいますでしょうか」

『少々お待ちください』

　保留音が数秒、すぐまた電話が繫がる。相手は先程の担当者だった。アシスタントと思おぼしき女性は淡々とした口調で答えた。

『申し訳ありません、ただいま橋本の方、打ち合わせに入っておりまして、戻りがいつになるか分からないのですが』

「あ……そうなんですか」

『よろしければご用件を伺うかがいますが』

　工兵は考えた後「──いえ、結構です」と答えた。デリケートな話だし伝言で歪わい曲きよくされたくない。

「またご連絡します」

　短く告げて電話を切る。

　さて、どうしよう。時間をおき再度連絡したところで席に戻っている保証もない。どうも忙しそうな感じだし、であればメールで連絡するか。

　メーラーのツールバーから新規作成を選択、展開されたメッセージ作成ウィンドウを前に考え込む。まさか単刀直入にヒアリングのお願ねがいとは書けない。何せ事前に質問項目は全すべてメールでと言われているのだ。馬ば鹿か正直に用件を告げたところで断られるだけだろう。

　悩んだ末、キーボードを叩たたき始める。




『業平産業株式会社　橋本様




　お世話になっております、スルガシステムの桜坂です。

　先日はＲＦＰ説明会へのご招待、ありがとうございました。いただいた資料をもとにベストの提案ができるよう社内で検討させていただいております。

　さて、御社担当が弊へい社しや六ろつ本ぽん松まつから私、桜坂に変わったこともあり、今更ではありますが一度ご挨あい拶さつにうかがわせていただければと考えております。差し支えなければご都合のよい日程をいくつか教えていただくことは可能でしょうか？

　ご検討ください。

　よろしくお願ねがいいたします』




　………。

　これでよしと。

　腕組みし文面を確かく認にんする。……うん、この文面ならそんなに不自然じゃないだろう。名刺交換もまだだし顔合わせに伺うかがいたいだけですと。で、まぁ折角だから『最近どうですか、御社は』と訊きいてみる。『何か困っていることがあればなんでも相そう談だんにのりますよ』と訊たずねてみる。

　完かん璧ぺきだ。

　メールの内容をもう一度確認、いくつか細かい表現を直して送信する。

　ＯＫ、あとは返信を待つのみ。

　肩の力を抜き椅い子すにもたれかかる。マウスを操そう作さしスケジューラを表示させようとした瞬しゆん間かん、タスクバーにメールのアイコンが表示される。

　瞬まばたきを一回、工こう兵へいは受信トレイをチェックする。新着メールは一通。差出人は──業なり平ひら産業、橋はし本もと……!?




『スルガシステム　桜さくら坂ざか様




　お世話になっております、業平産業の橋本です。

　ご挨あい拶さつの日程ですが、現在業務が立て込んでいるためＲＦＰ選考終了後にお願いできますでしょうか。




　よろしくお願いいたします』




　……うわぁ。

　露ろ骨こつなまでに明めい確かくな拒絶だった。なんというかあれだ、合コンで知り合った女の子に再会を打診したらすげなく拒否された感じ。「忙しいので無理です、ごめんなさい」とか。……うおおおお。やばい、色々とトラウマが、心の傷が！

　………。

　ぜぇ、はぁ、ふぅ。

　荒い息をつき冷や汗を拭ぬぐう。

　くそ、あやうく心が折れるところだった。たった七行でこちらの希望を砕くとは、恐るべし橋本課か長ちよう、ていうかこの人、打ち合わせに出てるんじゃなかったっけ。なんで即レスできるんだよ。本当に忙しいのか？　居留守使ってるんじゃなくて？

　工こう兵へいはかぶりを振った。

　いかん、いかん、ここで諦あきらめたら室むろ見みさんと同じだ。冷静に考えよう。自分は業なり平ひらの担当者と打ち合わせを行い、提案のヒントをもらいたいと思っている。メールを出したところ、先方から提案が終わるまで会えませんと返事が来た。

　………。

　うん、終わってるな。完全に詰んでる。

　ふっと視し線せんを感じ振り向くと室見がこちらを見ていた。ノートＰＣを小こ脇わきに抱え所在なさげに工兵をうかがっている。

　工兵は精一杯の虚勢を張り顔を逸そらした。




　午後六時。

　工兵はＰＣの電源を落とし席から立ち上がった。上着に袖そでを通し足下の鞄かばんを取り上げる。外は……まだ曇くもりか。天気予報は晴れると言っていたが、傘を持って出た方がよさそうだ。

「あら、工兵君、随分早いのねー」

　カモメが驚おどろいたような声を上げる。工兵は会釈した。

「すいません、今日きようはちょっと用事があるんで。お先に失礼します」

「デート？」

「違いますよ！」

　なんでそうなるんだ！　自分の思いは全すべてカモメさんに向けられているというのに！

　カモメは「ふぅん」と唇をすぼめた。切れ長の目を細めラボルームに続く扉を一いち瞥べつする。

「立りつ華かちゃんには帰るって言ったの？」

「言いましたよ……一応」

　今日きよう中じゆうのタスクを大だい車しや輪りんで片づけ室見に叩たたきつけた。「これでいいですよね？　問題なければ今日は引き上げさせてもらおうと思いますけど、いいですか」と。室見は憮ぶ然ぜんとした表情で「残りのタスクは？」と訊たずねてきた。明日あした締しめ切きりの仕事がいくつかあったはずでしょ。かなりボリュームあると思うけど本当に終わるの？

　工兵は「もちろんです」と答えた。家に持ち帰ってやるつもりですし、室見さんには迷惑かけません──

『好きにすれば』

　と室見は言った。『もう定時は過ぎてるしね、仕事に影えい響きよう出ないなら私がとやかく言う筋合いはないわ』と。

　突き放すような口く調ちようだった。気まずい雰囲気のままラボルームを出て、今に至る。身体からだの奥底に鈍にぶい痛みがあった。鉛でも飲み込んだように不快な、重苦しい疼うずき。

「立華ちゃんと何かあったの？」

　ぐさりと、カモメの言葉が心に切り込んできた。工こう兵へいは息を吞のみ、ついで押おし黙だまった。

「何も……ないですよ」

　下唇を嚙かみしめ囁ささやくとカモメは鼻から息を抜いた。

「何もない、何もないねぇ。そんな顔には見えないけど」

「………」

「えいっ」

　カモメの指先が工兵の額ひたいを弾はじく。工兵は目をしばたたいて後じさった。

　きょとんとする彼にカモメは優やさしく微笑ほほえんでみせた。
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「二人ふたりの間のことだからね、私がとやかく言う筋合いはないけど、一個だけ。──少ない戦力で仲間割れしてたら勝てる勝負も勝てないよ」

　え……。

　口をあけて見返すとカモメはもう彼に背を向けていた。チューブファイルを脇わきに抱え複ふく合ごう機きに向かっている。彼女は前を向いたまま、ひらひらと手を振ってみせた。

　ややあって苦笑する。

　かなわないなぁ、この人──何も相そう談だんしてないのにずばりと核心を突いてくる。確たしかにカモメの言う通りだった。ただでさえ弱小な勢力が内うち輪わ揉もめしていたらどんなコンペも勝てなくなる。今回の件、必ずしも自分だけが悪いとは思わないが歩みよる姿勢は必要だろう。落ち着いたらもう一度室むろ見みに談判してみるか。

　……まぁ、それも今日きようの用事がうまくいったらの話だけど。

　時と計けいを覗のぞき込むと既に六時を十分以上過ぎている。工こう兵へいは鞄かばんを肩にかけオフィスを出た。




　御お成なり門もんの駅を出ると外はもう真っ暗になっていた。

　会社帰りのサラリーマンが続々と地下鉄の入り口に吸い込まれていく。工兵は人の流れを遡さかのぼるように街路を歩いていった。見覚えのある交差点を右折、百メートルほど南下して十七階建ての重厚なオフィスビルにたどりつく。

　業なり平ひら産業株式会社──本社。

　工兵は鞄の肩かた紐ひもを握りしめビルを見上げた。漆しつ黒こくの夜空を背景に無数の明かりが瞬またたいている。無骨なシルエットはまさに不夜城、要よう塞さいのようだ。

　今からここに……乗り込む。

　工兵はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　メールで駄だ目めなら直接訪問、短絡的に考え訪れたもののいざとなると足がすくむ。考えてみれば自分一人ひとりで顧こ客きやく訪問するのって初めてだ。いつもなら横に室見がいて、なんだかんだとアドバイスをくれる。だが今日は何もかも自分で決めないといけない。当然だ、これは工兵が勝手にやっていることなのだから。

　………。

　深呼吸を一回、眦まなじりを決しロビーに入っていく。時間が遅かったためか受付に人の姿はない。かわりに液晶モニタつきの内ない線せん電話が一台置かれていた。

　えーっと……システム本部はと。

　タッチパネルから部署を選択する。画面が切り替わり社員名がずらりと表示された。おお、ここで名前をタッチすると勝手に電話してくれるのか。すごいなぁ大企業。

　五十音順のインデックスでハ行に移動、橋はし本もとは……一人しかいないか。えい。

　呼び出し音が数回、がちゃりと音を立て回線が繫つながる。

『はい、橋本です』

「あ」

　一いつ瞬しゆん声が上ずった。緊きん張ちようのあまり背筋に震ふるえが走る。工兵は拳こぶしを握りしめ、懸けん命めいに呼吸を整ととのえた。

「お仕事中失礼します、スルガシステムの桜さくら坂ざかと申しますが」

『………』

　沈ちん黙もくが返ってくる。非常に、非常に居い心地ごこちが悪い。ええい、歓迎されてないのは予想のうちだ。動揺を抑えつけ淡々と続ける。

「すみません、近くに来たので寄らせていただきました。お時間あれば名刺の交換だけでもと思いまして」

『──メールで、ご挨あい拶さつは選考終了後と申し上げたはずですが』

「はい、正式なご挨拶はまた日をあらためて。ただ担当が変わったこともありますし、連絡先だけでもお伝えできないかと思いまして」

　いきなりヒアリングなんて望まない。頼んだところではねのけられるだけだろう。ならばまずは顧こ客きやくとの関係を構築する。一つでも二つでも情報を得られる糸口を作る。それさえ受け入れてもらえないようなら──どのみちこの案件に勝ち目はない。すっぱり諦あきらめ室むろ見みに頭を下げるだけだ。

　橋はし本もとは沈ちん黙もくした。二秒、三秒、四秒……さすがに不安になり工こう兵へいは訊たずねた。

「ご迷惑でしょうか」

『いえ』と橋本は答えた。

『名刺交換程度であれば構いません。ただ今から打ち合わせが入ってますので』

　お、ちょっと脈ありか。工兵は声を明るくした。

「打ち合わせはどのくらいかかる予定でしょうか」

『二時間──いえ、三時間ですね』

　長っ。

『お待ちいただくのも申し訳ないので、また日をあらためていただけますか』

「え、あ、はい」

　失礼しますと言って橋本は電話を切った。終話音が耳元で響ひびく。工兵はスピーカーから顔を離はなし目をすがめた。

　日をあらためるっていっても……アポとれないじゃん、あなた。

　受話器を置き小首を傾かしげる。

　さて……どうしよう。

　折角御お成なり門もんまで来たのだ。手ぶらで帰るのも悔しい。時間は六時半か、三時間待ってもまだ十時前。おお全然早い。

　よし──待とう。ちょうど会社のＰＣも持ってきてるし、近場の喫茶店で仕事していれば時間も潰つぶせるだろう。九時くらいに再度訪問し様よう子すをうかがう。うん、完かん璧ぺきなスケジューリングだ。

　視し線せんを転じるとエントランスの外にチェーンのコーヒーショップが見えた。丁度いい、夕食もまだだしあそこで粘るか。

　携帯に着信がないことを確かく認にんし工兵はロビーを出た。ぱらぱらと雨が降り出している。小走りに車道を渡り店に入った。悪天候のためか店内はやや閑散としている。工兵はカウンターに赴おもむき照り焼きチキンサンドのセットを注文、ついでにキャラメルスコーンを頼んだ。

　香ばしい鶏とり肉にくの匂においが鼻び腔こうをくすぐる。工兵は唾だ液えきを飲み込みながら二階席に移動、窓際の席に陣取った。

　窓越しに業なり平ひらの本社ビルがよく見える。眺めているうち社員が次々と家路についていった。……というかここ、仮に橋はし本もとさんが退社してきてもすぐ見つけられるな。発見した場合はすぐ店を出て挨あい拶さつするか。うん、少し気をつけて見ていよう。

　ＰＣを鞄かばんから取り出し立ち上げる。通信カードを差し込みダイヤラー起動、ＶＰＮでオフィスのリモートアクセスサーバと接続した。メーラーを確かく認にんすると二十通ほど新着メールが入っている。なになに……Ｌガスのsquidキャッシュメモリーを変更、あわせてApacheのログ確認をよろしく（ｂｙ　室むろ見み）。って、やったことない作業なんですけど……まぁ調しらべればなんとかなるか。あとはなんだ？　げっ、リドルトリルのアドレス表更新？　明日あしたまで？

　くっそ、本当容赦なく振ってくるな。いや振ってくれって言ったのは自分だけどさ。にしてももう少し手加減してくれても、ねぇ？

　………。

　ぶつくさ言いつつ作業に取りかかる。ExcelとVisioを開け照らし合わせていると更にもう一通メールが届いた。

『室見：ツナ缶買ってきて』

　いや、これは仕事じゃねぇだろ!?

　どさくさ紛れにパシリまでさせんなよ！　チンピラか、あんた！

　眦まなじりを吊つり上げキーボードを叩たたく。

　カタカタカタ、送信。

『桜さくら坂ざか：自分で買ってきてください』

　間かん髪ぱつ入いれずに新着メール音。

『室見：会社を一歩でも出ると死ぬ不治の病にかかりました』

　カタカタカタ。

『桜坂：それは大変ですね、ツナなんて脂っこいもの身体からだに悪いですから、ピーマンとグリーンピースを買っていきます』

『室見：パワハラ反対』

『桜坂：どの口でそれを言いますか!?』

　───。

　レベルの低い争いを繰くり広げつつ作業していると、いつしか大分時間が過ぎていた。時と計けいに視し線せんを落とす。時刻は……午後九時半。

　たまにエントランスを確認しているが橋本の出てくる様よう子すはない。まだ社内にいるのか。いずれにしろ、そろそろ再訪問してもよい頃ころ合あいだ。よし、行くか。ＰＣの電源を落とし席を立つ。

　外に出ると雨が本降りになっていた。傘を差し車道を渡る。アプローチを進むにつれ工兵はふっと違和感を覚えた。入り口が若じやつ干かん暗くなっている。……というかなんかシャッター降りてない？

　足を速め自動ドアにたどりつく。間違いない、格子状のシャッターがエントランスを覆おおっている。薄うす暗ぐらい玄関にＰＯＰスタンドが一基置かれていた。文面はシンプル極まりない。『本日の営業は終了しました。ご用の方は裏門の通用口までお回りください』

　つ、通用口……？

　なんだそれ、そんなものどこにあるんだ。

　ていうか、ここ三十分くらいエントランスから人が出てこなかったのって、まさかこのせい？

　慌てて視し線せんを周囲に走らせる。アプローチの脇わき、花か壇だんの向こうに細い通路が見えた。ビルの側面を回り込むように奥へ続いている。工こう兵へいは足下の悪さも忘れ花壇脇を走り抜けた。暗く無む機き質しつな道がビルの裏側に繫つながっている。傘が差しづらい。跳ね上がった水しぶきがスーツの裾すそを汚す。工兵は傘を畳み、濡ぬれた髪を払いのけビルの裏手にたどりついた。

　蛍光灯の明かりにこぢんまりした入り口が浮かび上がっていた。硝子ガラス張ばりの小さな自動ドア。傍かたわらに時間外受付の窓口がある。

「す、すみません」

　荒い息をつきながらベルを押す。警けい備び員いんと思おぼしき男性がいぶかしげに顔を出した。

「はい？　どうしました」

「僕……あ、私、スルガシステムの桜さくら坂ざかと言いますけど、情報システム本部の橋はし本もと様はまだいらっしゃいますか？」

「んー……ちょっと待ってくださいね」

　警備員の太い腕が内ない線せんをつかむ。数すう桁けたの番号をプッシュし発信、ややあって「お疲れさまです」「時間外受付ですが」と話し始めた。

「……ああそうですか、はい、はい。分かりました。では失礼します」

　警備員は電話を切ると気の抜けた口く調ちようで告げた。

「橋本はもう帰ってるみたいですね」




　翌日も、翌々日も、そのまた次の日も工兵は業なり平ひらを訪問した。

　出社前、昼休み、終業後、暇さえあれば御お成なり門もんに足を延ばし橋本に接触しようとした。だが結局面会は適かなっていない。内線で連絡がつけばまだマシ、ほとんどの場合離り席せき中ちゆうでいつ戻るかさえ分からなかった。

　本当に忙しい人らしい。

　こうなると初日、通用門の存在に気づかなかったのが悔やまれる。三十分早くコーヒーショップを出て裏口で張っていれば挨あい拶さつくらいできただろうに。

　だが、過ぎたことを悔やんでいてもしょうがない。こうしているうちにも提案までの時間は刻一刻と失われていく。やれる範はん囲いでアプローチを続けるしかなかった。

　ざぁざぁと雨の音が響ひびいている。

　六月十八日午後八時、工こう兵へいは相変わらず業なり平ひら産業の前にいる。湿った夜空に巨大なビルのシルエットが浮かび上がっていた。雨足は強まりこそすれ弱まる気け配はいはない。ビニール傘越しに見える灯あかりが水滴で滲にじんでいく。視界がぼやけるのは雨のためか、いや。

　工兵は額ひたいを押えた。

　心なし熱ねつがあるように思う。今週に入ってからほとんど休んでいない。もともと少ない余暇を業平訪問にあてがい、遅れた業務を睡眠時間の削減でカバーしている。夜に業平を訪れたあとは帰社して残タスクを片づけている有様だった。こんな生活を続けていれば体調を崩すのは当然だ。遅かれ早かれ限界を迎えてしまうに違いない。

　だが──

　工兵は奥歯を食いしばる。

　提案期日は来週火か曜ようの正午、今日きようはもう木曜日だ。時間がない、というかもう半ば手遅れに近かった。弱音を吐いている余裕はない。

　携帯に視線を落とす。

　昼ひる頃ごろ受付で聞いた話だと、橋はし本もと課か長ちようのスケジュールは夜八時半以降空いているということだった。帰宅するにせよデスクワークを再開するにせよ、少しなら時間が取れるはずだ。ここでなんとかして捕まえる、捕まえて名刺交換をする。千里の道も一歩から、全すべてはそう、挨あい拶さつをしてから──

「あれ？　君は」

　不意に声をかけられた。

　振り向くとスーツ姿の一団が立っていた。先頭にいるのは小柄な福々しい顔だちの男性。銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねが特徴的なベビーフェイス、ＪＴ＆Ｗの梅うめ林ばやしだった。

「あ……どうも」

　挨拶しながら、だが工兵の脳裏には混乱が渦巻いている。なんでＪＴ＆Ｗがここに？　しかもこんな夜遅くに。

　梅林は小首を傾かしげた。

「奇遇だね、今日はどうしたんだい。何か売り込み？」

「いえ……ちょっと近くを通りがかったんで。……梅林さんはどうされたんですか？」

「我々は商しよう談だんだよ。橋本課長とね、八時半から」

　………!?

　驚おどろきのあまり息が止まりそうになる。工兵は金魚のように口をぱくぱくさせながら、懸けん命めいに質問を絞り出した。

「しょ、商談って？　まさかＲＦＰの──」

「いやいやまさか。ＲＦＰの問い合わせはメールでって釘くぎを刺されてたじゃないか。──別件だよ。業なり平ひらさんにはＩＰフォンも提案しててね、その打ち合わせ」

　なんだ……とほっとしたのも束つかの間ま、絶望的な感情が心を満たす。自分達が名刺交換さえできないでいるのにＪＴ＆Ｗはもう別案件の商談を始めているのだ。橋はし本もと課か長ちようと顔を会わす機き会かいも段違いに多いだろう。ＲＦＰの話はしないと言いつつ状況確かく認にんくらいしているかもしれない。というか自分達が彼らの立場なら間違いなくそうする。

　勝てない……。心の芯しんが砕けそうになる。全身から気力が抜け落ちしゃがみ込んでしまいそうだった。

　沈ちん黙もくする工こう兵へいに梅うめ林ばやしはすんと鼻を鳴らしてみせた。

「というか、君達まだこの案件に関かかわってたんだね。確度の低い案件にこれだけ人を貼はりつけられるなんて、リソース余ってるんだなぁ。羨うらやましいよ」

「………」

「じゃあ僕らは行くよ、頑張ってくれたまえ。またね」

　軽く手を上げ梅林が去っていく。工兵は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたままその後ろ姿を見送っていた。身体からだが動かない、筋肉が凍りついたように強こわばっている。

　瞬しゆん間かん、突風が吹いた。

　傘のビニールが風を孕はらみ振り回される。体勢を崩したところに歩道の段差が待ち受けていた。革靴の底が滑り地面に尻しり餅もちを突く。折しも通りがかったトラックが水しぶきを巻き上げ、工兵の背中を濡ぬらした。

　………。

（ひっでぇ……）

　怒る気力さえなくして工兵は薄うす笑わらいを浮かべる。

　なんだよこれ、なんなんだ。

　あんまりじゃないか。自分達とＪＴ＆Ｗの社員、何がそんなに違うっていうんだ。普通に生まれて小中大と学歴を重ね就しゆう職しよくしただけだろう。たまたま入る会社が違っただけで、なぜこれほど差をつけられなきゃいけないんだ。惨みじめな思いをしなきゃいけないんだ。ＩＰフォンの商しよう談だん？　そんなことをしている余裕があるのに自分の名刺一つ受けられないのか。数分の面会時間さえ作れないのか。ふざけてる、あんまりだ。

　はぁ。

　溜ため息いきをつき空を見上げる。漆しつ黒こくの夜空から雨粒が尽きることなく落ちていた。冷たい水滴が頰ほおを、額ひたいを、髪を余すところなく濡らしていく。……惨めだ。限りなく情けなかった。

　工兵は顔を歪ゆがめる。

　まったく……提案書一つになぜここまで苦労しなければならないのだろう。たかが一案件、自分達がいつもこなしている業務量に比べればどうということもない。あの社長でさえ山のように仕事を取ってこれるんだぞ？　自分や室むろ見みが本気を出せば余裕で受注できると思っていたのに。

　……いや。

　工こう兵へいは口元を歪める。

　違う、違うのか。

　仕事を取れない自分達がおかしいんじゃない。あれだけ仕事を取ってこれる六ろつ本ぽん松まつが異常なのだ。業なり平ひら産業に限らず、グローブオンラインだって堀ほり留どめ証券だって、本来なら自分達のような弱小が近づくことさえできない大企業だ。まともにコンペすれば引き合いの対象にもならないだろう。なりふり構わぬ営業、ダボハゼのような案件への執念。細かな技術的制約も社員の稼か働どうも全すべて切り捨て突き進む非情さ、一いち途ずさ。

　畜生。

　工兵は目を閉じた。

　あんまりな結けつ論ろんだ。あの社長のおかげでうちの会社が回ってるなんて。彼がいなければスルガシステムのような弱小など一いつ瞬しゆんで干上がってしまうなんて。

　認めたくなかった。自分達は犠ぎ牲せい者しやで、搾さく取しゆされていて。あの社長さえいなくなれば全すべてうまく回ると。そう信じていた方が遙はるかに幸せだった。

　だがもはや気づいてしまった。自分達は無力だ。こと営業というフィールドで六本松に勝る逸材はいない。その抗あらがいがたい現実に。

　どうしよう……。

　途方にくれて独りごちる。

　ＪＴ＆Ｗの商しよう談だん終了を待ち再度橋はし本もとさんに連絡する？　何時に終わるかも分からないのに？

　無理だ。

　気力も体力も何もかも底を突いている。だいたい今のように無様な姿を客に晒さらしてどうなるのか。こんな濡ぬれそぼった、ぐしゃぐしゃな格好で。挨あい拶さつどころじゃない。完全に悪印象だろう。

　……帰ろう。

　また明日あした、気持ちを整ととのえて訪問しよう。そう思った瞬間、ふっと雨足が途と絶だえた。

　怪け訝げんに思い顔を上げる。

　細身のシルエットがたたずんでいた。

　チョークストライプのスーツ、蠟ろう人にん形ぎようのように白い肌、淡い灰はい色いろの目にさらさらとした黒髪。冷たい表情の女性が工兵に傘をかざしている。

[image: ]

「何をしてるんですか」

　彼女──業平産業システム本部課か長ちよう、橋本は静かに訊たずねた。頰ほおの筋肉一つ動かさず淡々と言葉を紡ぐ。工兵は目を瞬またたいた。

「何って……え、あの……え？」

　どういうことだ。橋はし本もとはＪＴ＆Ｗと打ち合わせしているんじゃないのか。なんでこんなところに？　あれれ？

「質問に答えてください。なぜあなたは弊へい社しやの前で傘も差さず座り込んでいるんですか」

「や、あの──それは」

　工こう兵へいはしどろもどろになり立ち上がった。向き合うと意外に身長差がない。女性にしてはかなり上背があった。その割に腰の位置が高い。完全にモデル体型だった。

　……って、今は見とれてる場合じゃなくて。

「ちょっと滑って転んでしまって。すみません、突然のことだったんで……少しぼうっとしてました」

「怪け我がはないのですか？」

「？　ええ、まぁ」

　橋本がすっと白い物を差し出してくる。怪け訝げんに思い受け取ると厚手のフェイスタオルだった。

「え、あの？」

「身体からだを拭ふいてください。風か邪ぜを引きますよ」

「………」

　意図が分からないままタオルで顔を拭ぬぐう。頭の水気を軽く拭き取り、工兵は橋本を見返した。

「ええっと……すみません、橋はし本もとさんはＪＴ＆Ｗさんと打ち合わせしてたんじゃないんですか？」

「？　なぜそのことを？」

「さっきＪＴ＆Ｗの方に会って……ＩＰフォンの件で商しよう談だんがあるとか言ってましたから」

　橋本は眉まゆをひそめ「感心できませんね」と言った。

「案件情報を軽々しく他社に漏らすなんて──厳げん重じゆう注意ですね」

「………」

　沈ちん黙もくする工こう兵へいの前で橋本はすっと目を細めた。

「例の打ち合わせは総務部主催です。システム本部はあくまでオブザーバーですから、特に出席しなくても問題ありません。時間に余裕があれば同席をと言われていたのですが、エントランスであなたが倒れていると連絡されたので急きゆう遽きよ降りてきたわけです」

「え、れ、連絡？」

　なんで橋本さんに直接？

「あなたは社内でも有名人なんですよ。一日三回、欠かすことなく訪問して橋本に会わせろと言ってくる、スルガシステムの桜さくら坂ざかさんと言えば受付からアシスタントまでシステム本部の人間はだいたい知っていますよ。主に私の名前とセットでですが」

「それは……、すみませんでした」

　工兵は意気消沈した。まさか自分ごときの存在が業なり平ひらの社内で広まっていたなんて。さぞかし好奇の目で見られていただろう。何度断られても馬ば鹿かの一つ覚えに「ご挨あい拶さつ」「ご挨拶」と訪問していたのだから。

　橋本はしばらく押おし黙だまっていたが、ややあってつっと踵きびすを返した。一切の前置きなく「行きましょう」と告げる。

「？　どこへですか」

「名刺交換するのでしょう？　ここではなんですから喫茶店に入りませんか。弊へい社しや内ないの会かい議ぎ室しつだと、今の時間コーヒーをお出しできませんから」

　当然のように言って歩き出す。工兵は慌てて傘を拾い彼女のあとに続いた。車道を渡り向かいのコーヒーショップに入る。橋本はカウンターに赴おもむくと工兵の希望を訊たずねることなく「ブレンドを二つ」と告げた。

「ミルクとガムシロは一つずつでよいですか」

　そこは訊きくんだ……と思いつつうなずく。橋本はトレイにコーヒーを載せ二階に向かった。「持ちます」と告げる暇もない。彼女は窓際のテーブル席にたどりつくと工兵に向き直った。胸ポケットから革製の名刺入れを取り出す。

　工兵は鞄かばんを探った。補充したばかりの名刺を一枚差し出す。

「あらためまして……スルガシステムの桜坂です。よろしくお願ねがいいたします」

「業なり平ひら産業システム本部の橋はし本もとです、よろしくお願ねがいします」

　相互に会え釈しやくし名刺を交換する。

　拍子抜けするほど呆あつ気けない。ここ四日間の苦労はなんだったのかという感じだった。

「どうぞ」

　所在なく立ち尽くしていると席を勧められた。おずおずと腰かけコーヒーを引き寄せる。橋本はミルクをカップに注ぐとマドラーで搔かき混ぜた。

　………。

　沈ちん黙もくが立ちこめる。

　えーっと……どうしよう。

　相手主しゆ導どうで話が進んでいるため、どう振ふる舞まってよいか分からない。おそらく千せん載ざい一いち遇ぐうの好こう機きなのだろうが、どこまで踏み込んでよいか見当がつかなかった。

　事前にシミュレートしていた発言『最近どうですか、御おん社しやは』、『何か困っていることがあればなんでも相そう談だんにのりますよ』……どちらもあまりに場違いすぎる。というか今現在困っているのはあなたでは？　と返されそうだ。

　だいたい仮に万全の体制でのぞんだとして、自分のような若造がそんなコメントできたのか？　まともに対応してもらえたのか？　無理じゃね？

　鼓動が早さを増す。何か言わなければと焦るほど頭の中が真っ白になっていく。ええいしっかりしろ自分、この程度室むろ見みさんの圧迫具合に比べたら大したことないだろ！

「は、橋本さん」

　必死に声を絞り出す。橋本の、洞うろのような眼まなこを見据えた。

「実は──」

「弊へい社しやの情報は一切お出しできませんよ」

　断ち切るように言われた。作り物めいた顔がじっとこちらを見ている。彼女は眉まゆ一つ動かさず言葉を続けた。

「ＲＦＰについての話であればメールにてご連絡ください。それ以外のことは公正を保つためどんな質問であれお答えできません」

「………」

「まぁ私のスリーサイズを訊ききたいというなら話は別ですが」

「!?」

「冗じよう談だんです」

「………」

　無表情のままそんなこと言われても……いたたまれない沈黙の中、彼女はずずっとコーヒーをすすった。

「ご用件についてはだいたい想像がつきます。あなたは上長──六ろつ本ぽん松まつ社長に是が非でも本案件を受注するよう言われた。ですがコスト的にも提案内容的にも競きよう合ごう大手に太た刀ち打うちできない。困った挙げ句、顧こ客きやく担当者に直接アプローチ、情報を集めようとした。……違いますか？」

　完全に図星だった。

　絶句する工こう兵へいの前で橋はし本もとはコーヒーを机に置き両の手を組んだ。

「桜さくら坂ざかさん、私があなたとこうしているのは弊へい社しやのスタンスをはっきりさせるためです。業なり平ひら産業は選考にあたりどの会社にも便べん宜ぎを図りません。必要な情報は全すべてＲＦＰにて提供しベンダー各社から平等に提案を募る。これが我々のやり方です。再考の余地はありません」

「まったく……ですか」

「まったくです」

　橋本の声は機き械かい音声のようだった。抑揚なく一定のリズムで淡々と響ひびいてくる。とりつく島もない。工兵は気け圧おされそうになりながら必死で続けた。

「でも……ＪＴ＆Ｗさんはさっき別件で御おん社しやを訪問していましたよね？　提案システムこそ違いますけど御社と色々情報交換できる立場にあるわけです。これはいいんですか？」

「先程も言いました通り、あの話は総務管かん轄かつです。システム本部はタッチしません。今うちの部署の人間が打ち合わせに参加していますが、ＲＦＰ関連情報は一切漏らさないよう指示してあります、念のためＩＣレコーダーを持たせていますからあとで内容もチェックするつもりです」

　尋常ならざる徹てつ底ていぶりだった。妥協の欠片かけらもない。工兵は喘あえいだ。

「ど、どうしてそこまでやるんですか。もちろん依え怙こ贔屓ひいきはダメでしょうけど、情報交換した結果よりよい提案が出てくるかもしれないじゃないですか。御社にとって悪いことばかりじゃないでしょう？」

「………」

　橋本は吐息を漏らした。

「桜坂さんは──社会人、何年目ですか」

「？　こ、今こ年としの新卒ですけど」

　反射的に答えてしまい「しまった」と思う。これだけの大規模案件を誰だれが新卒のルーキーに任せたいと思うだろう。完全に失言だ。色を失う工兵に、だが橋本は気にした様よう子すもなく言葉を継いだ。

「では分からないでしょうね。公平性を失ったベンダー選定が何を生み出すか、特定業者との結びつきがどんな問題を引き起こすか」

「問題……」

「一つたとえ話をしましょうか。桜坂さんが顧こ客きやくの立場だとして、ある業者がきわめてフットワーク軽くニーズに答えてくれるとします。自社のインフラを熟じゆく知ちし、一を聞けば十を知り、大まかな指示でも対応してくれる。こういうベンダーはよい業者だと思いますか？」

「……それは……よい会社じゃないんですか」

　あくまで顧こ客きゃくの立場ではだが。きちんと自社の環かん境きようを理解しざっくりした依頼にもレスポンスよく対応してくれる。ＳＩｅｒエスアイアーの鑑かがみだ。もちろん自分達がベンダーの側なら面めん倒どうなことこの上ないが。

「ではもう一つ、ある時、社内でインフラ更改の話が持ち上がりました。まともに考えればＲＦＰを作り、説明会を実施し、業者選定のプロセスをこなさなければなりません。ですが桜さくら坂ざかさんの会社には現状構成と改善点を理解し、最適な更改案を策定してくれるパートナー──先程のベンダーがいます。おそらく真ま面じ目めにＲＦＰを出してもそのパートナーが受注するでしょう」

「………」

「折よくパートナーが新規構成の提案をさせてほしいと言ってきました。桜坂さんは多忙極まりなくインフラ更改の計画を成し遂げるだけならこの提案を受けた方が効率的です。さて、提案を受けますか、受けませんか」

　工こう兵へいは顔を歪ゆがめる。求められている回答が分からない。いや、話の流れからすれば提案を断りＲＦＰを発行した方がよいのだろう。だが発行しないことでどんな不具合があるか、どういう不都合が出るのか、工兵にはよく理解できなかった。

　………。

　悩みつつも工兵は口を開いた。自分ならどうするかと考え。

「受けます」

　そう短く答えた。

「受けますか」

「はい、結果が同じならかかる労力は最低限にした方がよいと思います。そのパートナーがおかしな提案をしてきたら、あらためてＲＦＰを出せばいいわけですし」

　橋はし本もとは「なるほど」とうなずいた。わずかに瞑めい目もくし顎あごを引く。

「昔の私と同じ結けつ論ろんですね」

「え？」

　瞬まばたきを一回、工兵は両の目を見開く。何、なんだって？

　きょとんとする工兵を橋本はまっすぐに見返した。

「私は中途社員です。業なり平ひら産業に入る前はあるコンサルティングファームに勤めていました」

「コンサルティング……ファーム？」

「クライアントのビジネスプロセスを見直し最適な人員配置とコスト配分を提案する仕事です。ＢＰＲ（ビジネス・プロセス・リエンジニアリング）という言葉を聞いたことがありませんか？　あれです」

　あれですと言われてもさっぱり分からないが……工兵は黙だまって耳を傾けた。

「新卒でしたからね、大きな仕事は任せてもらえませんでしたが、先せん輩ぱいコンサルタントについて色々な企業を見て回りましたよ。業なり平ひらのような商社も担当しましたし御おん社しやのようなＳＩｅｒも受け持ちました。そして──業務をこなしていく中でいつも思っていたんです。ＲＦＰというプロセスが面めん倒どうで仕方ないと」

「面倒……」

「だってそうでしょう。我々の目的はビジネスプロセスの最適化、日々のコストが改善され初めて成果を出せたと言えるんです。反面、ＲＦＰの選考は何一つ企業の業ぎよう績せきに寄与しない。むしろ貴重な社員の時間を食くい潰つぶします。これを無む駄だと言わずしてなんと呼びますか」

「………」

「私は何度も言いました。実績のあるベンダーを何社か集めてプロジェクトチームを結成、いきなり業務改善に乗り出せばどうかと。パッケージ化された手法を使えば個々の案件は安く上がる。顧こ客きやくにとってもありがたいはずだと。そう上長に提案したんです」

「……なんて、言われたんですか」

「馬ば鹿か野郎と」

　橋本はこともなげにつぶやいた。

「俺おれ達は客側の人間だ、ベンダーの立場に立ってどうする。勘違いも大概にしろと怒られました」

「勘違いって……」

「納得いきませんよね。当時の私もそうでした。顧客の立場を考えた発言がなぜ勘違いなのか。どうして馬鹿扱いされるのか。まったくもって理解できませんでした。……そう、入社後何年か経たってある会社を担当するまでは」

　橋本の表情にわずかな影かげが差す。彼女はコーヒーカップに細い指を絡めた。

「その会社は老舗しにせの小売店でした。十年ほど前に業務システムを入れ替え、以来その時のリプレース業者が継続してシステムを見ているという話でした。我々の仕事は肥大化する一方の情報システム予算を削減すること。そのために現状調ちよう査さ含め現場に入ったのですが──」

　橋本は頰ほお肉にくを歪ゆがめた。

「ひどいものでした。各システムの中身は完全にブラックボックス、ユーザーに開示されているドキュメントは何一つなく運用要員の数も非公開。挙げ句に月げつ額がく費用はアウトソーシング一式×千万と丸められている有様です。資料公開を求めても業者は『サービス設備』だからと拒否する始末、運用要員数も同じく『シェアード窓口』と言って誤ご魔ま化かされる状況でした」

「なんですか……それ」

　工こう兵へいは眉まゆ根ねを寄せた。そんな無む茶ちや苦く茶ちやが通るのか？　金を払っているのはあくまで顧客側だろう。なぜベンダーがそこまで強気に出られるのか、横おう暴ぼうな態度を取れるのかさっぱり分からなかった。

「変えればいいじゃないですか、そんな業者。月に何千万も払っているならいくらでも提案してくる企業があるでしょうに。それこそ……橋はし本もとさんが付き合いのあった会社だって」

「どうやって提案してもらうんですか」

「どうやって……って。だからそれは提案範はん囲いをまとめて……業者に依頼して」

　言いながら工こう兵へいは凍りついた。瞬しゆん間かんとんでもない結けつ論ろんが脳裏を過よぎる。まさか……いや、そんな。押おし黙だまる工兵に、だが橋本はこくりとうなずいてみせた。

「顧こ客きやく内部にシステムの内情を知っている人間はいません。インフラの規模、月間の運用稼か働どう、現状の構成、全すべてブラックボックスです。そんな状態でどこのベンダーがリプレース提案をかけられるんですか。最適構成を見み積つもれるんですか」

「………」

「その──顧客の既存ベンダーですけどね」

　橋本はわずかに視し線せんを逸そらした。細い顎あごを持ち上げ中空を見つめる。

「初めは本当にフットワークの軽い、良よい業者だったそうですよ。担当範囲外のことも気を利かせてやってくれて、顧客にとってみたら願ねがってもないパートナーだったらしいです。徐々に頼る範囲を増やしていって、運用から構成管理、しまいにリプレースサイクルまで任せきりになって……気づいた時はもう完全に手遅れになっていました」

「手遅れ……」

「大おお凡よそのシステムを握った瞬しゆん間かん、そのベンダーは言ったそうです。月げつ額がくの運用経費を値上げさせてほしい、それができないなら引き上げると」

「！」

「もちろん顧客は大反発しました。そんな要求は受け入れられない。どうしてもというならベンダーを変えると主張したみたいです。実際、一時は他社に提案依頼を出したこともあったみたいですよ。ですが結果は惨さん憺たんたるものでした。ロクにスコープも決まっていない引き合いにベンダー各社は軒並み及び腰、提案してきたところも法外なリスクバッファをのせてきて、とても受け入れられる内容ではなかったそうです」

「………」

「仕方なくリプレースを諦あきらめ、増額を受け入れて……あとはもうひどいものでした。毎年いい値で運用費用を決められ、システム変更さえまともに行えず、サポート品質は低下する一方、クレームをつけてもまともに聞いてもらえない。完全に搾さく取しゆされる立場ですよ。ハゲタカに食い荒される屍し肉にくのような有様です」

　私達は──

　橋本はわずかに声を震ふるわせた。

「最善を尽くしました。現地サーベイを行い、ヒアリングを実施し、過去の資料を漁あさり、必死になってシステムの全ぜん貌ぼうを明らかにしようとしました。ですが……無む駄だでした。内情を知る既存ベンダーの協力なしに現状調ちよう査さを行うことは不可能だったんです」

「私達は」と、もう一度橋はし本もとは言った。洞うろのような目がまっすぐに工こう兵へいを見つめる。

「負けました」

　淡々とした、だが重苦しい声こわ音ね。諦あきらめと苦々しさと屈辱が全すべて含まれた言葉。

　工兵は声もなく彼女を見返していた。能面の奥に激はげしい感情の揺らめきが認められる。この人は工兵のうかがい知れない地獄を見てきたのだ。欺ぎ瞞まんと欲得、打算と策さく謀ぼうが渦巻く世界。絶対的な強者が弱者を蹂じゆう躙りんする領域。

　彼女は眦まなじりをすがめた。

「私はコンサルティングファームの仕事に限界を感じ、ユーザー企業の情シスに入りました。以来、たった一つのことだけを守り今日きようまで仕事し続けています。なんだか分かりますか」

「………」

「自分達のシステムは自分達でコントロールする。情報を管理し、特定ベンダーとの付き合いを深めない。これが全てです。違たがえるつもりはありませんし妥協するつもりもありません。だから桜さくら坂ざかさん、あなたに情報を与えることはできません。たとえその結果、未来の信頼できるパートナーを失うことになろうと」

　鋼はがねのように硬質な声だった。頑強な意思が言葉の端々から伝わってくる。工兵はごくりと唾つばを飲み込んだ。橋本の意見はまったくの正せい論ろんで反はん駁ばくの余地もなかった。経けい験けんと知ち識しきに裏打ちされた重々しい主張、発言。とても自分のようなひよっこが安易に否定できるものでない。だが──

　工兵は息を吸い込んだ。

「橋本さんの言うことは分かります。でも、本当にそこまでやらないと適正なシステムって構築できないものなんですか」

「………？　どういうことでしょう」

「僕は新人ですけど、この数ヶ月いくつかシステムを見てきました。中には御おん社しやと同じくらい大規模なシステムもあって、でもそこが全て業なり平ひらさんみたいなやり方をしているわけじゃありませんでした。もっとフランクに互いの希望を言い合っても、サービスのクオリティは維持できると思うんです」

「……我々のやり方が間違っていると？」

「そういうわけじゃ……ないんですけど」

　工兵は口ごもる。言いたいことがうまく表現できない。頭の中で言葉をまとめ直し、もう一度口を開く。

「さっきの小売店さんって、結局自分達の業務を全部外に投げちゃったんですよね？　楽したいからかどうか分かりませんけど、本来なら自分達がやるべき仕事まで外出しして、ベンダーに足下を見られた」

「………」

「いやもちろん外出し自体は悪いことじゃないと思いますよ？　餅もちは餅屋、システムのことはシステムのプロに任せる。おかげで僕らの仕事があるわけですから。でもだからって管理まで丸投げしたらダメになる。当たり前の話です」

「何が言いたいんでしょう」

　橋はし本もとの声から熱ねつが引いている。底なし沼のような瞳ひとみがじっと自分を見つめていた。気を抜けば意い識しきが持っていかれそうになる。工こう兵へいはぎゅっと拳こぶしを握りしめた。

「特定ベンダーを贔屓ひいきにしても、ある業者に情報を与えても、彼らをコントロールすることはできるってことです。きちんと成果物を定義して、ドキュメントを整せい備びさせて、そういうことを常つね日ひ頃ごろやっていればベンダー側も強気に出られません。不ふ祥しよう事じがあればいつでも、その資料をもとに業者を交替させられるわけですから」

　工兵は「だから」と身を乗り出した。

「独占のリスクを恐れてベンダーと距きよ離りを置きすぎるのは、お互いにとって不幸だと思うんです。ベンダーは情報収集しづらくなるし、顧こ客きやくも調ちよう達たつにあたって余計なセキュリティチェックが必要になる。本来ならかけないでよい手間をお互い二重にかけてるかもしれないんです」

「……で」

　橋本は静かにつぶやいた。細い首をわずかに傾ける。

「つまり桜さくら坂ざかさんの言いたいことはこうですか？　業なり平ひらの調達方法は固すぎる、もう少しざっくばらんにやってもどうにかなっちゃうぜっと」

「いや……そこまで身みも蓋ふたもない言い方はしてませんけど」

　あと、どうにかなっちゃうぜって……なんか可愛かわいいな、この人。カモメさんほどじゃないけど。

　ややどきどきしながらうなずく。

「僕らだって、お客さんにとり何がベストな提案か考えてるんです。システムをベンダーだけで作るわけじゃない以上、一いつ緒しよに話し合ってよりよい構成を検討していった方がいいじゃないですか。……少なくとも僕はそう思います」

　………。

　言いたいことを全すべて吐き出し工兵は沈ちん黙もくした。

　橋本が口をつぐんでいる。ヒップホップ系のＢＧＭと雨音が混ざり合うようにして周囲に響ひびいていた。窓の外で銀杏いちよう並木が風に揺れている。どうやら雨足は更に強くなっているらしい。

　どのくらい経たっただろう。橋本の肩が揺れた。白い、秀しゆう麗れいな面おもてが工兵に向けられる。

「話は分かりました」

　短く告げてくる。彼女は表情を変えず心持ち姿勢を正した。

「ですがそのロジックを推し進めると、我々はあるベンダーとのディスカッション結果を他社に公開し、よりよい提案を求めることになりますよ？　御おん社しやにしてみたら、まったく提案の差別化にならないんじゃないですか？」

　………！

　た、確たしかに。

　お客さんの立場に立てば当たり前の結けつ論ろんだった。ベンダーとの距きよ離りを詰めることと、特定ベンダーを依え怙こ贔屓ひいきしないことはまったく相あい反はんしない。手間さえ考えなければ（ディスカッションと提案要求の繰くり返しを厭いとわなければ）いくらでも実現可能な手法だった。

「ちなみに桜さくら坂ざかさんの仰おつしやる手法はＲＦＩと言います。Request For Information、情報提供依頼。ＲＦＰを出す前にベンダー各社から情報を収集し、実際の調ちよう達たつ条件に反映させるやりかたです。我々もたまに提示しますよ？　まぁ今回は時間もありませんから、いきなりＲＦＰを出しましたが」

「………」

　む、無知って怖いなぁ。くそ、帰ったらもう少し提案のことも勉強しよう。あと知らない分野のことは二度と偉そうに喋しやべらないぞ。絶対、絶対にだ！

　橋本が時と計けいを覗のぞき込んだ。コーヒーカップを引き寄せ「すみません、そろそろ時間です」と告げる。

「あ……はい」

　トレイを手に取り立ち上がる。

　橋本からコーヒーカップを受け取りダストボックスに運んでいった。後ろから橋本が音もなく続いてくる。工こう兵へいはトレイを片づけると彼女を先せん導どうし階下に下りていった。

　自動ドアを抜けた瞬しゆん間かん、激はげしい雨音が聴ちよう覚かくを満たした。工兵の横で橋本が傘を差す。このままオフィスに戻るのだろう。先程までの雄弁さが消きえ失うせ、もとの冷たい表情に戻っている。

「あの……すみません、今日きようはありがとうございました」

　工兵は深々と頭を下げる。正直提案のヒントは何一つもらえなかったが、色々と貴重な話を聞かせてもらえた。ここは素直に礼を述べておくべきだろう。

　橋本が会釈を返してくる。

「こちらこそ、中々都合がつかず申し訳ありませんでした。ＲＦＰの選考が終わればゆっくり時間が取れると思いますので、正式なご挨あい拶さつはまたその時に」

「……はい」

　どのみち、その時はもう業なり平ひらを訪問する理由もなくなっているだろうが──

　寂しさを押し殺しうなずいた瞬間。

「ベンダー各社があなたみたいに裏表のない方ばかりだと楽なんですが」

　……え？

　予期せぬ台詞せりふに顔を上げると、橋本はもう歩き出していた。細身のシルエットが雨の中に溶け込んでいる。彼女は数歩進んでからふっと気づいたように振り返った。

「そうそう桜さくら坂ざかさん。私がコンサルにいた時の話なんですが」

　洞うろのような目を見開いたまま淡々と続ける。

「先せん輩ぱい社員に一つ教わったことがあります。ＲＦＰ説明会はきわめてリスキーだと。可能なら一社ずつ呼んでＲＦＰの内容を説明するべきだと。……残念ながら今回は時間の関係で全業者まとめての説明会となってしまいましたが」

　では──失礼、と告げて橋はし本もとは去っていった。

　工こう兵へいは傘をさすのも忘れ呆ぼう然ぜんとたたずんでいた。橋本の台詞せりふが脳裏に谺こだましている。ＲＦＰ説明会がリスキー？　どういうことだ？

　風の音が強くなる。

　行き交う車の群れを視界に収めながら、工兵は彼女の残した言葉についてじっと考え続けていた。
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　カードキーでオフィスの扉を解かい錠じよう、傘立てにビニール傘を突っ込む。

　濡ぬれた上着を脱ぎながら工こう兵へいは大おお股またで室内に入っていく。跳ねた水滴が床にかかるが気にしていられない。見回すと奥のテーブルに室むろ見みと梢こずえがいた。打ち合わせの最中だったのか、卓上に資料とノートＰＣを広げている。

「桜さくら坂ざか……？」

　室見が怪け訝げんそうに顔を上げた。眉み間けんに深い皺しわが刻まれている。つられて梢もこちらを見た。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが大きく見開かれる。

「さ、桜坂さん、どうしたんですか一体。そんなびしょ濡ぬれで」

　工兵は質問に答えることなくテーブルに歩みより、室見を見下ろした。荒い息を整ととのえ唇を開く。

「室見さん、ＲＦＰ説明会に参加していたベンダー、どこがいたか覚えていますか？」

「な、なによ突然。ていうかあんた帰ったんじゃなかったの？　いきなり戻ってきて何の話よ」

「事情はあとで説明します。今はとにかく教えてください。あの説明会に参加していた業者の顔、室見さん、だいたい知ってる感じだったでしょう？」

　工兵のただならぬ様よう子すに気づいたのだろう、室見は視し線せんを宙にさまよわせ考える表情になった。

「全部は覚えてないけど……確たしかＮＢＩとネットエフェクト、インヘリタンス、ラムダコムもいたわね。あとはもちろんＪＴ＆Ｗ、それから──」

　指折りしながら会社名をつぶやいていく。工兵はメモ帳を取り出し室見の言葉を控えていった。

　出来上がったリストを睨にらみつける。ＲＦＰ参加者の一いち覧らん。……橋はし本もとの言葉を信じるならここに何がしかのヒントがあるのだろう。──自分達が提案に勝つ糸口、突破口。

『弊へい社しやの情報は一切お出しできませんよ』

　頑かたくなに言い続けた彼女がわずかに示してくれた好意、支援。自分達──スルガシステムに対する期待。

　耳元で橋本の声が響ひびく。

　業なり平ひら産業が何を求めているか？　そんなもの既にあなた方の前に示されている。見つけ出してみなさい。そうすれば自おのずずと競きよう合ごう他社を圧倒できるでしょう。会社の規模なんて関係ない、我々は常に優ゆう秀しゆうなパートナーを求めています──

　工兵は口元を歪ゆがめる。

　上等だ、上等じゃないか。

　自分達が普ふ段だんどれだけ酷ひどい案件に関かかわっていると思っているのか。この程度の無む茶ちや振ぶり、困こん難なんのうちにも入らない。うちの社員がどれほど打たれ強いか、敗勢で奮ふん起きするか見せてやる。

　心の奥底がざわりと波打つ。工兵は猛たける感情を抑えリストを眺めていった。一文字一文字、目を皿のようにして記述を追っていく。確かく認にんすべきポイントはどこだ？　企業規模？　提供サービス？　所在地？　彼らのどんな共通点に着目すればスルガシステムのアドバンテージが浮かび上がってくるのか、勝しよう機きが見えてくるのか。

　自席に戻りＰＣを起動する。

　まずはＥＸＣＥＬに競きよう合ごう他社名を転記、あとは思いつく限りの条件で検索をかけ情報収集する。出てきたネタを整せい理りし比較すれば何か見えてくるかもしれない。もちろん五分や十分では分からないだろうが、一晩かけて情報を吟ぎん味みすれば──

「ちょっと、ちょっと桜さくら坂ざか。あんた説明しなさいよ、何が一体どうしたっていうのよ」

　室むろ見みの声が追いかけてくる。工こう兵へいは背後を一いち瞥べつ、軽く会釈して液晶に向き直った。

「橋はし本もとさんにヒントをもらったんです。この案件に勝てるかもしれない切り口を」

「ヒント？　ていうかあんた、橋本さんって……」

　訝いぶかしげな室見に工兵はここ数日の出来事を説明していった。暇を見つけては業なり平ひらを訪問していたこと、今日きようようやく橋本と打ち合わせの場をもてたこと、その場で提案の突破口になるかもしれないコメントをもらったこと。ＲＦＰ説明会の参加者に何か提案のヒントがあるらしいこと。

　全すべてを話し終えると室見はあんぐりと口を開いた。呆ぼう然ぜんとした表情でかぶりを振る。

「あ、呆あきれた……あんた、あたしの仕事受けながらそんなことやってたの？　……馬ば鹿かじゃないの、いつ寝てたのよ」

　本当……信じられない。

　呻うめくようにつぶやく。工兵はキーボードを打ちながら答えた。

「好きにしろって言われましたからね。与えられたタスクはこなしてましたし、室見さんに迷惑はかけてないはずですよ」

「そういうこと言ってるんじゃないわよ、私は、あんたが──」

　何かを言いかけ押おし黙だまる。怪け訝げんに思い振り向くと彼女はむくれ顔で口をつぐんでいた。

　………？

　なんだろう、首を捻ひねっていると梢こずえが「ううん」と唸うなり声ごえを上げた。

「でもＲＦＰ説明会の参加者がヒントってどういうことでしょうね。通常競合ベンダー名を伏せるのは業者同士で情報交換させないためです。談だん合ごうやバーター取引、勝手な価格協定を行わせないためですが、うちみたいな弱小にそういう政治的アクションは困こん難なんです。まさかその橋本さんって人が談合を薦すすめているとも思えませんし──」

　工兵は小首を傾かしげた。

「だから競合他社に共通する弱点があるってことじゃないですか？　うちみたいな会社でも突ける隙すき、あるいは死角が」

　梢はまだ納得いかない表情で「うーん」と唸った。下唇を突き出し眉み間けんに皺しわを刻む。しばらくして彼女は鼻を鳴らした。覚悟を決めた顔で「うん」とうなずく。

「分かりました。悩んでても仕方ないですし、桜さくら坂ざかさんの仮説で調しらべてみましょう。私も手て伝つだいます。どこか分担できそうなところありますか？」

「ちょ、ちょっと寝ね癖ぐせ頭あたま！　私との打ち合わせは!?」

　室むろ見みが裏返った声を上げる。梢こずえは半はん眼がんになり彼女を一いち瞥べつした。

「室見さんの要件はだいたい分かりましたから。課か題だいとして持ち帰り部内で検討させていただきます。だいたいリドルトリルの引き継ぎは室見さんの方が抱えてるタスク多いですし、私は基本待ちの立場ですから。待たい機きしている間に桜坂さんの手伝いをしても別に問題ないでしょう？」

　ぐっと室見が口ごもる。押おし黙だまる彼女を後しり目めに梢は工こう兵へいのパーティションに入ってきた。「で？　どうすればいいですか」と円つぶらな瞳ひとみで訊たずねてくる。工兵は目をしばたたいた。

「えーっと……じゃあリストのここからここまでを埋めてもらえますか。調べるポイントについてはこんな感じで」

「ふむふむ……縦たて軸じくが社名で横軸が確かく認にん項目ですね。所在地に提供サービス、タリフ、あとは……、うん、なるほどだいたい分かりました。ちなみにこういう場合はどうしたらいいですか？」

「こういう？　って」

「ここです、ここ。このセルを……って、きゃっ！　足が滑っちゃいましたー！」

「うわ、だ、大丈夫ですか!?」

「ああうぅ、もう立てませんー。困りましたー。私ここで作業してもいいですか？　ノートＰＣは自分の使いますから」

「え、いや……そのここに二人ふたりは狭──」

「ＯＫですね！　よーしじゃあ張り切って調ちよう査さしちゃいますよー。椅い子すは桜坂さんと半分こで、二人で肩を寄せ合いながらぁ仲良くお仕事……うふ、うふふふふふふ」

「何してんのよ、この電波女が！」

　室見の金かな切きり声ごえが響ひびく。彼女は梢の襟えり首くびをつかみ引き起こした。

「オフィスで暑苦しい真ま似ねしてんじゃないわよ、鬱うつ陶とうしいわね！　あんた頭に虫でも湧わいてるんじゃないの!?」

「失礼ですね！　私は少しでも桜坂さんの力になりたいと思ってるんです。コミュニケーションを密に取れるようそばにいることの何がおかしいんですか!?」

「何もかもおかしくて突っ込みようがないわよ！　いいから離はなれなさい、桜坂も！　何黙ってじゃれつかせてるのよ。刺すわよ！」

　言いながら長柄のドライバーを取り出す。工兵は慌てて梢から離れた。

　梢は苛いら立だたしげに舌打ちし室見の手を払った。眉まゆ尻じりを急角度で吊つり上げつぶやく。

「……ていうか室見さん、室見さんはこの件を桜坂さんの正式な業務として認めてないんですよね？　だったら今はプライベートのはずです。上司面して口挟まれる筋合いはないと思いますけど」

　室むろ見みが口をつぐむ。痛いところを突かれたのか人形のような顔が朱にそまった。

「じょ、上司とか部下とか関係ないわよ。オフィスは仕事の場なんだから、そういう風にふざけて遊んでられると困るのよ、よくないって言ってるの」

「そうですかー、分かりました。桜さくら坂ざかさん、室見さんが場所を変えろって言ってますから移動しましょうか。ＯＳ部のスペース空いてますから、そちらにご招待しますよ。部のみんなにもご紹介しますね」

「え？　え、いや僕は──」

「さ、行きましょう」

　梢こずえに腕をつかまれる。瞬しゆん間かん。

「ま、待ちなさいっ！」

　室見の声が響ひびいた。

　彼女は顔を真まっ赤かにしてこちらを睨にらみつけていた。細い肩を上下させ荒い息をついている。鳶とび色いろの瞳ひとみに激はげしい焦しよう燥そうが滲にじんでいた。

「お、お、ＯＳ部に桜坂を連れてくなんてダメ、ダメに決まってるでしょ！」

「はぁ？　なんで室見さんにそんなこと言われなくちゃだめなんですかー。ＳＥ部のオフィスで仕事するなって言ったのは室見さんでしょう？」

　梢の正せい論ろんに室見は激しくかぶりを振った。

「で、でもダメ！　ダメだから。……そうよ業なり平ひらの件、私も手て伝つだうわ。二人ふたりでやるより三人でやった方が早く終わるでしょ。ＳＥ部の人間が二人関かかわるんだからＳＥ部でやったほうがいいわよ。うん、決まり」

　ノートＰＣ取ってくると言って室見が自席に向かう。途中振り向いて眦まなじりを吊つり上げた。

「か、勘違いしないでよね！　この件を仕事と認めたわけじゃないわよ。桜坂がこれ以上徹てつ夜やして体たい調ちよう崩されても困るからちょっとだけ、ちょっとだけ手を貸すのよ。あんた達の言い分を飲んだわけじゃないんだから！」

　うわぁあ……。

　べったべただった。

　分かりやすすぎる捨て台詞ぜりふを残し彼女はパーティションに引っ込んだ。どたばたと何かをひっくり返す音。ややあって彼女はノートＰＣを携え工兵達のもとに戻ってきた。鼻息も荒く工兵を睨みつける。

「で？　何すればいいのよ、とっとと指示しなさい」

「………」

　今更断ったら、ぶん殴られそうな勢いだった。仕方なく梢に渡すはずだった作業項目をいくつか切り出し室むろ見みに伝える。彼女はカモメのオフィスチェアを引っ張り出すと、なぜか工こう兵へいのすぐ後ろで作業し始めた。

　横でちっと舌打ちが響ひびく。梢こずえは強こわばった表情で丸まる椅い子すをつかむと室見の隣となりに腰かけた。室見の様よう子すをうかがいつつ猛然とノートＰＣのキーを叩たたき始める。

　……えーっと。

　いつの間にか無む茶ちや苦く茶ちや戦力が増えてるんですけど。むしろオーバーキルなくらい。

　いいのか？　こんな眉まゆ唾つば話ばなしにスルガシステムの最高戦力を投入しちゃって。徳とく川がわ埋蔵金の採掘に自じ衛えい隊たいを出動させるようなもんだぞ。

（まぁ……社長案件だしな）

　結果よければ全すべて許されるだろう。そう、案件を受注しさえすれば。

　工兵は深呼吸を一回、背筋を伸ばし居住まいを正した。

「室見さん、梢さん」

　声をあらため呼びかける。

　室見はノートＰＣに指を這はわせたまま「ん」と顔を上げた。梢も「はい？」と首を傾かしげる。工兵は両手を膝ひざに置き深々と頭を下げた。

「お二人ふたりとまた一いつ緒しよにこの案件ができて嬉うれしいです、あらためてよろしくお願ねがいします」

　二人はきょとんとした表情になった。大粒の瞳ひとみが四つ、瞬またたいている。工兵はもう一度会釈し椅子を回した。

　カモメの言葉が脳裏に浮かんでいる。少ない戦力で仲間割れしてたら勝てる勝負も勝てない。まったくその通りだ。二人がついていてくれるだけで、こんなにも心が軽い。気持ちが浮き立つ。

　キーボードを引き寄せ作業を再開する。ブラウザを起動し検索ワードを投入、遅れて背後でも打だ鍵けん音おんが響ひびき始める。一週間のブランクは瞬く間に埋まり提案チームはもとの活気を取り戻しつつあった。

「──桜さくら坂ざかさん、これどう思います？　参加ベンダーの資本関係リスト。基本うち以外は全すべてメーカー系かユーザー系、あとは外資系も一社来てますけど、独立系はうちだけです。お客さん的に親会社のいるベンダーは避けたいとか、そういう意図はないですかね？　グループのしがらみで提案に中立性をなくしてほしくないとかの理由で」

「だったら最初からもっと独立系呼んでるでしょ。これだけの大型案件、入り込みたいベンダーは山ほどいるはずよ。大手の独立系──Ｏ商会やＴ情報だって声さえかければすぐ飛んできたんじゃない？　うちみたいな弱小にだけＲＦＰ出す理由がないわ。それより桜坂、これ見て」

　室見が液晶画面を向ける。

「ＪＴ＆Ｗもネットエフェクトも既にＤＲのサービスを持っている。おそらく今回の提案にもそれを使ってくるはず。だとしたら彼らのサービスにないオプションを提案したら、うちの独自性が打ち出せるんじゃない？　たとえばバックアップサイトの一部機き能のうをクラウド上に構築しちゃうとか」

「はっ、そんなのＪＴ＆Ｗだってコスト見合いで考こう慮りよしてくるに決まってるじゃないですか。だいいち今回の提案スコープはＤＣファシリティ、ネットワークインフラまででしょう。サーバ部分がない状態でどうクラウドのメリットを打ち出すんですか？」

「だから物理サーバの台数が減ればラックや電源、スイッチポート数を削減できるでしょう。結果的に費用が圧あつ縮しゆくできるじゃない。そんなことも分からないの？」

「分かります、分かりますけど見み積つもり上じようはどう記載するんですか。別途クラウドにて手配いただくため見み積つもり範はん囲い外がい、よって０円とでも書くんですか？　微妙ー。というかぶっちゃけ反則でしょう」

「うっさいわね、人の意見批判してる暇あったら代案出しなさいよ。私は桜さくら坂ざかと話してるのよ」

「私も桜坂さんと話してたんです。最初に横よこ槍やり入れてきたのは室むろ見みさんでしょう」

「何よ、やんの？」

「やりますか？」

「ちょうどいいわ、桜坂にどっちの話が納得できるか訊きいてみましょう」

「いいですよ、望むところです」

　……いや、あの、二人ふたりの発言内容がまずもって全然理解できないんで、勘弁してください。

　───。

　そんな感じで二人の矛ほこ先さきをかわしつつ作業していると、時間はいつしか夜の零時を回っていた。窓の外から車の音が消えている。深夜のオフィス街はゆっくりと眠りにつきつつあった。だが二時間近く作業し続けた今でも打開策は一向に見えてこない。いくつか案は出たもののどれもしっくりこないものばかりだった。

「………」

　梢こずえの顔に疲労が滲にじんでいる。室見も薄うすい唇を引き結び仏ぶつ頂ちよう面づらになっていた。

　……くそっ、なんでだよ。橋はし本もとさんは自分達にヒントをくれたんじゃなかったのか？　なぜ何も見えてこない。ひょっとして勘違いだったのか？　アドバイスでもなんでもなく、ただ話の接つぎ穂ほでああいう発言をしただけだったのか。

　工こう兵へいはぎりっと歯を嚙かみしめた。

　気を抜けば心が折れそうになる。終わりのない探索に目眩めまいがしそうだった。だが諦あきらめたら最後、この提案チームは分解し二度と復活しないだろう。これがラストチャンスなのだ。なんとかして、どうにかして突破口さえ見つけられれば──

　だがどれだけ調しらべても参加ベンダーの共通点は見つからなかった。仮にあったとしても事業内容や決算日など提案と関係ないものばかり、ＪＴ＆Ｗ打倒の役に立ちそうもなかった。もはやネット上の情報はあらかた集め終わり、これ以上調べるなら有料の企業レポートでも見なければ。そう思った時だった。

　……待てよ。

　工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

　そもそも自分はなぜコンペ企業の共通点を調しらべているのか。橋はし本もとが言ったから？　いや違う。彼女が言ったのはあくまでＲＦＰ説明会がリスキーというその一点だ。説明会参加者のプロフィールを洗えとは言っていない。だとすればなんだ？　自分は一体何を教えられた？　他ほかにどんな情報を示し唆さされた……？

　考えろ、考えろ、考えろ。

　あの場に何があった？　何を見た？　誰だれと出くわした？

　………。

　いや。

　瞬しゆん間かん、電流が脳のう髄ずいを突き抜けた。世界がぐるりと入れ替わる。視界が開け震ふるえるような衝しよう撃げきが身体からだを揺らした。

　工兵は眦まなじりを見開き激はげしい勢いでキーボードを叩たたき始めた。

「桜さくら坂ざか？」

　室むろ見みがきょとんとした表情でこちらを見る。だが返事をしている余裕はない。工兵はブラウザのタブを複製すると思いつく限りのキーワードで検索をかけ始めた。

　……そう、共通点が何か、あの場に誰がいたか。橋本の伝えようとしたことはそんなことじゃない。注目しなければいけないことは真逆。

　あの場に誰がいなかったか。

　奇くしくも先程室見が言ったことと同じ。あれだけの業者を集めた調ちよう達たつに、なぜ大手の独立系が来ていなかったのか。スルガシステムという小規模業者が参加できてＩＴＴＵのような大手キャリアが参加してなかったのはなぜか。

　提案辞退？　説明会を聞きもせず？

　馬ば鹿かな。

　なんらかの判断が加わったのだ。ＲＦＰを配布する業者とそうでない業者に。

　その基準は──なんだ。

　……タンッ。

　キーボードを打つ指が止まる。

　工兵は息を吞のんだ。画面に一つの企業サイトが現れていた。会社名は株式会社レギオネットシステム、ページタイトルは──構築事例。




『事例３：業なり平ひら産業株式会社様。ＩＴＴＵの高品質ネットワーク回かい線せん・ＤＣを利用しインターネットゲートウェイ、公開サイトインフラを一いつ括かつ構築。統合窓口による運用サービスを提供。２０××年１０月１５日』




　レギオネットシステム……聞いたことがある。確たしか独立系のネットワークインテグレーターだ。CiscoやJuniperの販売代理店としてはかなりの大手だったように思う。その会社が業なり平ひらのインフラを構築した？　ＩＴＴＵと一いつ緒しよに？

　２０××年といえば今から二年前のことだ。その時期にＤＣインフラを構築した業者がなぜ今回の提案に呼ばれていない。回かい線せん事業者ともども引き合いの対象から外されている？

　チリチリと脳内に電気が走る。

　工こう兵へいは呼吸をするのも忘れキーボードを叩たたき続けた。検索条件をレギオネットに絞り再検索する。一いつ瞬しゆんの間をおき表示された結果を上から順に眺めていった。

　あるニュースリリースで視線が止まる。




『レギオネットシステム株式会社　役員人事のお知らせ。──取とり締しまり役やく（非常勤）×××（ウェルデバイス社シニアバイスプレジデント）』




　……ウェルデバイス社？

　見覚えのある名前だった。渋面を作り考え込んだ後、一つの記き憶おくに思い当たる。

「室むろ見みさん！　例のまとめ資料、まだありますか？」

「は？　なんの話？」

　室見が目をしばたたく。工兵は語気を強めた。

「あれですよ、提案作業の最初に業平の情報を集めてたじゃないですか。Wikipediaとかニュースリリースを打ち出して」

　……ああ、と室見はつぶやいた。細い眉まゆを持ち上げ怪け訝げんな表情になる。

「もう使わないと思ったからシュレッダーにかけるつもりだったけど、あれがどうかしたの？」

「見せてください。早く」

　工兵の言葉にただならぬものを感じたのか、室見は足早に自席へ駆け込んでいった。ややあってモノクロのプリントを携え戻ってくる。工兵は資料を受け取ると乱らん暴ぼうにページをめくり始めた。

　……あった。

　電子部品商社の業界勢力図。三位の業平産業に猛追されているライバル企業、ウェルデバイス社。

　押おし黙だまる工兵の手元を梢こずえが覗のぞき込んだ。おずおずとうかがうように「どうしたんですか」と訊たずねてくる。

「何か……分かったんですか？」

　工こう兵へいはうなずいた。視し線せんを資料に落としたまま仮説を説明する。

　梢こずえ達は最初こそ訝いぶかしげだったが、やがて目を見開いた。室むろ見みの口から喘あえぐような声が漏れる。

「競きよう合ごう会社の役員受け入れに伴う報復措置？　それで既存ベンダーをＲＦＰから締しめ出したっていうの？」

　おそらく──と工兵は答えた。

「多た分ぶん現場の意見も聞かずに無む理り矢や理りって感じじゃないですか。橋はし本もとさんは公平を重んじる人ですし、提案内容に関係なく問答無用で落選させるとかしないと思います。だとすると」

「ＲＦＰ作成チームではどうしようもない、上層部の意向が働いた」

　室見の声は興こう奮ふんを孕はらんでいた。彼女は「ちょっと待ちなさい」と告げ携帯電話を取り上げた。アドレス帳を操そう作さしどこかにコールする。

「──あ、藤ふじ崎さきさんですか？　室見です。夜分すいません。……え？　トラブルじゃないです。新規アサイン依頼でもないです。だから怯おびえないでください、……大丈夫。戻ってこいとか言いませんから。とにかく聞いてください」

　なだめるように言って携帯を肩で挟む。

「藤崎さん、確たしか前ぜん職しよくでレギオネットの営業部長と付き合いありましたよね？　今でも繫つながってます？　……はい、……はい、じゃあちょっとコンタクトとっていただきたいんですけど。……ええ、今してもらえるとありがたいです。用件ですか？　実は──」

　手短に業なり平ひらの件を説明し電話を切る。数分後、甲かん高だかいコール音が響ひびいた。

「──はい室見です。……はい、連絡つきましたか？　ありがとうございます。……で、……はい……はい。………！　本当ですか、……はい、了解です。……ええ、これで十分です。詳細はまた別途メールで。……はい、失礼します」

　室見は終話ボタンを押すと強こわばった表情で工兵を見た。鳶とび色いろの目がきゅっとすぼまる。

「あんたの仮説通りよ。社外取とり締しまり役やく人事のせいでレギオネットは今回の調ちよう達たつから外された。ＩＴＴＵはそのとばっちりってところね。……業平の現場では最後まで揉もめたみたいよ。特段問題を起こしてないベンダーを、システムとまったく関係ない理由で外していいものかって」

　工兵は息を吞のむ。当時の情景がありありと脳裏に浮かんだ。上層部相手に一歩も引かず公平性を訴える橋本、既存業者との癒ゆ着ちやくを嫌った彼女だが、それと同じくらい理不尽な既存排除の動きは見過ごせなかったのだろう。だが訴えは聞き届けられずレギオネットはＲＦＰ送付先から外された。どれほど悔しかっただろう。コーヒーショップで彼女の内ない奥おうに触れた自分だからこそ分かる。信念を曲げられた彼女の苦しみ、怒りが……。

　であれば自分は何を期待されている？　橋本の思惑はなんだ？

　決まってる。




　ＲＦＰのプレイヤーを当初の想定に戻す。




　その上で各社の提案を吟ぎん味みし公平な選考を行う。業なり平ひら産業にとって最適なベンダーを選定する。

　うん、明快だ。であれば残りの問題は二つ。どうやってレギオネットを調ちよう達たつ先に戻すのか、そして……そう、これが重要なのだが、最強の競きよう合ごうを呼び戻すことがどうスルガシステムの勝利に繫つながるかだ。まさかお駄だ賃ちんに別の案件を分けてやるという話でもあるまい。あるいはレギオネットの配下で動かしてやるという絵図か……。

　……いや。

　違う、違う。

　そうだ、なんで気づかなかった。

「室むろ見みさん、今の機き器きサイジングや工数見み積つもりって結構余裕見てますよね？」

　工こう兵へいの質問に室見は小首を傾かしげた。

「まぁ……顧こ客きやくの実じつ環かん境きようが分からないからね。それなりにバッファはのせてるわよ。運用側もけっこうリスク積んでるんじゃない？」

「……ええ、まぁそんなに無む茶ちやな載せ方はしてませんけど」

　梢こずえが室見の言葉を引き取る。

「取引のないお客さんですからね、トラブル時の温度感も分かりませんし。最低限のマージンは取ってますよ。まぁ桜さくら坂ざかさんの話を聞く限り、そこまで無茶を言うお客さんには思えませんけど。それでも不安はありますから……」

「なら」

　工兵は質問を重ねた。

「仮に同じ内容を既存ベンダーに見積もらせたらどうなります？」

「どうなるって」

　梢の細い首が傾く。

「それは限界ギリギリまでバッファを削ってコストを抑えてくるんじゃないですか？　今プライマリサイトの面めん倒どうを見てるなら当然システムの負荷や運用稼か働どうも正せい確かくに把握してるはず……です、し……」

　喋しやべりながら梢の顔が徐々に強こわばっていく。彼女は戦せん慄りつも露あらわに工兵を見た。

「桜坂さん……まさか」

　工兵はうなずいた。まっすぐな眼まな差ざしで梢を見据える。

「ええ、レギオネットから見積もりを取得し僕らの提案として提示する。つまり──彼らをうちの下につけようと思います」

「!?」

「………！」

　驚きよう愕がくが空気を揺らす。工こう兵へいは梢こずえと室むろ見みを見渡した。

「今回のＲＦＰをベースとして既存ベンダーに最低限のコストを算出させる。そうすればおそらく他社は追随できません。僕らはリスクを排除しつつ必要十分な利益を確かく保ほし、レギオネットはうちの配下につくことで間接的にＲＦＰに参加できる。両社ともにメリットがあります。……まぁＮＤＡの文面をもう一度カモメさんにチェックしてもらう必要はあるでしょうけど」

　言いながら、だがおそらく問題ないだろうと思う。説明会の際に先方スタッフが言っていた。見み積つもり取得等で他社に情報提供が必要な場合はその都度秘密保持契約ＮＤＡを締てい結けつすること──と。この「他社」にレギオネットが含まれると解釈すれば、特に裏技めいた交渉が必要とも思えない。普通にハードウェアベンダーから見積もり取得するのと同じだった。

　梢の顔に理解の色が浮かんでいく。彼女は呻うめくような声を漏らした。

「……確たしかに、レギオネットクラスのベンダーならネットワーク機き器きも格安で仕入れられます。サポート窓口も整せい備びされていますし、月げつ額がくレンタルでの機器提供も可能なはず。回かい線せんコストもギリギリまで調ちよう整せいできるでしょうし」

　うん、とうなずき顔を上げる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが強い光を放った。

「いけます、いけますよ桜さくら坂ざかさん。この布陣ならＪＴ＆Ｗともガチでぶつかれます。他ほかの競きよう合ごうが多少無理なディスカウントかけてきても十分太た刀ち打うちできるはずです」

　ねぇ室見さん？　と声をかけかけて、だが梢の動きが固まった。室見が凍りついている。整った顔を凝ぎよう固こさせ愕がく然ぜんとした表情になっていた。

「……あんた達、なに言ってるの？」

　桜さくら色いろの唇から乾いた声が漏れた。感情の一切ない、ざらついた声音。

「何って……」

「他社に構築・運用費を見積もらせてそれを提出する？　正気で喋しやべってるの？　あんた達のやろうとしてることって、ただの伝票通しじゃない」

「で──」

　梢が絶句する。淡く色づいた頰ほおを歪ゆがめ気け色しきばんだ。

「そんな言い方ないじゃないですか！　桜坂さんはただ勝ち目のあるやり方を考えて」

「でもそうでしょ!?　機器サイジングもエンジニアリングも全すべて丸投げして、うちは窓口だけを提供する。これが転売──伝票通しじゃなくて何よ！」

「………」

　室見がぎりっと歯を食いしばる。拳こぶしをきつく握りしめ、激はげしい口調で言った。

「エンジニアが技術を外注するようになったらおしまいよ！　ＪＴ＆Ｗと同じ、トラブルが起きても追加要件が来ても馬ば鹿かのように『協力会社に確認します』と繰くり返すだけ。冗じよう談だんじゃない、ベンダーは私達よ、他ほかの誰だれでもない！　私達が作って私達が運用する。それ以外に技術屋の動きなんてありえない！」

　室むろ見みの声は悲鳴のようだった。吊つり気味の眼まなこが怒りと混乱に潤うるんでいる。工こう兵へいは息を吞のみ「室見さん」と呼びかけた。だが彼女は逃げるように顔を逸そらす。何か言おうとして口をあけ、またつぐんだ。ややあって室見は踵きびすを返した。ノートＰＣを携え大おお股またでオフィスから出ていく。

「室見さん！　ちょっと、ちょっと待ってください！」

　叫び声は扉の閉まる音に遮さえぎられた。足音が遠ざかっていく。居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくがオフィスを満たした。

「……何あの態度、感じ悪い」

　ぽつりと梢こずえがつぶやいた。円つぶらな瞳ひとみをすがめ嫌悪も露あらわに吐き捨てる。

「今回の件だって、もとはと言えばＳＥ部に持ちこまれた仕事じゃないですか。それを桜さくら坂ざかさん一人ひとりに押しつけて、ようやく突破口が見えてきたと思ったら文句ばかり。ありえないですよ、先せん輩ぱいとしてあるまじき態度です」

　梢の言葉を聞きながら工兵はオフィスの扉を見つめていた。白いドアの開く様よう子すはない。いつまで待っても室見は戻ってきそうになかった。

「……梢さん、すみません。僕ちょっと室見さんの様子を見てきます」

　え？　と梢が顔を上げた。琥こ珀はく色いろの眼を見張り小さく息を吞む。

「な、なんでですか？」

「なんでって……」

　工兵は口ごもる。梢は明らかに混乱した表情となっていた。

「おかしいですよ。どうして桜坂さんがあの女に気を遣わなきゃいけないんですか？　逆でしょう、この状況なら明らかに室見さんが桜坂さんに頭を下げるべきです。暴ぼう言げん吐いてごめんなさい、失礼な態度に出てすみませんって。それを、なんで桜坂さんが歩みよろうとしてるんですか」

「………」

「私、分かりません。桜坂さんがどうして室見さんの肩を持つのか、彼女の無む茶ちや振ぶりに文句一つ言わず従っているのか」

　梢は下唇を嚙かみしめた。スカートの生き地じをつかみ顎あごを引く。

「わがままばっかりじゃないですか、あの人。本人的には仕事へのこだわりなのかもしれませんけど、一いつ生しよう懸けん命めいやってる桜坂さんにあんな態度とって。それは先輩命令だから言うことを聞かなきゃいけないってのはあるかもですけど。でも、だからって」

「梢さん……」

　梢が面おもてを上げる。大粒の瞳が真正面から工兵をとらえた。

「桜坂さんは……室見さんのことをどう思ってるんですか？」

「？　どうって──」

「仕事だから言うことを聞いてるんですか？　上長だから理不尽な指示にも従ってるんですか？　それとも、それとも」

　続く言葉は声にならなかった。白い頰ほおが林りん檎ごのように色づいている。彼女は今にも泣きそうな顔で工こう兵へいを見つめていた。

　工兵は溜ため息いきを一つ漏らした。迷うように視し線せんをさまよわせた後、彼女の手に自分の掌てのひらを重ねる。

「梢こずえさん」

　ゆっくりと諭さとすような口く調ちようで呼びかけた。顔を上げ、正面から彼女の眼まな差ざしを受け止める。不安そうな梢に工兵は頰を緩ゆるめてみせた。

「何が理不尽で何がまっとうなのか、正直今の僕にはよく分かりません。自分は本当にシステム開発のことなんて何も知らないど素人しろうとで、伝票通しのどこがいけないのかも理解できてません。でも、それでも一つだけ言えることがあります」

「………？　なんですか」

「──室むろ見みさんは仕事でわがままを言ったことなんてないんです」

　梢が虚を突かれた表情になる。工兵は苦笑した。

「理不尽で身勝手で傍ぼう若じやく無ぶ人じんで、どうしようもない気分屋ですけど、あの人仕事だけはきちんとこなすんです。プライベートと回路が切り替わるっていうか。必要な業務はどれだけ嫌いやでも全力でこなしていく。だから室見さんがあれだけ怒る以上、僕のプランにはどこか欠陥があるんです。それを解決しない限り、この提案はお客さんに出せません」

　それに──

　と工兵は続けた。唇の端を持ち上げ不敵な笑えみを浮かべる。

「僕は見てみたいんです。あの人の無む茶ちやを乗り越えた先に何があるのか。自分がどんな人間になれるのか」──

　そう、入社以来何度も体たい験けんしてきた。彼女の乱らん暴ぼうな指示をこなす度たび、トラブルを乗り越える度、自分の視点が上がっていく。世界が広がっていく。もっと、もっと見せてほしい。連れていってほしい。まだ見ぬ領域に、自分の知らない地平に──

　気づけば梢はすっかり毒気を抜かれた表情になっていた。薄うすい唇が半開きになっている。双そう眸ぼうから思い詰めたような光が消えていた。

　ややあって彼女はふっと肩を落とした。相そう好ごうを崩し、諦あきらめにも似た微笑を浮かべる。

「そうでした……ね」

　寂しそうな口調でつぶやく。

「桜坂さんの頭は仕事でいっぱいなんでした」

　彼女は細い首をこくりと傾けた。

「了解です、桜坂さん。行ってきてください。行って室見さんを引き戻してください。言いたいことがあるなら直接言えと。捨て台詞ぜりふ残して去っていってるんじゃないですバーカと、──そう言ってやってください」

　分かりましたと苦笑し工こう兵へいは踵かかとを巡らした。オフィスの扉を抜けようとした瞬しゆん間かん、「桜さくら坂ざかさん」と呼びかけられる。振り向くと梢こずえが両手を後ろに回しこちらを見ていた。

　彼女は肩をすくめた。

「私負けませんから。室むろ見みさんにだけは絶対。仕事でも、それ以外でも」

　……それ以外？

　小首を傾かしげるが梢はもう顔を逸そらしていた。ミディアムボブの髪が揺れ横顔を隠している。気のせいか、垣かい間ま見みえた頰ほおがわずかに紅こう潮ちようして見えた。

　どうしたんだろう、いきなり。

　考えてみたが答えは出ない。工兵は眉まゆ根ねを寄せつつオフィスを出た。




　室見はエレベーターホールにいた。

　細いシルエットが壁かべに寄り添っている。薄うす明あかりの中たたずむ姿はまるで行き場をなくした家出少女のようだった。

　工兵は足音を忍ばせ彼女に近づいていった。少女の長い髪が揺れる。彼女は工兵を一いち瞥べつすると、すぐまたうつむいた。

「何よ」

　か細い声が響ひびく。細い顎あごがすっと引かれた。

「私を説得しに来たの？」

「………」

　沈ちん黙もくの帳とばりが落ちる。

　どのくらいそうしていただろう。押おし黙だまる工兵の前で室見は居い心地ごこち悪そうに身を捩よじった。

「……分かってるわよ、あんたのプランがまっとうなことくらい。ＪＴ＆Ｗを倒そうとするなら同じくらいの大手──レギオネットと組むしかないってことくらい、ちゃんと理解はしてる」

　でも、と彼女はつぶやいた。白い歯を食いしばり荒い息をつく。

「おかしいものはおかしい。エンジニアが技術をよそに投げて何が残るの？　私達の何に顧こ客きやくはお金を払うわけ？　問い合わせ窓口？　伝票処理？　そんなもので私達は日銭を稼かせいでいくの？　冗じよう談だんじゃないわ。私は……私はそんなことをやるためにこの会社に入ったんじゃない」

「室見さん……」

「知ってる？　ＪＴ＆Ｗって案件の実働部隊に正社員はほとんどいないの。契約社員や協力会社、派遣に業務委い託たく。一度なんてプロパーのまったくいないチームに配属されたこともあったわ」

「まさか」

「本当よ。まったく笑っちゃうわ、何が世界有数のソリューションプロバイダよ。単なる人売りの総そう元もと締じめじゃない。正社員がガバナンスを放棄してるから、派遣会社も高をくくって更に孫まご請うけのエンジニアを引っ張ってくる。多重派遣と偽装請うけ負おいだらけで誰だれがどこの社員かも分からない。狂ってるわ。……でもそれが今のこの業界の実態。大手企業の内情よ」

　室見は唇を捲めくり上げた。自じ虐ぎやくと冷笑が複雑に混ざり合った表情を浮かべる。

「レギオネットは既存業者だから、私達の下に入ってもこの案件をきちんとこなしてくれるかもしれない。でも一度元請けから二次請けに投げた以上、その先で三次、四次と投げられる可能性は常につきまとう。レギオネットが外注を使い始めても私達に咎とがめる権利はない──」

　室むろ見みの長い髪が翻ひるがえる。彼女はかぶりを振った。

「私は……」押し殺した声が漏れる。

「私はそういうのがいやで！　納得いかなかったから！　だからあそこを飛び出して……！　………。でも……私のやりかたじゃＪＴ＆Ｗに勝てないっていうなら、連中を倒せないっていうなら。──私は」

「誰が室見さんのやり方を曲げろって言いましたか」

　工こう兵へいは固い声で言った。

　室見が顔を上げる。眉まゆ根ねを寄せ怪け訝げんそうな表情になっていた。

　工兵は鼻を鳴らした。

「まったく……人の話も聞かないで勝手に独ひとり合が点てんして、僕がいつ今回の構築をレギオネットに丸投げするって言いましたか？　本当勘弁してください。これだけ一いつ緒しよに仕事してきて僕が室見さんの思いをくみ取れないと思っているんですか？」

「で、でもあんた」

　室見の表情が歪ゆがむ。彼女は動揺も露あらわに目をしばたたいた。

「さっき言ったじゃない、レギオネットから見み積つもりを取る。取得した費用をうちの提案として出すって。あれは噓うそなの？」

「いいえ」

「じゃあ……！」

　大粒の瞳ひとみが工兵を見つめる。工兵は怯ひるむことなく彼女の視し線せんを受け止めた。

「いいですか室見さん、レギオネットから見積もりは取ります。機き器き・回線構成についてもサイジングしてもらいます、その上で──」

　ゆっくりと自分の考えを説明していく。

　話すにつれ徐々に室見の目が見開かれていった。全すべてを聞き終えると彼女は放心したように口をあけた。

「あんた……それ正気なの？」

　工兵はうなずいた。

「このやりかたなら案件の受注と室見さんの思いを両方叶かなえられます。多た分ぶんレギオネット側もノーとは言わないでしょう。業なり平ひら的てきには──逆に受け入れやすいと思います」

　迷いのない口く調ちようで言いきる。

　室むろ見みは呆ぼう然ぜんとたたずんでいた。細い首がゆるゆると信じられないように振られる。

「無む茶ちや苦く茶ちやよ」

「ええ、無茶苦茶です」

　工こう兵へいはこともなげに応じた。

「ですがそもそもこの規模の案件でうちが勝つこと自体無茶なんです。その上で室見さんのこだわりも満たさなきゃいけないんですから、多少の無理は承知していただかないと」

　突き放すように告げると室見は顔を伏せ拳こぶしを握りしめた。長い髪が少女の白い頰ほおを隠している。

　どのくらいそうしてただろう。ややあって。

「……はっ」

　と乾いた吐息が漏れた。

「はっ……ははは、はははははっ」

　哄こう笑しよう。

　室見が顔を上げる。鳶とび色いろの瞳ひとみがぎらりと凶きよう暴ぼうな光を放った。彼女は口元を笑いの形に歪ゆがめた。

「あんた……本当にひどい、ひどいわ、最低よ。ＪＴ＆Ｗで最悪の営業だってあんたみたいなこと言ってこなかったわ。ああもう傑作、あまりにひどすぎて逆に笑えてくるわ」

　彼女はひとしきり肩を揺らした後、身を乗り出した。つま先立ちになり伸び上がるようにして彼を見つめる。

　息がかかりそうな距きよ離り、人形を思わせる整ととのった顔がすぐ目の前にある。彼女は悪鬼もかくやというような面持ちで口角を吊つり上げた。
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「私──あんたを見誤ってたわ。初めて見た時、私あんたを藤ふじ崎さきさんみたいな人間だと思ってた。状況に流されて仕事を押しつけられて、いつもボロボロで床に倒れているイメージ。でも……違う」

　室見の双そう眸ぼうが細められる。

「あんたは社長側の人間よ。社員の稼か働どうや技術的妥当性なんて何一つ考えない。案件と見ればハイエナのように食いつき社員に投げつけてくる。最低最悪の顧こ客きやくフロント、現場の敵よ」

「だったらなんだっていうんですか」

　工兵は挑発的に唇の端を持ち上げた。頰ほお肉にくを歪め、左右非対称の歪いびつな笑えみを浮かべる。

「うちの会社の営業手法が最低最悪なんて今に始まったことじゃないでしょう。藤崎さんも室見さんも梢こずえさんも、そんなこと百も承知でこの会社にいるはずです。だったらつべこべ言わず僕のプランに従ってください。血ち反へ吐どでもなんでも吐いて、この案件をやり遂げてください。たかが修しゆ羅ら場ばです。いつもと何が違うんですか？」

「……上……等ッ」

　室むろ見みはぎりっと奥歯を嚙かみしめた。裂けんばかりに眦まなじりを開き口元の笑えみを大きくする。桜さくら色いろの唇から荒い息が漏れた。

「そこまで言う以上、あんたも覚悟は決めてるんでしょうね？　自分だけ高見の見物なんて許さない。休日も祭日も関係なく、すり切れるまで使い潰つぶしてやるわ。それで構わないのね？」

「望むところです」

　工こう兵へいは胸を張った。

「情け容赦なく、遠えん慮りよ会え釈しやくなく、一切の手心なしに僕を利用してください。手加減は不要です。室見さんの持つ優やさしさも、思いやりも、面めん倒どう見みの良さも今回に関してはまったく無用です。どうぞ僕に地獄を見せてください。この会社に入ったことを後悔するくらいに、本物の鉄火場というやつを」

　工兵の答えに室見は相そう好ごうを緩ゆるめた。口元に凄せい絶ぜつな微笑をたたえたまま一歩後じさる。彼女は腰に手をあて、背筋をぴんと伸ばし工兵を仰ぎ見た。

「いいわ──」

　長い髪が翻ひるがえる。白い頰ほおが内側から炎で炙あぶられたように上気していた。

　彼女は小さな手を差し伸べた。あたかも女王が騎き士しを任ずるかのように。傲ごう然ぜんと工兵を見上げ、絶対の信頼を持って彼に告げる。

「私の技術と経けい験けんの全すべてをあんたに預ける。使いこなしてみなさい、桜さくら坂ざか」

　──はい、ボス。

　心中で小さくつぶやき、工こう兵へいは室むろ見みの手を取った。
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　──一週間後。

　工兵と室見は再び御お成なり門もんを訪れていた。

　既に一いつ昨さく日じつＲＦＰ回答は提出し受領連絡も受け取っている。一日間まをおき今日きようの午後三時から顧こ客きやくプレゼンテーション。一ヶ月かかった提案作業の、これが本当に最終最後の締しめくくりだった。

　エントランスをくぐり受付に赴おもむく。用件を告げると彼らはすぐ社内に通された。エレベーターを使い十六階に、待ち受けていたスタッフに案内され廊下を進んでいく。

　途中、スーツ姿の一団とすれ違った。提案資料と思おぼしき紙袋を提げているから、おそらく競きよう合ごう他社だろう。全員一様に疲れきった表情をしている。一体プレゼンでどんな指摘を受けたのか濁にごった目に失望や諦あきらめが滲にじんでいた。

　固かた唾ずを吞のみ彼らを見送る。無言で廊下を進んでいくと右手に観かん音のん開びらきの扉が現れた。スタッフが慇いん懃ぎんに一礼し道を空ける。

「こちらです」

　ひずんだ音を立て扉が開く。

　白しらんだ照明が工兵の目を射貫いた。巨大な会かい議ぎ室しつにテーブルがロの字形式で並べられている。硝子ガラス窓まどを背に六人の男女が腰かけていた。年ねん齢れい、体格ともにバラバラ、だが一様に厳げん粛しゆくな顔つきをしている。中央に座るのは細身の女性、蠟ろう人にん形ぎようのような肌と灰はい色いろの瞳ひとみが独特の存在感を放っている。業なり平ひら産業システム本部課長、橋はし本もとだった。

「どうぞ、お座りください」

　橋本が淡々と席を勧めてくる。落ち着いた声音に一週間前の熱ねつは感じられない。彼女はコーヒーショップでの一件などなかったように冷たい視し線せんを向けていた。

　鞄かばんからノートＰＣを取り出しプロジェクタに接続する。画面出力を調ちよう整せいすると壁かべのスクリーンにパワーポイントのスライドが表示された。橋本達の手元にはもう提案書のコピーが配られている。周囲を見渡すとスタッフの一人ひとりが軽くアイコンタクトしてきた。いつ始めてもらっても構わないということだろう。工兵は深呼吸を一回、席から立ち上がると顔を上げた。

「スルガシステムの桜坂です。本日は貴重なお時間をいただきありがとうございました。弊へい社しやはまだ設立五年の若い企業ですが、優ゆう秀しゆうなスタッフを少しよう数すう精せい鋭えいで配置し、大手ゲーム会社様のシステム構築など多数のＳＩ業務に関かかわらせていただいてます。今回のＤＲサイト構築を機きに是非御おん社しやビジネスのお手て伝つだいもさせていただければと思いますので何なに卒とぞよろしくお願ねがいいたします」

　準備していた台詞せりふを一気に言いきる。……よし、言えた。声も震ふるえていない。わずかに、ほんのわずかにだが緊きん張ちようがとけた。軽く頭を下げ着席する。呼吸を整ととのえリラックス、ノートＰＣのタッチパッドに指を這はわせた。

「それでは提案書の説明を始めさせていただきます。お手元の資料か画面の方をご覧らんください」

　Ｆ５キーでプレゼンテーションを開始、表紙と目次をスキップする。

　工こう兵へいは軽く提案要よう旨しに触れた後、各コンポーネントの詳細を説明していった。

　───。

　ある意味予想通り、工兵の説明に対し、当初業なり平ひら側の反応は芳かんばしくなかった。気のない様よう子すでページを繰くり時折明後日あさっての方向に視し線せんをさまよわせている。担当者によってはあからさまに他社の資料を覗のぞき込んでいる者もいた。スルガシステムの出番が競きよう合ごうに比べあとの方ということもあったのだろう。担当者達の集中力は落ち、新規の提案に対する興きよう味みも失うせている様よう子すだった。

　だが、途中から明らかに空気が変わってきた。

　工兵は朗々と提案書の内容を説明していった。現行システムに対する詳細分析、課か題だい点てんの抽出、具体的な解決策の提示。たまに詰まったり室むろ見みの補足を受けたりすることもあったものの、テンポを崩すことなく堂々とプレゼンしていく。いつしか担当者達は引き込まれたように工兵の話に聞き入っていた。サイジング根拠を説明する度たび、必要な運用項目を示す度、彼らの目が見開かれていく。表情が変わっていく。

　最後のページを説明する段になると、もうよそ見をしている者はいなかった。十の眼まなこが一いつ直ちよく線せんに工兵を見つめている。工兵は最後まで気を抜くことなくゆっくりと一行一行丁てい寧ねいにプレゼンを行っていった。

　───。

「以上が弊へい社しやからのご提案となります。何かご質問はありますでしょうか？」

　工兵はぐるりと室内を見渡した。

　業平の担当者達は放心したように黙だまり込んでいる。予想外の内容だったのだろう。ある者は目を瞬またたかせ、ある者はぽかんと口をあけていた。

「よろしいでしょうか」

　硬質な声が沈ちん黙もくを破る。視線を向けると橋はし本もとが片手を上げていた。

　工兵は「はい」と答える。一いつ瞬しゆん視し線せんが交こう錯さくした。洞うろのような目に鈍にぶい光が宿って見えた。橋本は手を下ろすと机の上で組み合わせた。

「本提案ですが弊社システムに対する深い理解をもって記載されたように見受けられます。こちらの内容を、御社はどこからヒアリングされたのでしょう？」

　……ああ、やっぱり訊きいてくるよな。工こう兵へいは小さく息を吸い込んだ。

「レギオネットシステムです」

　ざわりと空気が揺れる。担当者の一人ひとりが弾はじかれたように橋はし本もとを見た。事前にＮＤＡ締てい結けつの了解は取っていたが聞いていなかった者もいるのだろう。「いいのか」と混乱した囁ささやき声ごえが漏れてくる。

　だが橋本はあくまで冷静な態度を崩さなかった。顔から表情を消し質問を重ねる。

「レギオネットシステムは弊へい社しやの既存ベンダーです、そのことはご存知ですか？」

「はい」

「どのような経けい緯いで彼らと組むことになったのでしょう。先方から何か打診があったのですか」

「いいえ」

　工兵は首を振る。

「レギオネット社のホームページに御社の構築事例を見つけただけです。現行システムの構築ベンダーであればサイジングも正せい確かくにできるだろう、そう思って見み積つもりを投げさせていただきました」

「今回の提案にレギオネットが呼ばれていない理由を知っていますか？」

　ずばりと核心を突いてくる。心しん臓ぞうが大きく音を立てて跳ねた。抜き身の刃やいばで切りつけられているような気分だった。一言でも回答を誤れば即、自分達の心証は最低レベルに落ち込んでしまうだろう。だが怯ひるんではいられない。工兵は真っ向から橋本の視し線せんを受け止めた。

「はい、知っています」

　橋本は小首を傾かしげた。

「にもかかわらず御おん社しやは彼らと組むことを選んだ」

「ハードウェアベンダーとしてレギオネットは国内有数です。今回の提案にあたり他社からも見み積つもりを取りましたがいずれもレギオネットより高こう額がくでした。過去の経緯にこだわりコストメリットのない提案を行うのは御社に対し不誠実だと考えました」

「他社からも見積もりを取られたのですか？」

「はい」

「その上でもっとも安いベンダーがレギオネットだった。そういうことですか」

　うなずきながらも工兵は舌を巻いていた。この人は質問を重ねることでたくみにレギオネット提案参加の問題性を消していっている。工兵達に確かく認にんするというより周囲の担当者達に訴えかける感じで。気づけば周りの人々から混乱の色が薄うすらいでいた。なんというか、工兵含めて全員が彼女の掌てのひらの上でいいように転がされている感じだった。

　策士だ。──とんでもない策士だ。

　工兵は喘あえぐような息を漏らす。

　一いつ瞬しゆんでも味方だと思ったのが恥ずかしい。彼女の頭にあるのは単純に「業なり平ひらにとって」一番公平な選考を行うこと。そのためには既存ベンダーも新規業者も関係ない。純粋に費用と提案内容を比較し最善を導みちびく。見事なまでに一貫した姿勢だった。

　一通り質問し終えると橋はし本もとは口をつぐんだ。切れ長の目を細め一際冷ややかな表情となる。

「御おん社しやとしてレギオネットを提案する理由はよく分かりました。──ですが、我々にとって御社を採用するメリットはなんでしょう？」

　工こう兵へいは眉まゆをひそめた。

「メリット……ですか？」

「レギオネットは我々のシステムを熟じゆく知ちし、単体で今回のプロジェクトを遂行可能です。おそらくベンダーコントロールの必要もないでしょう。そういう状態でなぜ我々はあなた方を使わなければいけないのですか？　レポートラインを増やさなければならないのですか？」

「なっ」と室むろ見みが呻うめき声ごえを上げる。今まで黙だまっていたが耐えきれなくなったのだろう。端正な顔を強こわばらせ立ち上がる。

「今更何言ってるのよ！　もとはと言えばあんたが──」

　レギオネットを下につけるよう持ちかけたんでしょうが──

　言いかけた室見を、だが工こう兵へいは片手で制した。橋本の言うことはもっともだ。もちろん業平からレギオネットに直接発注は難むずかしいだろうが、単純な窓口業務であればスルガシステム以外にも対応可能な会社は山ほどある。業者によってはうちよりも仕切りを下げ更なる付加価値をつけてくるだろう。だからこそ彼女は訊たずねているのだ。なぜ我々は御社を通す必要があるのか。スルガシステムという会社に発注する意味があるのかと。

　……まったく、容赦ないよな、この人は。

　工兵はうつむき苦笑した。妥協しない、一切の言い訳を許さない。

　あの晩コーヒーショップで彼女はレギオネットの存在を示し唆さし、工兵は彼女の意図を読み取った。貸し借りはこれで終わり。以降は通常通りの真剣勝負、遠えん慮りよ会え釈しやくのない殴り合いということか。

　………。

　工兵は舌なめずりした。

　いいだろう。受けて立ってやる。どれだけでも気が済むまで提案の粗あらを探すといい。自分達のプランが彼女の絵図に収まるものでないことを思い知らせてやる。

　顔を上げ表情を引ひき締しめる。工兵はまっすぐに橋本を見据えた。

「少し……僕らの提案について誤解があるかと思います」

「誤解？」

　橋本は訝いぶかしげに言った。

「どういうことでしょう」

「橋本様の口ぶりだとまるで僕らがレギオネットに業務を委託するかのようです。窓口のみを弊へい社しやが提供し、実構築・運用は全すべてレギオネットが実施すると」

「違うのですか？」

「ええ」

　工こう兵へいは語気を強めた。

「今回の構築・運用主体はあくまで弊社です。レギオネット社のエンジニアリング工数は一切計上していません」

　………!?

　予想外の台詞せりふだったのだろう。橋はし本もとのポーカーフェイスがわずかに揺らぐ。他ほかの担当者達も衝しよう撃げきを受けた様よう子すだった。初老の男性が両目を見開き身を乗り出す。

「き、既存ベンダーを配下に置きながら彼らのエンジニアを使わない？　どういうことだ。じゃあ一体なんのために君らはレギオネットと提携したんだ」

　工兵は目を細めた。

「先程ご説明した通り、僕らがレギオネットと組んだのはあくまで御おん社しやにとり適正なコストを見み積つもるためです。現状かかっている工数を正せい確かくに把握することで余剰なリスクマージンを省き必要最低限の構成を提案する。他に意図はありません」

「で、では本当に自社でやるつもりか？　君らの規模のベンダーが、今回のシステムを全すべて内製で？」

　工兵はうなずくと絶句する男性を残し橋本に向き直った。

「先程メリットという話がありましたが」

　静かな口く調ちようで続ける。

「僕らは御社の既存構成を熟じゆく知ちし、その上で全すべてのエンジニアリングを自社内で完結できます。急な問い合わせや仕様変更の際もいちいち他社にエスカレーションする必要はありません。レギオネットのコスト感を持ちながらレスポンスの早さも併せ持つ。これが僕らの強みです。他社にはないメリットだと思います」

「………」

　橋本は押おし黙だまり提案書に視し線せんを落とした。細い指がページをめくる。

「お話はよく分かりました、……が」

　声こわ音ねが一段低くなった。

「この見積もりを見る限り作業費は完全にレギオネット基準で計算されているように思われます。具体的に言えばヒアリング費用、設計費用、あと検証費用がかなり低めに抑えられています。既存ベンダーであれば過去の情報を流用することで対応も可能でしょうが、御社はどうなのですか？　蓋ふたを開けてみれば工数が足りない、エンジニアがアサインできないと主張されるんじゃないですか」

「その心配はありません」

　工こう兵へいは即答した。強い視し線せんで橋はし本もとを見据える。




「本提案構成での設計・検証・稼か働どう確かく認にんは全すべて完了していますから」




　───！

　今度という今度こそ橋本の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。彼女は両目を見開き「どういうことですか」と訊たずねた。

「稼働確認が……完了している？」

「はい。ＲＦＰ回答期限の三日前、土日を使って僕らは本構成の検証作業を実施しました。使用した機き器きは全て提案書と同じ。場所はレギオネットのラボです」

「レギオネットの……ラボ」

「先方エンジニアと協力して二日間突貫作業で。提案書への落とし込みも必要でしたからスケジュール的にかなりタイトでしたけど、うちの技術部隊は無事やりとげてくれましたよ」

　つまりはそういうことだった。

　レギオネットの価格感でスルガシステムのエンジニアを動かすための方策。

　バッファゼロの見み積つもりを出しつつ受注後の赤字を回かい避ひする方法。

　提案までに全ての設計リスクを潰しきる。実際に稼働確認を行い不確定要素を排除しておく。

　検証済みの構成を提案するなら設計・構築費用はギリギリまで抑えられる。当たり前の話だった。問題は二つ、それだけの設備をレギオネットからどうやって借り受けるか、そして限られた時間内にどう検証をやりとげるか（もちろん受注できなければ全すべての先行投資は無む駄だになるわけだが、そこはまぁ賭かけだ。掛け金の少ないギャンブルにロクなリターンなど期待できない）。

　一つ目の問題は意外にあっさりと片づいた。今回の案件で外部調ちよう達たつが必要となるもの──回かい線せんから機き器き、ＤＣファシリティを全てレギオネット経由で仕入れることにしたのだ。彼らは面めん倒どうなインテグレーションに関かかわることなく右から左に物を流すだけで莫ばく大だいな売りを立てられる。少々の便べん宜ぎ（検証機材や場所の貸し出し）など気にもならないとのことだった。

　レギオネット側としても今回の選考外しを相当理不尽に感じていたのだろう。工兵達の提案に全面的なバックアップを約束してくれた。……いや、まぁ実際に交渉したのは藤ふじ崎さきさんなので、自分が偉そうに言える立場じゃないが。

　厄やつ介かいなのは二つ目だ。たった二日間でこれだけの大規模構成をいかにして作り上げるか、全ての検証項目をこなしきるか。

　これについて工兵が打った手は一つだけだった。

　室むろ見みと梢こずえに頭を下げ一言。

『お願いします』

　そう頼み込んだ。

　彼女達の稼か働どうもスキルセットも休日も何一つ考えることなく厚こう顔がん無む恥ちに言い放った。

　エンジニアとして最低最悪の行動、工こう兵へい自身もっとも忌いみ嫌っていた社長のアサイン手法。

　だが室むろ見み達は文句一つ言わず自分のプランにのってくれた。工兵のために休日出勤し完かん徹てつで作業を遂行してくれた。その結果が今提案書として目の前にある。誰だれにも伝票通しなどと言わせない。正真正銘、徹頭徹尾、スルガシステムオリジナルの提案だった。

　ふっと室見を見る。彼女は工兵の何もかもを肯定するようにしっかりとうなずいてみせた。鳶とび色いろの瞳ひとみに強い煌きらめきがある。工兵は小さくうなずき返し、もう一度橋はし本もと達に向き直った。呆ぼう然ぜんとする彼らの顔をゆっくりと見渡す。

「冒頭申し上げました通り我々は御おん社しやのビジネスパートナーとしてともに成功していければと思っています。そのためにベストな手法があればなんであれ採用をためらいません。既存ベンダーとも組みますし提案の事前検証も行います。そういった姿勢を是非ご評価いただければと思います」

　よろしくお願ねがいしますと告げ一礼する。

　傍かたわらで室見が立ち上がり頭を下げた。

　しんと会かい議ぎ室しつに沈ちん黙もくが訪れる。

　どのくらい時間が経たっただろう。耳が痛くなるような静寂をアラームの音が破った。会場スタッフがタイマーを取り上げている。時刻は午後四時、いつの間にかプレゼン終了の時間になっていた。

　橋本は小さく息を漏らすと居住まいを正した。顔から表情を消し淡々とした口く調ちようで告げる。

「ありがとうございました。結果については後日電話にてご連絡させていただきます。本日はお疲れさまでした」
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　六月三十日、火か曜よう日びの御お茶ちやノの水みずは久方ぶりの快晴だった。

　昼時のイタリア料理店は学生やＯＬ、サラリーマンで賑にぎわっている。半地下のテラス席に工こう兵へいは室むろ見みと二人ふたり、腰かけていた。窯かま焼やきピッツァやフェットチーネの匂においが鼻び腔こうをくすぐる。テーブルを色とりどりの皿が彩っていた。オニオンスープにシーザーサラダ、トーストに生ハムのパスタ。どれも普ふ段だんなら見ただけで涎よだれが出てきそうな品々だ。だが工兵は目の前の料理にどれ一つ手をつけられないでいる。いや……つける間もないと言った方が正せい確かくか。彼は先程から十秒おきに携帯を取り出し着信を確認していた。

「……いい加減に落ち着きなさいよ。別に一度連絡つかなかったらそれで終わりってわけでもないんだから。プレゼンのあとにも言われてたじゃない、結果の如何いかんにかかわらず必ず連絡はするって」

　室見が呆あきれ顔がおで言う。工兵は渋じゆう面めんを作り「そうですけど、それはそうですけど」とつぶやいた。つぶやきながらも気づけばまた片手で携帯を弄いじっている。室見は諦あきらめ気味に天を仰いだ。

　プレゼンから五日、質疑応答や見み積つもり条件の調ちよう整せい、細かな内容確認を経て今日きようが結果発表の日だった。先方からは当否の連絡を業務時間中に行うと言われている。ただ何時にとは伝えられていないため工兵は朝から携帯を肌はだ身み離はなさず持ち歩いていた。迷惑メールが届く度たび、会社からの着信がある度、背筋が震ふるえ全身の筋肉が強こわばる。正直疲れる。就活で企業からの電話を待っていた時のようだった。

　……ったく、と室見が鼻を鳴らす。

「こないだの強気はどこに行ったのよ、今更どうあがいたって結果が変わるわけじゃないんだし、どっしり構えてなさいよ。あんた男でしょ？　情けないわね」

「だって」

　工兵は眉まゆ根ねを寄せた。

「提案の時に僕少しトチっちゃったじゃないですか。見み積つもりの数字一ひと桁けた間違えて説明しちゃって、向こうは『はぁ？』って顔してるし。それなのに僕テンパってどんどん話を進めちゃって。あとＡＳ ＰＡＴＨのことも」

「ＡＳ ＰＡＴＨ？　ＢＧＰの？　なんかあったっけ？」

「あれそのままエーエスパスって読むじゃないですか。それを僕知らないからアズパスって読よんじゃって。またお客さん『はぁ？』って顔してるし。あああ、もう思い出すだけで顔から火が……」

　あーうざいうざいうざい。

　室見が苛いら立だたしげに手を振る。細い眉を跳ね上げ工兵を睨にらみつけた。

「あんたが思ってるほどお客さん気にしてないわよ。他ほかのベンダーだって大なり小なりミスしてるんだから。プレゼンの言い間違い一つ一つ気にしてられるほど業なり平ひらの担当者も暇じゃないわよ。はっきり言って自じ意い識しき過剰、謙けん虚きよを通り越して鬱うつ陶とうしいわ」

「う、鬱うつ陶とうしい……」

「オブラートにつつんで言い直すならナルシストキモッね」

「もっとひどくなった！」

　あんまりな言葉だった。頑張った部下に対する態度とは思えない。完全に突き放すような口く調ちようだった。

　だが馬ば鹿か話ばなしのおかげで頭が冷えた。確たしかに今更おたおたしてもしょうがない。現状ではじっくり待つより他ほかに手がなかった。今の自分にできるのはしっかりと体調を整ととのえ来きたるべき結果に備えること。つまりあれだ。出された食事はきちんと食べる。残さず胃袋に入れる。うん。

「じゃあ……いただきます」

「おう、食いなさい食いなさい」

　気持ちを切替えスプーンを取り上げる。合がつ掌しようしつつ視し線せんを上げると丁度室むろ見みに四皿目のツナトーストが運ばれてくるところだった。ううん、あの小さな身体からだによくおさまるもんだなぁ。しかも同じメニューばかり。感心しながらスープ皿を引き寄せた時だった。

「あれ？　君達は」

　聞き覚えのある声が背後で響ひびいた。

　振り向くとすぐ後ろに背広姿の男性が立っていた。色白の福々しい顔だち、銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥で瞬またたく細い眼まなこ。特徴的なベビーフェイスは忘れようもない、ＪＴ＆Ｗの梅うめ林ばやしだった。

　空気が固まる。息を吞のむ工こう兵へい達の前で梅林は口元を綻ほころばせた。邪気のない表情で目め尻じりを緩ゆるめる。

「ああやっぱり君か。いや、こないだの業なり平ひらさんといいよく会うね。また何か案件かな？」

「いえ……」

　工兵は固い声で答えた。

「僕ら……会社がこの近くなんで。普通に食事をしてただけです」

「近く？　へぇ」

　梅林は首を傾かしげた。

「このへんで大きなオフィスビルっていうと神じん保ぼう町ちようのＭビルか新しん御お茶ちやノの水みずのＭＳビルかな？　……ああいや、そうか」

　梅林の目が見開かれる。

「君らは小所帯だから別にそのへんの雑居ビルでもいいのか。いやうらやましいな。学生街の真ん中にオフィスっていうのも。食事は安いし飲み屋もいっぱいある。僕らもあんな大所帯じゃなければ是非このへんに移ってきたいところだけどね」

「………」

　何か言いかけた室むろ見みを目だけで押える。確たしかに発言の一つ一つが腹立たしいが、この人は心底悪気なく喋しやべっているのだ。怒ったところで驚おどろかれるだけだろう。そんなつもりはなかった、素直に思ったことを口にしただけだと言って。

　梅うめ林ばやしは周囲の険悪な雰囲気に気づいた様よう子すもなく肩をすくめた。

「ちなみに僕は案件でね、午前中この近くでアポだったんだけど、ほら……今日きようは業なり平ひらさんの結果発表だろう？　内示をいただいたらすぐ挨あい拶さつにうかがうつもりでね。食事しながら神じん保ぼう町ちよう駅に向かおうと思ってたところさ」

「……はぁ」

「君達は？　結局提出したのかい？　ＲＦＰ回答」

　ええまぁと工こう兵へいは短く答える。梅林は苦笑しつつ肩をすくめた。

「やれやれ、まぁ君達も社内の立場ってものがあるだろうからね、しょうがないか。ただ悪いけど今回は僕らの勝ちだよ。サービス・回かい線せん・ファシリティ費用ひっくるめてかなり戦略的なディスカウントをかけたからね。あれで取れなかったら本当僕はこれさ」

　親指を立て首筋を搔かき切る仕し草ぐさ。

　だが物ぶつ騒そうな言葉と裏腹に梅林の表情は余裕に満ちている。絶対の自信が毛穴から噴ふき出し彼の身体からだを包んでいるようだった。

　万が一にも負けることなどないと思っているのだろう。まともに考えればその通り。機き器きの調ちよう達たつ力りよく、バックサポートの規模、サービスラインナップ、どれをとってもスルガシステムに勝ち目はない。大リーグに草野球チームが殴り込みをかけるようなものだ。一いつ瞬しゆんで蹴け散ちらされ捻ひねり潰つぶされるのが落ちだろう。

　──だが。

　工兵は眦まなじりをすぼめる。瞬間、甲かん高だかい携帯の着信音が鳴なり響ひびいた。

「おっと失礼」

　梅林が携帯を取り出す。耳元に近づけ通話ボタンを押した。

「はいＪＴ＆Ｗ梅林です。……ああ、お世話になっております。……はい、……はい。大丈夫です。……ええ、ちょっと出先なので騒そう々ぞうしいですが問題ありません。どうぞ」

　銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの奥で細い目が瞬またたく。彼は頰ほお肉にくを緩ゆるめ工兵達に目配せした。

「……ええ、ＲＦＰの結果ですよね。……ええ、……ええ。……はい、……はい？　──あ、いやちょっと待ってください。……え？　すみませんどういうことですかそれ。……え？」

　梅林の声に混乱が滲にじんだ。女性のような指がぐっと携帯を握りしめる。彼は通話しながら横目で携帯を睨にらみつけた。

「すみません、……ちょっと状況を詳しく教えていただきたいんですが。……いえ、そういうことではなくてですね。……ええ、……ええ、ちょっと弊へい社しやの提案を誤解されている部分があるのではと思いまして。……え？　あ、ちょっと、ちょっと待ってください。橋はし本もと課か」

　───。

　言葉が途と切ぎれる。梅林は愕がく然ぜんとした表情で携帯を耳から離はなした。白い顔が徐々に血の気を失っていく。彼は凍こごえたように唇を震ふるわせた。

「馬ば鹿かな」

　虚うつろな声こわ音ね。

「ありえない、こんなことあるはずがない」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。細い眼まなこが放心したように見開かれていた。

　直後、先程と異なる着信音が空気を切り裂く。工こう兵へいは周囲の視し線せんを感じつつ胸ポケットから携帯を取り出した。液晶画面の発信者表示を確かく認にん、わずかに片目をすがめた後、硬い面持ちで電話に出る。

「はい──スルガシステム桜坂です」

　電話向こうの声が淡々と用件を告げる。前回話した時と同じ、修辞も装飾も何一つない事務的な口く調ちよう。

「……はい、……はい。……分かりました。……ありがとうございます。……それではキックオフの準備を。……はい、……はい了解しました。それでは今後ともよろしくお願ねがいいたします。失礼します」

　………。

　終話ボタンを押し拳こぶしを握りしめる。一いつ瞬しゆん遅れて全身の肌がぞわぞわと粟あわ立だった。

　やった、やったぞ畜生。

　叫び出しそうになる衝しよう動どうを辛かろうじて抑え携帯をしまう。視線を上げると梅うめ林ばやしが青い顔でこちらを見ていた。彼は頰ほおをわななかせ問いかけた。

「い、今の電話、誰だれからだ。キックオフの準備ってなんの話だ」

「何の話……ですか？」

　工兵は首を傾かしげた。表情を消し静かな口調で告げる。

「言うまでもないでしょう、業なり平ひら産業のＤＲサイト構築、そのキックオフですよ」

　………！

　衝しよう撃げきが空気を揺らす。

　梅林は顔中の筋肉を引きつらせ工兵に詰め寄ってきた。

「ど、どういうことだ。君らが受注？　あの規模の案件を？　我々や他ほかの競きよう合ごうを圧倒して？　馬鹿な」

　馬鹿な馬鹿な馬鹿な。

　壊こわれたレコーダーのように繰くり返す。彼は激はげしくかぶりを振り工兵を睨にらみつけた。

「何をした！　一体君達何をしたんだ！　政治か？　先方の取とり締しまり役やくを抱き込んだのか？　それとも後先考えずに費用ゼロで見み積つもりを出したのか!?」

「いいえ」

　工兵は静かに否定した。

「僕らはまっとうにコストを見積もり最適な構成を提案しただけです。御おん社しやと違うところがあるとすれば……そうですね、既存ベンダーから現行システムの詳細をヒアリングできたことくらいでしょうか」

「き、既存？」

「レギオネットシステムです」

「………！」

　梅うめ林ばやしは絶句した。工こう兵へいは視し線せんを彼に据えたまま、ことの経けい緯いを説明していった。レギオネットが調ちよう達たつ先さきから外された理由。自分達がいかにして彼らの存在を見つけたか。そしてその後の協業交渉。二日間での突貫検証作業。

　梅林は愕がく然ぜんとした様よう子すで固まっていた。まだ納得いっていないのだろう。唇をわななかせ、侮ぶ蔑べつも露あらわな口調で「ありえない」とつぶやく。「ありえない、業なり平ひらの選考基準はおかしい。間違っている」──

　柔にゆう和わな仮面が剝はがれ歪ゆがんだプライドや差別意い識しきが剝むき出だしになっていた。工兵は目め尻じりを緩ゆるめ優やさしげな口調で「梅林さん」と呼びかけた。

「梅林さん、前に言ってましたよね。うちみたいな三流企業が、あなた方のような大企業に勝てるわけないって」

「………」

　深呼吸を一回、眦まなじりに力を込める。

「提案は企業がするんじゃない、人がするんです」

　………！

　空気が震しん動どうする。

　梅林は何かを言い返そうとして失敗した。もう一度反はん論ろんしかけてぎりっと歯を食いしばる。ややあって彼は肩を落とした。白い顔から自信や尊そん厳げん、誇りが音を立て抜け落ちていく。彼は頭を振り弱々しい足取りで歩み去っていった。

「桜さくら坂ざか」

　呼びかけに振り向くと室むろ見みが片目を閉じ親指を立てていた。

　工兵は拳こぶしを作ると室見の手に軽く打ち合わせた。




　会計を終え店を出る。

　大気はまた雨の匂いを含み始めていた。青空に雲がたなびき梅つ雨ゆへの回帰を告げている。束つかの間まの晴天は瞬またたく間まに過去のものとなりつつあった。

　工兵は顔を上げ周囲を見渡す。駅前交番に楽器屋、回転寿ず司し、ファストフード店。どうということもない、いつも通りの御お茶ちやノの水みず、駿する河が台だい上うえの景け色しきだった。いや天候のせいだろうか、建ち並ぶビルは心なし灰はい色いろがかって見える。遠からず一雨来そうだった。

「どうしたの？　桜坂。辛しん気きくさい顔して」

　遅れて出てきた室むろ見みが不ふ思し議ぎそうに訊たずねる。

　工こう兵へいは「いえ……」と答えて口ごもった。

　体内の昂こう揚ようが徐々に引いていく。考えてみれば喜んでいる場合ではないのだ。ただでさえ綱つな渡わたりで業務を回している中、自分は超ちよう弩ど級きゆうの大型案件を取ってしまった。回すのは他ほかでもない自分達だ。他の仕事が消えてなくなるわけでないから多た分ぶん並行してこなすことになるのだろう。今でも終電帰りが続いているのに？　まったくもってぞっとする状況だった。

　工兵は溜ため息いきをついた。

「いや……仕事回るかなぁと思って」

　気弱に言った瞬しゆん間かん、背中を叩たたかれた。振り返ると室見が唇を歪ゆがめている。片手を腰にあて細い首を傾けていた。

「しっかりしなさいよ、今更何言ってるの」

　彼女は言った。鳶とび色いろの瞳ひとみに強い光が瞬またたいている。

「なんとかなるわよ。今までだってなんとかなってきたんだから。あんたと私、寝ね癖ぐせ頭あたまがいればどんな修しゆ羅ら場ばだってこなしていける。違う？　それともそう思ってたのは私だけかしら」

　桜さくら色いろの唇が不敵に歪められる。

　絹のような肌がわずかに紅こう潮ちようしていた。長い髪が風に揺れ淡い陽光を孕はらむ。人形のような少女は小柄な身体からだに不釣り合いな自信と矜きよう持じを漲みなぎらせていた。

　工兵は片目をすがめた。ああやはり、やはりこの人は格好良い。

「いえ……いいえ、室見さん」

　かぶりを振って少女を見据える。背筋を伸ばし体内の熱ねつを吐き出すように言った。

「仰おつしやる通り、室見さんと梢こずえさんが揃そろえばこなせない仕事なんてありません。僕も及ばずながら協力させてもらいます。全力で、力の限り、精魂の尽き果てるまで」

「よろしい」

　室見は口角を吊つり上げ細い顎あごをわずかにもたげた。長い髪を後ろに流し涼しげな視し線せんを工兵に送る。

「じゃあとっとと動き出しましょう。初めは何？　業なり平ひら産業への挨あい拶さつ？　それともレギオネットへの受注連絡？」

　そうですねぇと工兵は首を捻ひねった。考えた後、肩をすくめる。

「まずは梢さんに連絡じゃないですか。あとは……そうだ藤ふじ崎さきさんにも報告しておかないと、心配してそうですし」

「そうね確たしかに、って、あ、社長は……？」

　あ──

　忘れてた。

　ばつの悪い思いで室見と顔を見合わす。ややあって彼らは噴ふき出した。

　あんたひどい、誰だれからの仕事だと思ってるのよ。何言ってるんですか、室むろ見みさんだって忘れてたくせに。私はちゃんと思い出したわよ、桜さくら坂ざかは言わなきゃ忘れたままだったでしょ？　そんなことないです。そんなことあるわよ。ないですってば。

　………。

　互いに責任を押しつけ合いつつオフィスへの道を戻っていく。

　一いつ瞬しゆん、雲間から陽ひが覗のぞきアスファルトに淡い光を落とした。灰はい色いろのオフィス街が鮮あざやかに彩られる。即席の花道を、工こう兵へいは室見と二人ふたりゆっくりと歩いていった。







　あとがき




　夜昼土日関係なく仕事しなければならない。納期間ま際ぎわには徹夜も当たり前、足りない時間をカバーするため電車の中や食事中もＰＣを開けている。何度見直しても不具合は発生しクライアントからはリリース寸前まで仕様変更の連絡が来る。──こういう話をすると多くの方はなんてブラック企業だと思われるでしょう。ひどい会社だねぇ、辞めた方がいいんじゃない？──と。ですがこれは別にＩＴ系の話でもなんでもありません。ただ単純に僕の作家生活を書き綴つづっただけです。

　自由業に定時なんてありませんから当然のように深夜まで執筆してますし、締しめ切きり寸前の徹夜は日常茶飯事。ネタに詰まった時は食事中でも移動中でもＰＣと向き合ってます。誤植や誤記は絶対に残り、担当さんからは脱稿直前まで修正依頼が来ます。そこまでしても作品として成功できるかどうかはマーケット次第。ある意味因果な商売です。

　ただ別にそれらを大変だと思ったことはありません。物語を考えるのも文章を書くのも僕は大好きですし、運良く好評をいただいた時の悦よろこびは何にも勝まさります。徹夜？　休日作業？　何を嫌いやがる必要があるのでしょう。むしろ小説を書かなかったら僕は余暇をどう過ごしていいか分かりません。多分、押し入れで膝ひざを抱えて丸くなってるんじゃないでしょうか？　完全引きこもりですね。担当様、僕を引きこもりにしないためにもどんどん仕事を振ってください。よろしくお願ねがいします。

　つまるところ、好きな仕事ができるなら人間大たい抵ていの境遇に耐えられると思うのです。ブラック企業をブラック企業たらしめているのは激務というより仕事のアンマッチに起因するのではないかと思う今日きようこの頃ごろです。そりゃあ好きでもない仕事を短納期・休日なしで押しつけられたら人間壊れるでしょう。別にＩＴに限らず。僕だって文章書くのが嫌いでこんな生活してたら多分死んでます。

　してみるとある業界に就しゆう職しよくしてよいか判断する方法は一つ「その仕事、年中無休でやってても楽しめる？」と自問自答してみることかもしれません。結果がＹＥＳなら多分、あなたの入る会社はブラック企業じゃありません。ＮＯなら……まぁよい会社に巡り会えるといいですね。大丈夫、いざとなれば転職という手があります。僕も何回かやりました。「フライパンから飛び出して火の中に？」うるさい、後こう輩はい。

　最後になりますが、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編へん集しゆうの湯ゆ浅あさ様、美び麗れいなイラストで本を彩ってくださったイラストのＩｘｙ様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感かん謝しやを捧げたいと思います。ありがとうございました。





二〇一〇年十一月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。『葉桜が来た夏』（電撃文庫）で第14回電撃小説大賞選考委員奨励賞を受賞、デビュー。気づけば夏が終わり、今年も大垣の向日葵畑を見に行けなかったと悔やむ日々。かわりに巾着田の曼珠沙華を見にいったら色々成仏しそうになりました。なーむー。
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Ｉｘｙイクシー

なんだかんだでプログラムは楽しい！




…動けば。
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